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第4章 八反田遺跡の遺構と遺物

し＝35.40m

F
 

F' 

一 干§蒻

G
 

G' -V 

口
33号溝FG

l 暗灰褐色土 砂質。細かい砂粒を多く含む。粘性中。しまり弱。

2 暗灰褐色土 細かい砂粒を多く含む。粘性弱。しまり弱。

3 暗灰褐色土 砂質土。粗い砂粒を多く含む。粘性弱。しまり中。

4 暗灰褐色土 砂質土。細かい砂粒。灰色粘質土プロックを多く含む。

粘性中。しまり中。

5 暗灰褐色土 細かい砂粒．灰色粘質土ブロックを含む。粘性弱。 」二§闘
しまり弱。

吋

第237図 33号溝

調

L=35.30m 

A 表土 A' 査

5
 

B
 

B
 

25号溝AB

l 暗褐色土 白色軽石・砂質土を少し含む。粘性弱。しまり強。

2 暗灰褐色土 砂質土。細かい砂粒を多く含む。粘性・しまり弱。

3 暗灰褐色土 砂質土。粗い砂粒を多く含む。粘性弱。しまり弱。

4 暗灰褐色土 細かい砂粒を多く含む。粘性弱。しまり弱。

5 暗灰褐色土 砂質土。微細な砂粒を多く含む。粘性・しまり弱。

25号溝（第238図、 PL66 • 67) 

位置 1II区上面640-325~640-340G

重複 26号溝と重複している。本溝が26号溝より

新しい。

規模検出全長14.8m、上端0.8~l.Om、下端0.2

~0.3m、深さ0.5~0.7mを測る。

走向 南南東から北北西へ (N-24° -W) →東

北東から南南西へ (N-70°-E) 

形態 方形区画を成す。断面形は逆台形を呈する。
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遺物 掲載遺物はないが、覆土からカワラケ片、須

恵器片112g、軟質陶器片100g、陶磁器片6gが

出土している。

所見 出土遺物・覆土から、時期は近代と思われる。

溝の形状が逆台形で直角に曲がって走向しているこ

となどから、区画溝と考えられる。南側が調査区外

のため内部施設等は検出されなかった。

27号溝（第239図）

位置 N区上面670-355~660-380G

重複なし。

規模検出全長22.6m、上端0.7~1.5m、下端0.4

~l.Om、深さ0.2~0.3mを測る。

走向 東北東から南南西へ (N-65'-E)

形態 ほぼ直線的に延びていき、 1号 トレンチ付近

で消滅する。断面形は蒲鉾状を呈する。

遺物 掲載遺物はないが、覆土からカワラケの小片

などとともに須恵器片60gが出土している。

所見 出土遺物・覆土から時期は中世と思われる。

29号溝（第240図、 PL67 • 69) 

位置 III~N区上面655-355~650-335G

重複 23 • 24号溝と重複している。本溝が古い。

規模検出全長22.4m、上端0.4~l.0m、下端0.2

~0.6m、深さ0.1~0.2mを測る。

走向 西北西から東南東へ (N-70°-W) 

形態 ほぼ直線的に走向するが、両端は撹乱・ 2号

トレンチで壊されており、全容は不明。断面形は浅

い椀状を呈する。

遺物 土師器坪が出土している。他に、須恵器片

60gが出土。

所見 出土遺物 ・覆土から時期は古代と思われる。

32号溝（第239図、 PL67) 

位置 N区上面650-380~645-380G

重複なし。

規模検出全長6.8m、上端0.3~0.5m、下端0.2

~0.3m、深さ0.05~O.lmを測る。

第3節溝

走向 北西から南東へ (N-36'-W)→南から

北へ (N-4'-E)

形態 ほぼ直線的に走向するが、途中で南方向へ走

向を変え調査区外で消滅する。断面形は浅い椀状を

呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 出土遺物もなく、時期は確定できなかったが、

近世と思われる。

34号溝（第240図、 PL67) 

位置 N区上面675-395~660-390G

重複なし。

規模検出全長12.7m、上端0.4~0.9m、下端0.3

~0.6m、深さ0.05~O.lmを測る。

走向 北北西から南南東へ (N-18'-W)

形態 ほぽ直線的に走向し、途中で消滅する。断面

形は皿状を呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 出土遺物もなく、時期は確定できなかったが、

近世と思われる。

26号溝（第241• 242図、 PL67~69) 

位置皿～N区下面660-395~640-320G

重複 35 • 38 • 39 • 41 • 46号溝、 3号井戸、 5

号土坑と重複している。本溝が古い。

規模検出全長80.8m、上端1.2~3.2m、下端0.4

~0.6m、深さ0.1~0.15mを測る。

走向 西から東へ (N-S6° -E)→北西から南

東へ (N-4S0-W) 

形態 緩やかに蛇行しながら、調査区のほぼ西から

東へ走向する。断面形は浅い逆台形を呈する。

遺物 土師器坪・高坪・坦．台付甕・甕、石製の勾

玉が出土している。他に、土師器片670g、須恵器

片120g、軟質陶器片107g、陶磁器片125gなど

が出土し、本遺跡では遺物の出土量が一番多い遺構

である。軟質陶器・陶磁器は後世の撹乱・耕作等に

よる混入遺物である。

所見 出土遺物・覆土から時期は古代と思われる。
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第4章 八反田追跡の辿構と迫物
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細かい砂粒を多く含む。粘性弱。しまり弱。
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白褐色シルトブロックを多く含む。粘性中。

しまり強。

暗黄褐色土 黄褐色粘質土ブロックを多く含む。粘性中。

しまり中。
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第3節溝

L=35.40m 
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29号溝

1 暗黄褐色土 黄褐色粘質土ブロックを多く含む。粘性中。

しまり中。

2 暗灰褐色土 細かい砂粒を少し含む。粘性中。しまり中。
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］ 暗灰褐色土 細かい砂粒．灰色粘団土プロックを多く含む。

粘性中。しまり中。
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し―---士----|

撹乱 第240図 29 • 34号溝、 29号溝出土遺物
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第4章 八反田遺跡の追構と遺物
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26号溝A

1 暗灰色土 シルト質土。細かい砂粒を少し含む。粘性中。

しまり強。(38溝覆土）

2 暗灰褐色土 砂層。細かい砂粒から成る。粘性弱。しまり中。

3 暗灰褐色土 粗い砂粒を多く含む層。粘性弱。しまり中。

4 暗灰褐色土 細かい砂粒・黒褐色シルトブロックを少し含む。

粘性弱。しまり中。

5 暗灰砂屈 細かい砂粒の層。灰色シルトブロックを多く含む。

粘性弱。しまり中。
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26号溝c
l 暗褐色土 白色軽石•砂質土を少し含む。 粘性弱。 しまり強。

2 暗灰褐色土 砂質土。細かい砂粒を多く含む。粘性・しまり弱。

(25溝覆土）

3 暗灰褐色土 砂質土。粗い砂粒を多く含む。粘性弱。しまり弱。

4 暗灰褐色土 細かい砂粒を多く含む。粘性弱。しまり弱。

5 暗灰褐色土 砂質土。微細な砂粒を多く含む。粘性 ・しまり弱。

6 暗灰褐色土 細かい砂粒・灰褐色シルトブロックを含む。

粘性弱。しまり弱。

7 明褐色土 明褐色シルトプロック・細かい砂粒を多く含む。

粘性中。しまり中。

C
『

ー 第242図 26号溝（2)、出土遺物
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第4章 八反田遺跡の追構と遺物

35号溝（第243• 244図、 PL68 • 69) 

位置 N区下面675-395~645-385G

重複 26 • 40 • 41号溝と重複している。本溝が26

• 40号溝より新しく、 41号溝より古い。

規模検出全長32.8m、上端0.8~2.4m、下端0.8

~1.2m、深さ0.3~0.5mを測る。

走向 北北西から南南東へ (N-14°-W) 

形態 ほぼ直線的に走向し、両端は調査区外へ延び

ていく 。断面形は浅い逆台形を呈する。

遺物 土師器坪、須恵器甕が出土している。他に、

土師器片480g、須恵器片25gなどが出土。

所見 出土遺物・覆土から時期は古代と思われる。

40号溝（第243図、 PL68) 

位置 N区下面670-390~670-395G

重複 35号溝と重複している。本溝が古い。

規模検出全長3.4m、上端2.6~3.0m、下端0.8

~1.2m、深さ0.8~1.1mを測る。

走向 北東から南西へ (N-61°-E) 

形態 ほぼ直線的に走向し調査区外へ延びる。断面

形はV字状を呈する。

遺物 掲載遺物はないが、覆土から土師器片50g 

が出土してる。

所見 出土遺物・覆土から時期は古代と思われる。

41号溝（第243• 244図、 PL68 • 69) 

位置 N区下面670-385~645-380G

重複 26 • 35 • 40号溝と重複している。本溝がこ

れらの溝より新しい。

規模検出全長29.6m、上端1.0~2.8m、下端0.8

~1.2m、深さ0.3~0.5mを測る。

走向 北北西から南南東へ (N-8° -W) 

形態 ほぼ直線的に走向し、両端は調査区外へ延び

ていく 。断面形は浅い椀状を呈する。

遺物 土師器坪が出土している。他に、覆土から土

師器片600gが出土してる。

所見 出土遺物・覆土から時期は古代と思われる。
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36号溝（第245図、 PL68) 

位置 N区下面665-380~665-375G

重複 38号溝と重複している。本溝が古い。

規模検出全長5.6m、上端0.7~0.8m、下端0.2

~0.4m、深さ0.1~0.15mを測る。

走向 北西から南東へ (N-3l°-W) 

形態 直線的に走向し、南端は38局溝で壊され、

消滅する。断面形は皿状を呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 覆土等から時期は古代と思われる。

37号溝（第245図、PL68) 

位置 N区下面670-385~670-380G

重複 38号溝と重複している。ほぼ同時期か。

規模検出全長2.8m、上端0.7~0.8m、下端0.2

~0.3m、深さ0.1~0.15mを測る。

走向 北西から南東へ (N-26'-W)

形態 ほぼ直線的に走向し、 38号溝に合流する。

断面形は椀状を呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 覆土等から時期は古代と思われる。

38号溝（第245図、 PL68) 

位置 N区下面670-385~660-370G

重複 26 • 36 • 37 • 39号溝と重複している。本

溝が26号溝より新しい。他の溝とは同時期か。

規模検出全長19.1m、上端0.6~0.8m、下端0.2

~0.3m、深さ0.1~0.2mを測る。

走向 北西から南東へ (N-32° -W)→西北西

から東南東へ (N-70° -W) 

形態 ほぽ直線的に走向し、途中でやや東側に緩や

かに走向を変え、やがて消滅する。断面形は蒲鉾状

を呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 覆土等から時期は古代と思われる。



第3節溝

35・40・41号溝A

1 暗灰褐色土表土。

670 2 暗灰褐色土 やや粗い砂粒を多く含む。粘性弱。しまり中。

-38斗 3 暗灰褐色土 粗い砂粒を多く含む砂眉。粘性弱。しまり中。

4 暗灰褐色土 細かい砂粒の1習。粘性弱。しまり中。

(41溝覆土）

5 暗灰色土 微細砂粒の附。灰色シルトブロックを僅かに含む。

粘性弱。しまり中。(41溝覆土）

6 暗灰色土 シルト質土。細かい砂粒を多く含む。粘性中。

しまり中。(41溝覆土）

7 暗灰色土 細かい砂粒の層。灰色シルトプロックを多く含む。

粘性弱。しまり中。(41溝毅土）

細かい砂粒・灰色シルトブロックを多く含む。

粘性中。しまり中。(35溝覆土）

暗灰褐色土 細かい砂粒の眉。灰色シルトプロ ックを多く含む。

5 粘性弱。しまり中。(35溝覆土）

10暗灰褐色土 微細砂粒・白黒褐色シルトブロックを多く含む。

粘性弱。しまり中。(40溝覆土）

゜
I: 80 

゜
I : 200 

D L=35.20m 

A
 

L=35.20m 

(41溝覆土）

B し＝35.00m B' 

三
2 3 

B' 
—― 35号溝 B

］ 暗灰褐色土 粗い砂粒．灰色粘質土プロックを少し含む。

粘性弱。しまり弱。

2 灰色土 微細砂粒を主体。灰色粘質土ブロックを多く含む。

粘性弱。しまり中。

3 暗灰褐色土 暗灰色粘質土陪。やや粗い砂粒を多く含む。

粘性中。しまり中。40号溝D ‘5 

l 暗灰褐色土表土。 —-------上L
2 暗灰褐色土 微細砂粒を多く含む。粘性弱。しまり中。

3 暗灰褐色土 3陪と似ているが、色調暗く砂粒が多い。粘性弱。

しまり中。

4 暗灰褐色土 微細砂粒・白黒褐色シルトプロックを多く含む。

粘性弱。しまり中。

5 暗灰褐色土 やや粗い砂岡。粘性弱。しまり中。 1 JO 9 

A' 

L=35.00m 

C_ 
旦

35 • 41号溝C 6 暗灰色土 シルト質土。細かい砂粒を多く、白色軽石を僅かに

1 暗灰褐色土 表土。 含む。粘性強。しまり中。 (35溝覆土）

2 暗灰褐色土 砂質土。細かい砂粒の附。灰色シルトブロックを 7 暗灰色土 細かい砂粒の層。灰色シルトプロ ックを多く含む。

少し含む。粘性弱。しまり中。(41溝覆上） 粘性弱。しまり中。(35溝覆土）

3 暗灰褐色土 粗い砂粒を多く含む陪。灰色シルトブロックを少 8 暗灰色土 シルト質土。細かい砂粒を少し含む。粘性中。

し含む。粘性弱。しまり中。(41溝毅土） しまり中。(35溝裂土）

4 暗灰色土 シルト質土。細かい砂粒を多く含む。粘性中。 9 暗灰色土 シルト質土。8陪より色調暗い。粘性強。しまり強。

しまり中。(41溝覆土） （35溝覆土）

5 暗灰褐色土 砂質土。粗い砂粒を多く含む。灰色シルトブロッ 10暗灰褐色土 シルト質土。9層に似ているが、白褐色シルトブ

クを多く含む。粘性弱。しまり中。(35溝覆土） ロックを多く含む。粘性強。しまり強。(35溝覆土）

第243図 35 • 40 • 41号溝
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第4章 八反田遺跡の辿構と追物
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I I 35溝ー6
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゜
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第244図 35 • 41号溝出土遺物

39号溝（第245図、 PL68) 

位置 N区下面670-385~660-380G

重複 26 • 38号溝と重複している。本溝が26号溝

より新しく、 38号溝とはほぼ同時期か。

規模検出全長11.6m、上端0.6~1.4m、下端0.3

~1.0m、深さ0.1~0.15mを測る。

走向 北西から南東へ (N-27° -W) 

形態 38号溝から分かれて、ほぼ直線的に走向し

26号溝付近で消滅する。断面形は蒲鉾状を呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 覆土等から時期は古代と思われる。

42号溝（第246図、 PL68) 

位置 N区下面655-380~645-375G

重複 46号溝と重複している。本溝が新しい。

規模検出全長10.6m、上端0.4~0.8m、下端0.2

~0.6m、深さ0.2~0.3mを測る。

走向 北北西から南南東へ (N-14° -W) 
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形態 ほぼ直線的に走向し、調査区外へ延びていく 。

断面形は浅い逆台形を呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 覆土等から時期は古代と思われる。

46号溝（第246図、 PL68) 

位置 N区下面665-375~655-365G

重複 42号溝と重複している。本溝が古い。

規模検出全長25.2m、上端1.0~2.2m、下端0.3

~0.8m、深さ0.1~0.2mを測る。

走向 西北西から東南東へ (N-65° -W)→南

西から北東へ (N-46° -E) 

形態 ほぽ直角に、くの字状に曲がって走向する。

断面形は皿状を呈する。

遺物 掲載遺物はないが、覆土から土師器片460g、

須恵器片15g、陶磁器片10gが出土している。

所見 出土遺物・覆土から時期は古代と思われる。
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ジ 1 灰色土 シルト質土。細かい砂粒を少し含む。 粘性強。しまり
中。

2 灰色土 シルト質土。黒褐色シルトブロックを多く、細かい砂

粒を少し含む。粘性強。 しまり中。

シルト質土。細かい砂粒を少し含む。粘性中。しま

り強。
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0 I: 40 

0 I・100 2m 

-—-— 
第245図 36~39号溝

43号溝（第247図、 PL68) 

位置 N区下面660-350G 重複なし。

規模検出全長3.0m、上端0.3~0.4m、下端0.2

~0.6m、深さO.lmを測る。

走向 西北西から東南東へ (N-71° -W) 

形態 ほぼ直線的に走向し、断面形は椀状を呈す。

遺物 出土遺物はない。

所見 覆土等から時期は古代と思われる。

44号溝（第247図、 PL68) 

位置 N区下面660-355~655-350G

重複 45号溝と重複している。本溝が古い。

規模検出全長4.2m、上端0.3~0.4m、下端0.2

~0.3m、深さ0.1~0.15mを測る。

走向 西北西から東南東へ (N-82° -W) 

形態 直線的に走向し、 45号溝に壊され消滅する。

断面形は浅い逆台形を呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 覆土等から時期は古代と思われる。

45号溝（第247図、 PL68) 

位置 1II~N区下面655-355~655-340G

重複 44号溝と重複している。本溝が新しい。

規模検出全長15.lm、上端0.3~0.5m、下端0.2

~0.3m、深さ0.1~0.2mを測る。

走向 西北西から東南東へ (N-75'-W)

形態 ほぼ直線的に走向し、調査区の途中で消滅す

る。断面形は浅い箱形を呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 覆土等から時期は古代と思われる。
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一 47号溝B

l 暗灰褐色土 白黒褐色シルトブロックを少し含む。粘性中。

しまり中。
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l 暗灰褐色土 白黒褐色シルトブロックを少し含む。粘性中。

しまり中。
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43 • 44 • 45号溝B
1 灰褐色土 細かい砂粒を多く含む。粘性弱。しまり中。

2 灰色土 シルト質土。細かい砂粒を少し含む。粘性強。

しまり中。

旦 3 灰色土 シルト質土。黒褐色シルトブロックを多く、細かい
砂粒を少し含む。粘性強。しまり中。
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第4章 八反田迫跡の遺構と遺物

47号溝（第247図 PL67) 

位置 II区650-295~640-320G

重複 6 • 48号溝と重複している。6号溝よりは

新しく、 48号溝とはほぼ同時期と思われる。

規模検出全長26.9m、上端0.9~l.lm、下端0.4

~0.8m、深さ0.1~0.2mを測る。

走向 北東から南西へ (N-67°-E) 

形態 直線的に走向し、両端は調査区外へ延びてい

く。断面形は椀状を呈する。

遺物 掲載遺物はないが、覆土から陶磁器片80g

が出土している。

所見 出土遺物・覆土から時期は近代と思われる。

48号溝（第247図、 PL67) 

位置 II区645-305~640-305G

重複 47号溝と重複しているが、ほぽ同時期と思

われる。

規模検出全長3.8m、上端0.6~0.8m、下端0.3

~0.4m、深さ0.2~0.3mを測る。

走向 北西から南東へ (N-23°-W) 

形態 47号溝から分かれ直線的に走向し、撹乱に

壊され消滅する。断面形は椀状を呈する。

遺物 出土遺物はない。

所見 覆士等から時期は近代と思われる。

第4節遺構外出土遺物（第248図、 PL69) 

本節では、溝・土坑等の遺構出土以外のグリット

上げ遺物を扱う。内訳は、古墳時代の土師器高坪 ・

ロ /
l
 

／
／
 

／
 3

 

＼
＼
 ＇ 
／ 

＼ー ニ三

甕、須恵器臆古代（奈良時代）の土師器坪、中世の

焼締陶器播り鉢、近世の軟質陶器火鉢の6点である。

2
 

\――—一［三I
6 (1/4) 

0 I : 3 10cm 

0 1: 4 10cm 

第248図 遺構外出土遺物
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第5章調査の成果

第 1節調査のまとめ

(1) 高林三入遺跡

高林三入遺跡で検出された遺構数は、第34表の

通りである。ここでは、時代毎に調査の成果を報告

する。

旧石器時代

A-l②区では、 As-BP層から 2ヶ所の石器ブロ

ック及び礫群ブロックを検出した。出土した石器は、

総数78点で、石核・敲石・切出形石器なども含ま

れ、そのうち13例の接合資料（内 7例は礫群の接

合資料）を確認した。また、暗色帯上部から剥片 1

点 (A-2区）、剥片3点 (A-1①区）が出土し

ている。B区では暗色帯下部を中心としたプロック

を5ヵ所確認した。出土した石器総数は98点で、

石核 ・ナイフ形石器なども含まれ、そのうち13例

の接合資料を確認した。時期は、テフラ分析により

As-BPをブロック状に含む黄色硬質ローム層(¥/11層）

から、暗色帯下部にかけてである。C区では、暗色

帯の下層から石刃 1点が出土した。また、 D区でも

As-BPを含む層から剥片2点、暗色帯下部からナイ

フ形石器 1点が出土している。

縄文・弥生時代

A-3区で縄文時代後期初頭（称名寺式期）の土

器を伴う27号土坑 1基が検出されているが、弥生

時代の遺構は検出されなかった。遺物としては、縄

文時代の土器片計約100点、石鏃・石槍などの石器

十数点が出土している。時期は前期後半から後期前

半で、前期後半（諸磯式b・C式期）の土器片が比

較的多く出土しており、周辺には縄文時代前期後半

の集落があったと想定される。弥生時代では後期の

土器片が数点出土しているのみである。

古墳時代

A区では前期の竪穴住居 1軒・方形周溝墓 l韮が

検出され、 S字甕や壺などが出土している。B・C

区の低台地上では、竪穴住居21軒と掘立柱建物11

棟と土坑•井戸・ピット多数を確認した。 B·C 区

第1節調査のまとめ

は、広範囲で撹乱や削平を受けており、残存状態が

良好ならば、さらに多くの前期から中期の竪穴住

居・掘立柱建物が存在していた集落があったと想定

される。出土遺物の中で特筆すべきものは、 B区

10号土坑出土の手焙り形土器と C区7号住居出土

の初期須恵器把手付婉である。ともに県内では出土

例が少なく、特に把手付塊は多数の土師器と共伴し

て出土しており、貴重な資料である。（本章第2節、

第3節参照）

奈良・平安時代

A区では、際穴住居2軒 (9世紀中葉）を検出し

ている。ともに東に鼈が検出されたが、後世の耕作

などで削平されており残存状態が悪かった。西側に

接する福沢新田遺跡では、 9世紀代の住居が数軒検

出されていることから、高林三入遺跡A-1区から

福沢新田遺跡には、この時期の集落があったと想定

される。また、この時期の遺物を出土する溝を数条

確認した。

中近世以降

D~F区では、用水路と思われる、低台地を南北

に横切る溝・低台地から沖積地へ西から東へ走向す

る溝が何条も検出された。溝からは近世末 (18~

19世紀）の陶磁器・瓦などの遺物が多量に出土し

ている。E区では水田跡が検出され、畦 ・溝が確認

されている。また、 A-1②区では、近世末の土坑

墓が15基検出され、人骨（歯） ・馬骨・陶磁器 ・

カワラケなどが出土している。人骨（歯） ・馬骨に

ついては、第6章第4節を参照されたい。

(2) 八反田遺跡

八反田遺跡で検出された遺構は、溝46条、井戸

5基、土坑6碁、ピット 15韮である。以下、各時

代ことに調査の成果を記すことにする。なお、旧石

器～弥生時代の遺構・遺物は検出されていない。

古墳時代

はっきりと認定できる古墳時代の遺構は、検出さ

243 



第5章調査の成果

れなかったが、 26局溝からは、前期～中期の土師

器 ・須恵器片 ・勾玉など出土している。

奈良・平安時代

検出された多くの溝覆土中より、 8~10世紀頃

の土師器・須恵器片が出土している。 6号溝は、幅

2m・深さ lmほどの大規模な溝で、東山道武蔵路

と推定される現市道に沿って検出された。平成14

年度の調査では武蔵路の側溝の可能性があるとされ

たが、平成16年度に行われた現市道の東側 (V区

=I区の残り）の調査でも反対側の側溝を確認でき

なかったため、確証は得られていない。

【東山道武蔵路と 6号溝との関係】

東山道武蔵路はおおよそ 7世紀末頃には成立して

いたことが、東京都内などの発掘調査例により確認

されている。基本的には東山道駅路整備と同時に整

えられ、武蔵路が東山道に位置づけられたものとさ

れる。その後、 宝亀2年 (771年）に武蔵国が東山

道から東海道に所属替えされるとともに、その官道

としての位置づけは終了したものとされている。た

だし、実際の道路としての機能はその後も坂東の南

北を結ぶ主要経路の一つとしてある程度維持されて

いたものと考えられる。平安期においても坂東の南

北往来を前提とした諸事象の記録も散見せられ、そ

れらは旧武蔵路に代表される道筋の存在を物語るも

のであり、さらにこうした道筋が母体となって中世

のいわゆる鎌倉街道の幾つかの道路へと発展してい

第34表高林三入遺跡遺構数

遺構名・区名 A B C D E F G H 
旧石器ブロック 2 5 

礫群ブロック 2 

石器出土数 82 98 1 3 

竪穴住居 3 12 ， 
゜゚ ゜゚竪穴状遺構

゜
2 

゜゚ ゜゚ ゜方形周溝墓 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚掘立柱建物

゜
5 8 

゜゚
1 

゜溝 25 22 ， 15 15 6 
゜水田跡

゜゚ ゜゚
1 

゜゚土坑 81 43 31 10 1 3 

゜井戸 1 2 1 

゜゚
1 

゜ピット 18 174 108 69 2 5 

゜風倒木 ， 
゜゚ ゜゚ ゜゚
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゜゚゚゚
゜゚゚゚
゜゚゚゚
゜゚゚゚
゜゚゚゚

ったものと考えられている。

今回発見された6号溝は、埋設した覆土の状況か

ら12世紀初頭以前においてある時期にまとまった

形で土砂が崩落している状況が、 2, 3回あったこ

とが看取できた。このことは、溝もしくは溝を伴う

遺構の維持・管理にかかわる局面が何度かあったこ

とを物語っている。しかし、調査では残念ながら、

この溝が古代官道東山道武蔵路の側溝である確証は

得られなかった。ただ、 6号溝はAs-B軽石の堆積

がレンズ状を呈しており 12世紀初頭の時点ではま

だ溝状の窪地としてある程度は残っていたものと思

われ、中世においても溝もしくは道として機能して

いた可能性が想定される。

中世以降

4号溝は、調査区を東西に走向し、規模も大きく

近世まで機能していた可能性も考えられる。13号

溝からは中国青磁塊（口縁部片）が出土している。

その他の溝覆土中からは、カワラケや内耳、陶磁器

片などが出土した。ほとんどの溝は流水の痕跡があ

り、水田に伴う用水路と思われるが、数条の溝は直

角に曲がるものがあり、区画溝と考えられる。井

戸 ・土坑からは、古銭（開元通宝）やカワラケ ・砥

石などが出土している。

合計

7 

2 

184 

24 

2 

1 

14 

92 

1 

169 

5 

376 ， 
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第2節 群馬県内出土初期須恵器把手付塊について

高林三入遺跡c区7号住居から出土の初期須恵器
把手付塊は、県内では9例目の発見で、また、竪穴

住居内から多数の土師器と共伴して出土しており、

貴重な資料である。

把手付婉は、別名コップ形土器とも呼ばれている。

我が国の須恵器生産の開始期である陶邑窯址群大庭

寺遺跡からも出土しており、以後TK47形式まで

その存在が確認できるが、その後、国内では生産さ

れなくなる。その変化の方向性は、把手の加飾性の

喪失、体部の櫛描き波状文や沈線の簡略化 ・喪失な

どに端的に現れている。

そこで、本稿では、県内出土の初期須恵器把手付

塊の出土遺跡とその概要を紹介したい。県内では、

第249図（第35表）のように、 9遺跡計9点の把

手付婉が出土している。詳細は観察表を参照された

いが、ここでは、 9点の把手付塊について、年代を

含め、形や法量（大きさ）、成形・整形の技法、胎

土など類似点・相違点を簡単に言及してみたい。残

念ながら遺物番号5 （穴池遺跡）、 8、9 （ともに

前橋市内表採資料）は実見することができなかった

ので、実測図からの観察である。

まず、年代観であるが、遺物番号 l~3、6~9

には体部に櫛描き波状文があるが、波状文が喪失し

ている4 （阿曽岡権現堂遺跡）、 5は他の土器に比

べて新しいと考えられる。特に、 4は器形が歪んで

いる稚拙な作りで、胎土は秋間か高崎市観音山丘陵

産と看取できた。また、第249図の共伴している土

師器等から検討すると、 1 （本遺跡）、 3 （仙石丘

山遺跡）は、 5世紀第2四半期、 2・5~7は第3

四半期のものと考えられる。

次に、形や大きさであるが、 2 （成塚住宅団地遺

跡） ．6 （下高瀬上之原遺跡） • 8は、口縁部径

10cm程の椀形を呈し、類似している。4と5も径

8cmほどの椀形を呈すが、 4は口縁部が内湾し、

5は口縁部が直立する。1・3・7・9は、口径7

~8cmで、まさにコップ形を呈する。

最後に、成形・整形、把手の取り付け方について

観察してみたい。3・7は左回転輔轍整形、 1 • 2 

・4・6は右回転輔轄整形、 5・8・9は不明であ

る。特に、 1 （本遺跡）だけに看取できる技法が二

つある。一つは把手部の付け方で、上の部分は体部

に穴を開けてから、把手を差し込んで取り付けてい

る。二つ目 は、体部の作り方で、円盤状の粘土に、

粘土を巻き上げて成形した後に、腰部に再度粘土を

巻き付けて成形したと考えられる。そのため、底部

が低い高台のような作りになっている。この二つの

技法は、 2~9には看取できない。特に、把手部は

体部に貼り付けてから、指で押さえて取り付けてい

るため、 3・5~8のように把手が剥がれて喪失し

てしまっているものが多い。体部下半はヘラ削り・

ヘラ撫で調整、底部は手持ちヘラ削りで切り離され

ている。

今回、本遺跡C区7号住居から初期須恵器把手

付婉が出土したことは大変意義深く、今後、該期土

器研究の上で活用されていくことを期待して、本稿

のまとめとしたい。なお、本稿をまとめるにあたり、

下記の方々からこ‘教示•こ協力を頂いた。記して感

謝の意を表したい。

石川正之助、関本寿雄、腰塚徳司、矢島博文、吉

田好孝、綿貫邦男、坂ロ一、 石塚久則

引用・参考文献

1999『東国土器研究第5号」（東国土器研究会）

1994『下高瀬上之原遺跡』

（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団）

1992『成塚住宅団地遺跡』（太田市教育委員会）

1997『東八木遺跡、阿曽岡・権現堂遺跡』

（富岡市教育委員会）

1989『空沢遺跡第8次ーQ・R・S地点発掘調査報告書

ー」（渋川市教育委員会）

1987『第8回三県シンポジウム東国における古式須恵

器をめぐる諸問題』（北武蔵古代文化研究会・
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群馬県考古学研究会・千曲川水系古代文化研究

所）

1983「大泉町誌下巻歴史編』（大泉町）

⑦渋川市空択37号墳

⑨前橋市元

地
号住居跡

間古坦

＿．
 

高
児
⑤
 

川越市御伊勢原25号住雹居跡
・グ

ハエ・,....,.....,・L.

l 木更津市熊野台古墳

~Iノ
横須賀市なたぎり B地点

更津市請西

邑
第249図 関東地方（群馬県内）出土の把手付塊

〔東国土器研究会(1999年）第5号328頁を改変〕
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第35表群馬県内出土須恵器把手付壊

No. 遺跡名 所在地 遺構名 遺構の時期 文献（報告書等） 年代等
1高林二入遺跡 太田市岩瀬川町 c区7号住居 5世紀中葉（鼈なし） 本書 TK216 
2成塚住宅団地遺跡 太田市成塚町 B区128号住居 5世紀前半（竃なし） 成塚住宅団地遺跡（太田市教委）1992

3仙石丘山遺跡 邑楽郡大泉町仙石 4号住居跡 5世紀後半（竃あり） 大泉町誌下巻歴史編（大泉町）1983

4阿曽岡権現堂遺跡 富岡市宇田阿曽岡 95号住居 古墳中期 東八木遺跡、阿曽岡・権現堂遺跡（富岡 在地産か。

市教委）1997

5穴池遺跡 高崎市倉賀野町穴池 12号住居 5世紀後半（鼈あり） 第8回三県シンポジウム 東国における TK23（在地産）

古式須恵器をめぐる諸問題1987

6下品瀬上之原遺跡 富岡市下高瀬 4号墳 5世紀後半 下高瀬上之原遺跡（群馬県埋蔵文化財 TK208 

調査事業団）1994

7空沢遺跡 渋川市行幸田空沢 13号墳＋37号墳 Hr-FA下 空沢遺跡第8次ーQ•R•S地点発掘調査 大阪陶邑産

報告書一（渋川市教委）1989

8表採資料 前橋市東上野町 畑地 第8回三県シンポジウム 東国における

古式須恵器をめぐる諸問題1988

9表採資料 伊勢崎市中央町 台地上 石川正之助氏のご教ホによる

第36表 群馬県内出土須恵器把手付坑観察表

No. 遺跡名 部位 計測値（cm) ①胎土 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
遺構名 残存 ③色調

1高林三入遺跡 完形 口 7.2 ①緻密 口縁部が僅かに3ヵ所欠損。欠け口の胎土は濃いセピ 本書

c区7号住居床直 底 4.9 ②還元焔 ア色に焼き締まっている。外面には2段の沈線とその

高 5.3 ③N4／灰 下に6本1単位の櫛描き波状文を2条施す。体部下半

は手持ちヘラ削り。

2成塚住宅団地遺跡 ほぽ完形 口 10.4 記載なし 口縁部内外面横撫で。胴部外面ヘフ撫で。底部外面 報告書の記載

B区128号 底 5.0 撫で。胴部に流水文、沈線あり。 事項をそのまま
住居床直 高 6.0 転載。

3仙石丘山遺跡 把手部分欠損 ロ 7.0 記載なし 左回転轄櫨整形。口縁部内外面横撫で。体部に3条 実測図一部訂
4号住居 底 4.5 の突帯を持ち、その間に6本1単位の2条の丁寧な櫛 正し、筆者が観

覆土 高 6.4 描き波状文を施す。体部下半は手持ちヘラ削り。底部 察した。

はヘラ削り。

4阿曽岡権現堂遺跡 口～体部1/3 ロ 8.6 ①緻密、黒色鉱物 口縁部内外面横撫で。体部に2条の突帯を持ち、文様 富岡市教委から
95号住居 （把手残存） 底 ②還元焔 はない。全体的に鈍重で、成形が稚拙である。体部下 借用し実測・観

高 (6.8) ③N6／灰 部は手持ちによる弱いヘラ撫でが認められる。把手は 察した。

体部に比べ大きく、成形は指頭による押さえが看取で

きる。胎土は秋間か観音山丘陵か。在地産。

5穴池遺跡 完形 口 7.8~8.2①砂粒が多い。 上下の太い沈線による「相対的な凸線」で3段に区画 第8回三県シン
12号住居 底 4.8 され、文様はない。全体的に鈍重で、口唇部も内面に ポジウム 東国

覆土 高 5.7 沈線状の段を持つがシャープではなく、体部下部・底 における古式須

部は手持ちによる弱いヘラ撫でが認められる。把手は 恵器をめぐる諸

体部に比べ大きくアンパランスの感を抱き、成形は指 問題から転載。

頭による押さえにより外側がやや劣る。在地産。

6下高瀬上之原遺跡 把手部分欠損 口 10.9 ①細砂 ロクロ調整。体部に5本1単位の櫛描き波状文。体部 報告書の記載

4号墳 底 5.6 ②還元焔、良好 下半～底部外面手持ちヘラ削り。内外面に自然釉付着。 事項をそのまま
周堀北東 高 6.0 ③灰 把手は貼付部より剥がれる。 転載。

7空沢遺跡 把手部分欠損 口 7.1~8.0①緻密、白色粒 マキアゲ、水挽成形、把手貼り付けで轄櫨回転方向は 第8回二県シン
13号墳周堀南十 底 4.9 ②還元焔、良好 時計と逆回転。口緑は一旦内湾したのち直立し、口唇 ポジウム 東国

37号墳周堀北 高 7.1 ③内面灰黒色、外 部は丸い。体部上半に2条の突帯が巡り、その間を7本 における古式須

面膏灰色、断面紫 1単位の波状文が施される。体部下半は横方向ヘラ削 恵器をめぐる諸

灰色 り調整。底部外面横方向静止ヘラ削り（弱くヘラ撫で） 問題から転載。

回転撫で調整。大阪陶邑産。

8前橋市東上野町 完形 口 7.6 記載なし 口緑部内外面横撫で。体部に2条の突帯を持ち、その 実測図から筆者
畑地表採資料 底 3.8 間に5本1単位1条の櫛描き波状文を施す。 が観察し記載。

高 7.4 

9伊勢崎市中央町 把手部分欠損 口 10.3 記載なし 口縁部内外面横撫で。体部に2条の突帯を持ち、その 実測図から筆者

底 5.0 間に6本1単位2条の櫛描き波状文を施す。体部下半 が観察し記載。

高 6.8 は手持ちヘラ削りか。
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1 高林三入遺跡（他の土師器の実測図は72• 73頁に掲載）

王 しど 丁
2 成塚住宅団地遺跡

口

楊口

ロ
ロ
ロ
ニ
ロ
こ
口

□
 
冑 ： 

こ
言］

汀］
3 仙石丘山遺跡 5 穴池遺跡

己 □□
ご□胃

ー←じ

｀ 1 三

｀口：門
□□ 

7 空沢遺跡

竺）

ご曰口
6 下高瀬上之原遺跡（他に円筒埴輪が出土）

iii!i) 

｀ご脅り

（把手付塊はl/4
土師器は1/8 ) 

第250図 県内出土の把手付婉と共伴土師器
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第3節 群馬県内出土手焙り形土器について

高林三入遺跡B区10号土坑からは、手焙り形土

器の面片 l点が出土している。群馬県内では出土例

(5例目）が少なく貴重な資料である。

手焙り形土器は、弥生時代終末～古墳時代初頭に

かけて作られた土器（土師器）である。鉢形の上部

に覆いが付き、その一方に口が開く形状をしている。

この特異な形をした土器は一体何に使ったのか？他

の土師器（坪．甕・壺など）に比べて著しく個体数

が少なく、また墓（周溝墓・古墳）から出土するこ

とが多いので、祭祀的な機能が考えられる。 また、

内面に煤が付消しているものも多く、火を焚いてい

たことは確実であり、覆いは火を守るためと思われ

る。用途としては、照明か手焙り火鉢かと思われる

が祭祀的な側面を重視するならば、聖なる「火」を

灯した照明として使われたのだろうと思われる。

そこで、本稿では、県内出土の手焙り形土器出土

遺跡とその概要を紹介したい。県内では、第249図

（第36表）のように、 5遺跡から手焙り形土器が出

第37表 群馬県内出土手焙り形土器

土しているが、幅遺跡・公田東遺跡以外は破片資料

である 。今回、本遺跡B区10号土坑から手焙り形

土器が出土したことは大変意義深く、該期土器研究

の上で重要な資料となると考える。

本稿をまとめるにあたり、 当事業団大木紳一郎氏

からこ教示•こ協力を頂いた。 記して感謝の意を表

したし）。

引用・ 参考文献

2005「年報23」 （（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団）

2002『上滝榎町北遺跡』

（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団）

1997『棚島川端・公田東・公田池尻遺跡j

（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団）

1998「手焙形土器の研究j （高橋一夫）

2000『壺から埴輪ヘー 3・4世紀の東日本における畿

内型墳墓の受容ー」（明治大学考古学博物館）

1964『弥生土器集成 本編』 （小林行雄・杉原荘介）

事業団： （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

番号 遺跡名 所在地 遺構名 遺構の時期 文献（報告書等） 土器の年代
1 高林三入遺跡 太田市岩瀬川町 B区10号土坑 古墳初頭 本書 ＇
2 幅遺跡 高崎市上並榎町 溝 不明 弥生式土器集成本編（弥生式土器集成刊行会）、 古墳初頭

新編高崎市史資料編1原始古代（高崎市）
3 公田東遺跡 前橋市公田町 1区2号周溝墓 古墳初頭 棚島川端・公田東・公田池尻遺跡（事業団）
4 上滝榎町北遺跡 高崎市上滝町 E区遺構外 上滝榎町北遺跡（事業団） 4世紀初頭
5 成塚向山古墳群 太田市成塚町 1号墳（方墳） 古墳前期 年報23（事業団）

第38表 群馬県内出土手焙り形土器観察表

番号 遺跡名 部位 計測値(cm) ①胎土 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
遺構名 残存 ③色調

1 高林三入遺跡 面片 長さ 11.8 ①細砂粒 櫛で規則的な剌突痕を施す。円形貼付2ヵ所あり。調整は 本書
B区10号土坑 幅 5.6 ②酸化焔 丁寧な横撫で。

厚さ 0.4~0.8③5YR7/6橙
2 幅遺跡 完形 口径 11.4 ①粗砂粒、褐色粒 鉢の部分に1条と覆いの部分に2条の粘土紐をめぐらし、そ 弥生式土器集成
溝覆土 底 4.8 ②酸化焔 れに櫛描きの列点文をつけている。覆いの部分の口縁端 より転載。

高 19.8 ③明褐色 は内外に厚くして幅を持たせ、その周囲に箆による刻み目を

内側に竹管の刺突文を連続して飾っている。
3 公田東遺跡 下半部（鉢部） 残存高 7.4 ①砂粒を多く含む 体部は偏球形をなし下半接合部で屈曲する。底部は突出 報告書より転載。
西側周溝 口縁部径 15.0②酸化焔不良 する平底。胴部内外面横撫で、内面に接合痕が残る。

体部最大径16.7③浅黄色2.5Y7/3
4 上滝榎町北遺跡 口縁部片3片 ①細砂粒 口縁部断面はS字状を呈し、内外面に刷毛目調整が施され 報告書より転載。

②酸化焔 る。口縁部内側に接合痕と思われる粘土塊がある。弥生後

③ 期～古墳初頭(4世紀初頭）
5 成塚向山古墳群 口縁部片など 不明 1号古墳から4片（他に数片あり）が出土 未報告
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第5章調査の成果
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3 公田東迫跡
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1 鉢部 |6 開口部
2 覆部 7 口縁端部

3 底部 8 耳

4 体部 ， 面
5 口縁部 I 10,I 突 帯

部位名称
（「手焙形土器の研究」より）

5 成塚向山迫跡
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口
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云ジ 化三

2 幅迫跡 4 上滝榎町北迫跡

第251図 群馬県内出土の手焙り形土器

250 



第 1節 高林三入遺跡の自然科学分析（1)

第6章 自然科学分析

第 1節 高林三入遺跡の自然科学分析（1) 株式会社古環境研究所

I.高林三入遺跡C区の土層とテフラ

1.はじめに

群馬県域に分布する後期更新世以降に形成された

地層の中には、浅間、榛名、赤城など北関東地方と

その周辺の火山のほか、中部地方や中国地方さらに

は九州地方などの火山に由来するテフラ（火山砕屑

物，いわゆる火山灰）が数多く認められる。テフラ

の中には、噴出年代が明らかにされている示標テフ

ラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求めること

で、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知る

ことができるようになっている。

そこで、堆積年代の不明な石器が検出された高林

三入遺跡においても、地質調査を行って土層層序を

記載するとともに、採取された試料を対象にテフラ

組成分析や屈折率測定を行って示標テフラの層位を

把握し、遺物や上層の年代に関する資料を収集する

ことになった。調査分析の対象となった地点は、 c-

4区のHM-19グリッド、 HK-18グリッド、 HG-18

グリッド、南東地点の4地点である。

2.土層の層序

(1) C-4区HM-19グリッド

C-4区HM-19グリッドでは、下位より灰色砂礫

層（層厚3cm以上，礫の最大径18mm)、円磨され

た黄色軽石を含む灰色砂層（層厚2cm,軽石の最

大径2lmm)、ラミナの発達した灰色砂礫層（層厚

61cm,礫の最大径16mm)、円磨された黄色軽石

を多く含む灰色砂礫層（層厚4cm,軽石の最大径

7mm,礫の最大径8mm)、礫や砂を含む黄褐色土

（層厚42cm,礫の最大径5mm)、暗灰褐色土（層

厚2cm,いわゆる暗色帯）が認められる（図 1)。

(2) C-4区HK-18グリッド

C-4区HK-18グリッドでは、下位より褐灰色砂層

（層厚6cm)、黄灰色シルト層（層厚9cm)、灰褐

色土（層厚13cm)、灰褐色砂層（層厚6cm)、灰色

砂層（層厚6cm)、若干色調の暗い灰褐色土（層厚

.̀ 

17cm)、砂混じり黄色土（層厚24cm)、暗灰褐色

土（層厚11cm, いわゆる暗色帯）が認められる

（図2)。この地点では、発掘調査により灰褐色砂層

の直下から石器が検出されている。

(3) C-4区HG-18グリッド

C-4区HG-18グリッドでは、下位より黄灰色シル

ト層（層厚3cm以上）、若干色調の暗い灰褐色土

（層厚10cm)、色調がとくに暗い暗灰褐色土（層厚

25cm)、暗灰褐色土（層厚9cm)、褐色土（層厚9

cm)が認められる（図3)。これらのうち、若干色

調の暗い灰褐色土から暗灰褐色土にかけての土層

は、いわゆる暗色帯に相当する。

(4) C-4区南東地点

C-4区南東地点では、下位より暗褐色土（層厚5

cm,いわゆる暗色帯）、黄灰色粗粒火山灰層（層厚

3cm)、若干灰色がかった褐色土（層厚13cm)、黄

褐色土（層厚10cm)、暗褐色土（撹乱土）が認め

られる（図4)。

3.テフラ組成分析

(1) 分析試料と分析方法

C-4区のHK-18グリッドおよびHG-18グリッド

の2地点において、基本的に 5cmことに採取され

た試料のうち、 5cmおきの14点を対象に、火山ガ

ラスの形態別比率を求める火山ガラス比分析と重鉱

物組成分析を合わせたテフラ組成分析を行って、示

標テフラの降灰層準の把握を行った。分析の手順は、

次の通りである。

l)試料20gを秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80°Cで恒温乾燥。

4)分析師により 1/4~1/Smmの粒子を飾別。

5)偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラス

の形態別比率を求める（火山ガラス比分析）。

6)偏光顕微鏡下で重鉱物250粒子を観察し、重鉱

物組成を求める（重鉱物組成分析）。
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第6章 自然科学分析

(2) 分析結果

C-4区HK-18グリッドとC-4区HG-18グリッドに

おけるテフラ組成分析の結果を、各々図5と図6に

示す。また火山ガラス比と重鉱物組成の内訳を、

各々表 lと表2に示す。C-4区HK-18グリッドでは、

試料11より上位の試料に火山ガラスが認められた。

試料11、9、3には、透明なバブル型（平板状）

ガラスが認められる。また、試料7より上位では軽

石型ガラス、試料3より上位では、分厚い中間型ガ

ラスが認められる。一方、重鉱物組成では、試料

11から 5にかけて、比較的斜方輝石や単斜輝石が

多く含まれる傾向にある。また試料3や 1では、角

閃石の比率が増大する。

C-4区HG-18グリッドでは、いずれの試料からも

火山ガラスが検出された。とくに試料3に透明なバ

ブル型ガラスの明瞭な出現ピーク (7.6%)が認め

られる。重鉱物組成では、下位より上位にむかって

角閃石の比率が減少し、逆に斜方輝石や単斜輝石が

増大する傾向が伺える。

4.屈折率測定

(1) 測定試料と測定方法

水成層中に含まれる軽石の起源を明らかにするた

めに、 C-4区HM-19グリッドの試料2の軽石につ

いて、温度一定型屈折率測定法（新井， 1972,

1993) により屈折率の測定を行った。また頂鉱物

組成分析の結果、角閃石で特徴づけられるテフラの

降灰層準の可能性が考えられたC-4区HK-18グリッ

ドの試料3についても、同じ方法により屈折率の測

定を行った。

(2) 測定結果

屈折率の測定結果を表3に示す。C-4区HM-19

グリッドの試料2の軽石には、班晶中の重鉱物とし

て斜方輝石や角閃石が認められる。斜方輝石(y)

と角閃石 (n2) の屈折率は、各々1.707-1.710と

1.671-1.677である。また、 HK-18グリッドの試

料3にも、重鉱物として斜方輝石や角閃石が認めら

れる。斜方輝石(y)と角閃石 (n2)の屈折率は、

各々 l.708-1. 711と1.670-1.677である。
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5.考察一示標テフラとの同定とその層位について

C-4区HM-19グリッドの試料2の軽石は、その

岩相などから約3.1~3.2万年前に赤城火山から噴

出したと考えられている赤城鹿沼軽石 (Ag-K,新

井， 1962,鈴木， 1976,町田・新井， 1992) に

由来すると考えられる。

また、 HK-18グリッドの試料3にも、その重鉱物

の組み合わせ、斜方輝石や角閃石の屈折率などから、

Ag-Kに由来する粒子が二次的に混入していると考

えられる。

C-4区HG-18グリッドにおいて、いわゆる暗色帯

の上部にある試料3付近に出現ピークがある透明な

バブル型ガラスは、その形態や色調などから、約

2.4~2.5万年前＊ 1に姶良カルデラから噴出した姶

良Tn火山灰（AT,町田・新井， 1976, 1992,松

本ほか， 1987,池田ほか， 1995) に由来すると

考えられる。したがって、試料3付近にATの降灰

層準があると考えられる。C-4区南東地点において、

いわゆる暗色帯の直上にある黄灰色粗粒火山灰層に

ついては、その層位や層相などから、約1.9~2.4

万年前＊ 1に浅間火山から噴出した浅問板鼻褐色軽石

群（As-BPGroup,新井， 1962,早田， 1996,

未公表資料）のうちの 1層と考えられる。

以上のことから、 C-4区HK-18グリッドにおいて

検出された石器の層位は、 Ag-Kの上位でATの下位

の洪水堆積物の直下にあると考えられる。

6.小結

高林三入遺跡において、地質調査、テフラ組成分

析さらに屈折率測定を行った。その結果、下位より

赤城鹿沼軽石 (Ag-K,約3.1~3.2万年前）に由来

する軽石、姶良Tn火山灰（AT,約2.4~2.5万年前

* I)、浅間板鼻褐色軽石群（As-BPGroup,約1.9

~2.4万年前＊ I) が検出された。 C-4区HK-18グリ

ッドにおいて発掘調査により検出された石器は、

Ag-Kの上位でATの下位の洪水堆積物の直下に層位

があると考えられる。
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* I 放射性炭素（14C) 年代． 町田 洋・新井房夫(1976)広域に分布する火山灰一

文献：新井房夫(1962)関東盆地北西部地域の第四紀

編年群馬大学紀要自然科学編， 10,p.1-79. 

新井房夫(1972)斜方輝石・角閃石によるテフラの同

定ーテフロクロノロジーの埜礎的研究．第四紀研究11,

p.254-269. 

新井房夫(1993)温度一定型屈折率測定法．

池田晃子・奥野

日本第四

紀学会編「第四紀試料分析法ー研究対象別分析法」，

p.138-148. 

充・中村俊夫・筒井正明・小林哲夫

(1995)南九州，姶良カルデラ起源の大隅降下軽石と入

戸火砕流中の炭化樹木の加速器質量分析法による 14c年

代．第四紀研究，34,p.377-379. 

姶良Tn火山灰の発見とその意義．

347. 

町田

科学， 46,p.339-

洋 •新井房夫(1 992) 火山灰アトラス．東京大

学出版会， 276p.

松本英二 •前田保夫・竹村恵ニ・西田史朗(1987) 姶

良Tn火山灰(AT)の14c年代．第四紀研究， 26,p.79-

83. 

早田 勉(1996)関東地方～東北地方南部の示標テフ

ラの諸特徴ーとくに御岳第 1テフラより上位のテフラに

ついて一．名古屋大学加速器質量分析計業績報告書， 7,

p.256-267 

鈴木正男(1976)過去をさぐる科学．講談社， 234p.
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図5 C-4区HK-18グリッドのテフラ組成ダイヤグラム
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表 l 高林三入遺跡における火山ガラス比分析結果

地点 試料 bw md pm その他 合計

C-4区

HK-18 

り‘‘リット`

3

2

3

2

1

1

0

0

 

2

1

0

0

0

0

0

0

 

o

o

l

o

o

o

o

o

 

245 

247 

246 

248 

249 

249 

250 

250 

C-4区

H G-18 

ク‘‘リット‘

1

3

5

7

9

1

3

5

-

1

3

5

7

9

1

 

l

l

l

l

 09
6

1

0

0

 

l

l

 

2

4

4

4

2

1

 

2

1

0

3

2

2

 

236 

226 

240 

242 

246 

247 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 
・----

250 

250 

250 

250 

250 

250 

数字は粒子数． bw:バプル型， md:中間型，pm:軽石型．

表2 高林三入遺跡における重鉱物組成分析結果

地点 試料 ol opx cp x ho bi mt その他 合計

C-4区

HK-18 

グリッド

1

3

5

7

9

1

3

5

・
1

3

5

7

9

1

l

l

l

l

 

79 

83 

127 

151 

122 

118 

59 

43 

2

3

0

0

0

0

5

1

 

0

2

1

0

1

1

1

1

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

C-4区

H G-18 

グリッド

0

0

2

0

0

0

 

151 

133 

81 

58 

51 

65 

5

6

7

2

2

1

5

1

-

4

4

3

7

5

1

 

ー

1

1

5

-

2

2

2

141 

112 

76 

53 

49 

31 

73 

65 
. ---

15 

34 

82 

91 

135 

133 

2

2

1

1

0

1

 

0

0

0

0

0

0

 

23 

44 

29 

34 

66 

39 

107 

139 
... 

58 

57 

61 

93 

59 

50 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 
----

250 

250 

250 

250 

250 

250 

数字は粒子数． ol:カンラン石， opx:斜方輝石， cpx:単斜輝石， ho:角閃石， bi:黒雲母， mt:磁鉄鉱．

表3 C-4区における屈折率測定結果

地点 試料 重鉱物 opx (y) ho (n,) 

HM-19グリッド

HK-18グリッド

2

3

 opx>ho 

opx>ho 

1. 707-1. 710 

1. 708-1. 711 

1. 671-1. 677 

1. 670-1. 677 

屈折率の測定は，温度一定型屈折率測定法（新井， 1972,1993)による． opx:斜方輝石， ho:角閃石．
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II.高林三入遺跡C-4区における放射性炭素年代測定

1.試料と方法

グリッド 試料 種類 重量 前処理・調整 測定法

HK-18 "C-1 腐植質土壌 338.3g 酸洗浄 f3線法（低濃度処理）

2.測定結果

試料 "c年代 6 13C 補正"C年代

（年BP) （垢）（年BP)

"C-1 15000土90 -21.7 15050土90

1 l 14c年代測定値

試料の14C/12C比から、単純に現在(1950年AD)

から何年前かを計算した値。14cの半減期は、

5,568年を用いた。

2) 013C測定値

試料の測定14c;12c比を補正するための炭素安定

同位体比（13c;12c）。この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%o)で表す。

3)補正14c年代値

o 13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知

り、 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の

変動を較正することに より 算出した年代（西暦） 。

較正には年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測定値

を使用した。暦年代の交点とは較正14c年代値と暦

年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。la

(68％確率） ・2a (95％確率）は、較正14c年代

値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示

す。

3.考察

放射性炭素(14C)年代測定の結果、 C-4区HK-

18グリッドの14C-lでは、 15050士90y.BPの年代
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暦年代 測定No.

交点： BC16050 Beta-131262 
2 a : BC 16255 to 15840 
1 a : BC 16155 to 15945 

値が得られた。この年代値は、テフラ分析の結果か

ら推定される年代（約3.2万年前～2.4万年前）よ

り新しい。高林三入遺跡の土層中には、植物根が認

められたことから、年代測定の前段階として年代測

定試料から、可能な限り植物根を除去した。今回の

年代値が新しくでた原因としては、肉眼で観察でき

ない新しい炭素を含む物質による汚染の可能性が考

えられる。

III．高林三入遺跡c区における植物珪酸体分析

1. はじめに

植物珪酸体は、おもにイネ科植物の細胞内にガラ

スの主成分である珪酸（SiOりが蓄積したもので

あり、植物が枯れたあとも微化石（プラント・オパ

ール）となって土壌中に半永久的に残っている。植

物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検

出する分析であり、イネをはじめとするイネ科栽培

植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用

されている（杉山， 1987)。

2 試料

分析試料は、 C-4区HK-18グリッドとC-4区HG-

18グリッドの2地点から採取された計9点である。

試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3 分析法



植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール

定量分析法（藤原， 1976) をもとに、次の手順で

行った。

l)試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2)試料約 lgに直径約40μmのガラスビー女を約

0.02g添加（電子分析天秤により0.1mgの精度で秤

量）

3)電気炉灰化法 (550℃.6時間）による脱有機

物処理

4)超音波水中照射（300W• 42KHz • 10分間）

による分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤（オイキット）中に分散してプレパラー

ト作成

7)検鏡・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪

酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行

った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になる

まで行った。これはほぼプレパラート 1枚分の精査

に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、

計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率を

かけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮

比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1個あた

りの植物体乾重、単位： 10―5g)をかけて、単位面

積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。

ヨシ属（ヨシ）の換算係数は6.31、メダケ節は

1.16、ネザサ節は0.48、クマザサ属（チシマザサ

節・チマキザサ節）は0.75、ミヤコザサ節は0.30

である。

4.分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以

下のとおりである。これらの分類群について定量を

行い、その結果を表 lおよび図 lに示した。主要な

分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

キビ族型、ヨシ属、ウシクサ族A（チガヤ属など）、

第 1節 高林三入遺跡の自然科学分析（1)

シバ属

〔イネ科ータケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチ

ク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属ネ

ザサ節）、クマザサ属型（チシマザサ節やチマキザ

サ節など）、ミヤコザサ節型（おもにクマザサ属ミ

ヤコザサ節）、未分類等

〔イネ科ーその他）

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由

来）、茎部起源、未分類等

(2)植物珪酸体の検出状況

1) C-4区HK-18グリッド

遺構確認面（試料 1)から石器出上層準（試料4)

までの各層について分析を行った。その結果、石器

出土層準（試料4) では植物珪酸体がほとんど検出

されなかった。灰褐色土層（試料3) から遺構確認

面（試料 l)にかけては、キビ族型、クマザサ属型、

ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量

である。

2) C-4区HG-18グリッド

遺構確認面（試料 1) から灰褐色土層（試料5)

までの各層について分析を行った。その結果、灰褐

色土層（試料5) ではキビ族型、ヨシ属、ウシクサ

族A、メダケ節型、ネザサ節型、クマザサ属型、ミ

ヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量で

ある。ATの下層（試料3、4)から上層（試料 1)

にかけても、おおむね同様の結果であるが、試料 l

ではネザサ節型、クマザサ属型、ミヤコザサ節型が

増加している。

5.植物珪酸体分析から推定される植生と環境

姶良Tn火山灰（AT,約2.4-2.5万年前）の下層

から上層にかけては、クマザサ属（ミヤコザサ節を

含む）やネザサ節などのタケ亜科を主体としてキビ

族やウシクサ族なども生育するイネ科植生が継続さ

れていたと推定される。

タケ亜科のうち、メダケ属ネザサ節は温暖、クマ

ザサ属は寒冷の指標とされており、ネザサ率（両者

の推定生産量の比率）の変遷は、地球規模の氷期一
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間氷期サイクルの変動とよく一致することが知られ

ている（杉山 ・早田， 1996, 杉山， 1997）。ここ

では、クマザサ属が優勢であることから当時は比較

的寒冷な気候条件下で推移したと考えられるが、ネ

ザサ節も30％前後を占めていることから、その前

後の時期よりもやや温暖であった可能性が考えられ

る。この温暖期は、 ATとの層位関係などから、最

終氷期の亜間氷期の一つに対比される可能性が考え

られる。

文献：杉山真二(1987)迫跡調査におけるプラント・

オパール分析の現状と問題点．植生史研究，第2号，

p.27-37. 

杉山真二 (1987)タケ亜科植物の機動細胞珪酸体． 富

士竹類植物園報告，第31号，p.70-83. 

杉山真ニ ・早田勉(1996)植物珪酸体分析による宮城

県高森遺跡とその周辺の古環境推定ー中期更新世以降の

氷期ー間氷期サイクルの検討ー．日本第四紀学会 講演

要旨集， 26,p.68-69. 

藤原宏志(1976) プラント・オパール分析法の基礎的

研究(1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析

法ー．考古学と自然科学， 9,p.15-29. 

ー 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 植物珪酸体（プラント ・オパール）の顕微鏡写真

（倍率はすべて400倍）

No. 分類群 地点 試料名

゜
100 200μm 

キピ族型 HG-18グリッド 5 
2 ヨシ属 HG-18グリッド 5 
3 ネザサ節型 HG-18グリッド

4 クマザサ属型 HG-18グリッド I 

5 ミヤコザサ節型 HG-18グリッド 5 
6 ミヤコザサ節型 HK-18グリッド 2 
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図2 高林三入遺跡、 C-4区HG-18グリッドにおける植物珪酸体分析結果
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第2節 高林三入遺跡の自然科学分析 (2)

第2節 高林三入遺跡の自然科学分析 (2) 株式会社古環境研究所

I.高林三入遺跡B• I区のテフラ分析

1. はじめに

群馬県域に分布する後期更新世以降に形成された

地層の中には、赤城、榛名、浅間など北関東地方と

その周辺の火山、中部地方や中国地方さらには九州

地方などの火山に由来するテフラ（火山砕屑物，い

わゆる火山灰）が多く認められる。テフラの中には、

噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、

これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の

構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができ

るようになっている。

そこで、年代の不明な石器が検出された高林三入

遺跡においても、地質調査を行って土層の層序を記

載するとともに、採取された試料を対象に火山ガラ

ス比分析と屈折率測定を行って示標テフラの層位を

把握し、石器の年代に関する資料を収集することに

なった。調査分析の対象となった地点は、 B-4区

IN19 • 20グリッド、 I-1区西壁、 I-1区北壁の3地

点である。

2.土層の層序

(1) B-4区IN19• 20グリッド

B-4区IN19• 20グリッドでは、下位より黒泥層

（層厚10cm以上）、暗灰色泥層（層厚7cm)、鉄分

を多く含んだ黄褐色粘質土（層厚9cm)、黒褐色の

マンガン濃集層（層厚3cm)、灰褐色土（層厚7cm)、

暗灰褐色土（層厚21cm)、灰褐色土（層厚17cm)、

灰色土（層厚7cm)、黄褐色土（層厚10cm)、黄白

色粗粒火山灰混じり黄褐色土（層厚13cm)、成層し

たテフラ層（層厚10cm)、黄褐色土（層厚6cm)

が認められる（図 l）。ここでは、暗灰褐色土から

石器が検出されている。

(2) I-1区西壁

I-1区西壁では、黒灰色土（層厚12cm)の上位に、

下位より暗灰褐色土（層厚10cm)、黒褐色土（層厚

1cm)、黄白色細粒火山灰層（層厚2cm)、灰色土

（層厚2cm)、暗灰色土（層厚0.5cm)、黄灰色粗粒

火山灰層（層厚5cm)、暗灰色土（層厚15cm)が

認められた（図2)。

(3) I-1区北壁

I-1区北壁では、暗灰褐色土（層厚8cm)の上位

に、下位より黒灰色泥層（層厚4cm)、成層したテ

フラ層（層厚6.8cm)、黒色土（層厚0.8cm)、黄褐

色砂層（層厚4cm)、灰色砂質土（層厚10cm以上）

が認められた（図3)。これらのうち、成層したテ

フラ層は、下位より桃褐色粗粒火山灰層（層厚3cm)、

暗灰色粗粒火山灰層（層厚0.2cm)、黄色粗粒火山

灰層（層厚 1cm)、褐色粗粒火山灰層（層厚 1cm)、

桃色細粒火山灰層（層厚0.8cm)からなる。このテ

フラ層は、その層相から 1108（天仁元）年に浅間

火山から噴出した浅間 Bテフラ (As-B, 荒牧，

1968,新井， 1979) に同定される。

3.火山ガラス比分析

(1) 分析試料と分析方法

B-4区IN19• 20グリッドおよびI-1区西壁におい

て、基本的に厚さ 5cmこ‘とまたはテフラ層につい

て採取された試料14点を対象に、火山ガラス比分

析を行いガラス質示標テフラの降灰層準の把握を行

った。分析の手順は、次の通りである。

l) 試料15gを秤量。

2) 超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80°Cで恒温乾燥。

4)分析飾により、1/4-1/Smmの粒子を飾別。

5)偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラス

の形態別比率を求める（火山ガラス比分析）。

(2) 分析結果

B-4区IN19• 20グリッドとI-1区西壁における火

山ガラス比ダイヤグラムを、各々図4および図5に

示す。また、火山ガラス比分析の結果の内訳を表 l

に示す。

試料21から 8にかけて、連続的に透明で平板状

のバブル型ガラスが検出される。なかでも試料13

にこの火山ガラスの出現ピークが認められる (2.0
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％） 。試料11から試料7にかけては、マフィック

(mafic)鉱物が多く含まれる傾向にある。とくに斜

方輝石や単斜輝石のしめる割合が大きい。試料7よ

り上位では、分厚い中間型ガラスが比較的多く含ま

れる傾向にある。さらに試料5より上位では、これ

に軽石型のガラスが増加する。とくに試料 lには、

多くの中間型ガラス (5.6%)や軽石型ガラス (2.4

％）が含まれている。

以上のことから、試料13付近に透明なバブル型

火山ガラス、試料11付近に斜方輝石や単斜輝石、

試料8付近に中間型ガラス、試料5付近および試料

1付近に中間型ガラスや軽石型ガラスで特徴づけら

れるテフラの降灰層準があると考えられる。これら

のうち、試料 1付近に降灰層準のあるテフラは、そ

の層位や特徴などから、約1.3~1.4万年前＊1に浅

間火山から咽出した浅間板鼻黄色軽石 (As-YP,新

井， 1962,町田・新井， 1992)に同定される可能

性が非常に高い。

4.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

示標テフラとの同定精度を向上させるために、テ

フラの降灰層準があると考えられた試料のうち、試

料 1を除く 4点について、温度一定型屈折率測定法

（新井， 1972, 1993) により屈折率の測定を行っ

た。

(2)測定結果

屈折率測定の結果を表2に示す。試料13に含ま

れる火山ガラスの屈折率（n) は、 1.498-1.500

(modal range: 1.499-1.500)である。重鉱物と

しては、斜方輝石や単斜輝石のほか、わずかに角閃

石が含まれている。斜方輝石の屈折率(y)は、

1.699-1. 704である。試料11に含まれる火山ガラ

スの屈折率（n)は、1.499-1.501(mode: 1.500) 

である。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石のほ

か、わずかに角閃石が含まれている。斜方輝石の屈

折率(y)は、1.703-1. 707である。試料8に含

まれる火山ガラスの屈折率（n) は、 1.499-1.508

である。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石のほ
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か、わずかに角閃石が含まれている。斜方輝石の屈

折率(y)は、l.703-1. 708である。試料5に含

まれる火山ガラスの屈折率（n) は、l.500-1. 502 

である。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石が含

まれている。斜方輝石の屈折率（y)は、 1.704-

1.709である。

5.考察一示標テフラとの同定

試料13に含まれる火山ガラスは、その形態や色

調さらに屈折率から、約2.4~2.5万年前＊1に姶良

カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 (AT,町田・

新井， 1976, 1992,松本ほか，1987,池田ほか，

1995) と考えられる。したがって、試料13付近に

降灰層準のある火山ガラス質テフラは、 ATと考え

られる。なお斜方輝石は、その屈折率から、 ATの

下位にある八ヶ岳4テフラ (Yt-Pm4,Kawachi et 

al., 1967,中谷， 1970,町田・新井， 1992) に

由来すると考えられる。

試料11に含まれる火山ガラスは、その屈折率か

らATに由来すると考えられる。一方、斜方輝石は、

その屈折率から、約1.9~2.4万年前＊1に浅間火山

から噴出した浅間板鼻褐色軽石群（As-BPGroup, 

新井， 1962,早田， 1996,未公表資料）に由来

すると考えられる。この試料には、ほかに高温型石

英が含まれていることから、 As-BPGroupの最下

部の室田軽石 (MP,森山，1971,早田， 1996)

の降灰層準のある可能性が考えられる。

試料8に含まれるテフラ粒子のうち、火山ガラス

については、比較的屈折率の高い火山ガラスが認め

られる。斜方輝石の屈折率を合わせて考慮すると、

この試料付近に約1.8万年前に浅間火山から噴出し

た浅間白糸軽石 (As-Sr,町田ほか， 1984,早田，

1996)の降灰層準があると思われる。試料5付近

に降灰層準のあるテフラについては、その特徴から

約l.7万年前＊1に浅間火山から噴出した浅間大窪沢

第 1軽石 (As-Ok1, 中沢ほか，1984,早田，

1996)や、約1.6万年前＂に浅間火山から噴出した

浅間大窪沢第2軽石 (As-Ok2, 中沢ほか， 1984,

早田， 1996)が考えられる。



以上のことから、検出された石器の層位について

は、 ATの下位からAs-BPGroup下部付近にかけて

と考えられる。なおI-1区西壁の黄白色細粒火山灰

層については、透明なバブル型ガラスが非常に多く

含まれている。したがって、このテフラはATに同

定される。そのすぐ上位にある黄灰色粗粒火山灰層

（層厚5cm) については、その層位や層相からMP

に同定される可能性が非常に高い。

6. まとめ

高林三入遺跡において地質調査、火山ガラス比分

析、屈折率測定を行った。その結果、下位より八ヶ

岳4テフラ (Yt-Pm4)、姶良Tn火山灰（AT, 約

2.4~2.5万年前＊1)、浅間板鼻褐色軽石群（As-BP

Group,約1.9~2.4万年前＂）、浅間白糸軽石 (As-

Sr,約1.8万年前）、浅間大窪沢第 1軽石 (As-Okl,

約1.7万年前＊1)、浅間大窪沢第2軽石（As-Ok2,

約1.6万年前＊l)、浅間板鼻黄色軽石 (As-YP, 約

1.3~l.4万年前＊1) に由来する可能性の高いテフラ

粒子を検出することができた。本遺跡において検出

された石器の層位は、 ATの下位からAs-BPGroup 

下部付近にかけてと推定される。

・1 放射性炭素（1℃）年代．
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表 1

自然科学分析

8-4区IN19• 20グリッドにおける火山ガラス比分析結果

試料 bw md pm その他 合計

1

2

3

5

7

8

9

1

3

5

6

7

9

1

 

1

1

1

1

1

1

2

 

6

0

9

9

1

1

0

1

1

0

l

l

o

1

 

0

0

0

0

0

3

1

2

5

2

ー

1

2

1

4

1

7

6

4

4

0

0

1

l

o

o

o

l

 

230 

249 

234 

235 

245 

242 

249 

247 

243 

247 

247 

248 

248 

247 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

250 

数字は粒子数． bw:バプル型， md:中間型，

pm:軽石型．

表2 B-4区IN19• 20グリッドにおける屈折率測定結果

試料 gl (n) 重鉱物 opx (y) 

5

8

1

3

 

1

1

 

1.500-1.502 opx>cpx 

1.499-1.508 opx>cpx(ho) 

1. 499-1. 501 (1. 500) opx>cpx(ho) 

1.498-1.500(1.499-1.500) opx>cpx(ho) 

1. 704-1. 709 

1. 703-1. 708 

1. 703-1. 707 

1. 699-1. 704 

屈折率の測定は，湿度一定型屈折率測定法（新井， 1972,19 

93)による．屈折率の（）は， modeおよびmodalrangeを示す．

重鉱物の（）は，量の少ないことを示す．gl:火山ガラス，

opx:斜方輝石， ho:角閃石．
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第2節 高林三入遺跡の自然科学分析 (2)

As-VP 

5
 

As-Ok I/ As-Ok2 

As -Sr 

50 

100 

’― r-, 

’‘ ,. ヽ
・、
ヽ、
,,、

’‘ 
‘-‘-‘ 
／ ／ 

／ ／ 

／ ／ 

／ ／ 

10 

As-BP Group(MP) 

器石

―

―

 

5
 

ー

AT 

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

軽石

粗粒火山灰

綿粒火山灰

黒色土

黒灰色土

暗灰褐色土

灰褐色土

黄褐～灰色土

黒泥

リモナイト・パンド

砂

20 

図l B-4区IN19• 20グリッドの土層柱状図
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図2 I -1区西壁の土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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図3 I -1区北壁の土層柱状図
図4 B-4区IN19• 20グリッドの火山ガラス比ダイヤグラム
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II.高林三入遺跡B• I区における植物珪酸体分析

1.はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分で

ある珪酸（SiOりが蓄積したものであり、植物が

枯れたあとも微化石（プラント・オパール）となっ

て土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析

は、この微化石を遺跡土壌などから検出する分析で

あり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定お

よび古植生・古環境の推定などに応用されている

（杉山， 1987)。

2.試料

分析試料は、 B-4区IN19• 20グリッド、 I-1区西

壁、 I-1区北壁の3地点から採取された計10点であ

る。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール

定量分析法（藤原， 1976) をもとに、次の手順で

行った。

l)試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2)試料約 lgに直径約40μmのガラスビーズを約

0.02g添加（電子分析天秤により0.1mgの精度で

秤量）

3)電気炉灰化法（550℃.6時間）による脱有

機物処理

4)超音波水中照射 (300W• 42KHz • 10分間）

による分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6) 封入剤（オイキット）中に分散してプレパラー

ト作成

7) 検鏡 ・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪

酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行

った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になる

まで行った。これはほぽプレパラート1枚分の精査

に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、

計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率を

かけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮
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比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1個あた

りの植物体乾重、単位 ：10―sg)をかけて、単位面

積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。

イネ（赤米）の換算係数は2.94（種実重は1.03)、

ヒエ属（ヒエ）は8.40、ヨシ属（ヨシ）は6.31、

ススキ属（ススキ）は1.24、ネザサ節は0.48、ク

マザサ属（チシマザサ節・チマキザサ節）は0.75、

ミヤコザサ節は0.30である。タケ亜科については、

植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求め

た。

4.分析結果

(1) 分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以

下のとおりである。これらの分類群について定量を

行い、その結果を表 1および図 1～図3に示した。

主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、ヒエ属型、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型

（おもにススキ属）、ウシクサ族A （チガヤ属など）、

Bタイプ

〔イネ科ータケ亜科〕

ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、クマザ

サ属型（チシマザサ節やチマキザサ節など）、ミヤ

コザサ節型（おもにクマザサ属ミヤコザサ節）、未

分類等

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由

来）、茎部起源、未分類等

〔シダ類〕

〔樹木〕

はめ絵パズル状（ブナ科ブナ属など）

(2) 植物珪酸体の検出状況

1) 8-4区IN19• 20グリッド

ATよりも下位層（試料 1~4) について分析を

行った。その結果、黒泥～泥層（試料3、4)では、

キビ族型、ヨシ属、ウシクサ族A、イネ科Bタイプ、

ネザサ節型、クマザサ属型、ミヤコザサ節型などが

検出された。黄褐色粘質土（試料2) および灰褐色



土（試料 1) でも、おおむね同様の結果であるが、

クマザサ属型やミヤコザサ節型が増加傾向を示して

おり、試料2ではイネ科Bタイプが多量に検出され

た。イネ科Bタイプはヌマガヤ属に類似しており、

氷期の湿地性堆積物からは普通に検出されている。

タケ亜科の比率を見ると、試料4ではネザサ節型が

優勢であるが、試料3から試料2にかけてはクマザ

サ属型の割合が増加し、試料1ではクマザサ属型が

卓越していることが分かる。

2) I-1区西壁

As-BP Group直下層（試料 1)からATの下層

（試料3) までの層準について分析を行った。その

結果、 ATより下位の黒灰色土（試料3) では、キ

ビ族型、ヨシ属、ウシクサ族A、イネ科Bタイプ、

クマザサ属型、ミヤコザサ節型、ブナ科コナラ属な

どが検出された。AT直下層（試料2)からAs-BP

Group直下層（試料 1) にかけては、イネ科Bタ

イプが大幅に増加しており、クマザサ属型やミヤコ

ザサ節型は見られなくなっている。タケ亜科の比率

を見ると、 ATの下層ではクマザサ属型が圧倒的に

卓越していることが分かる。

3) I-1区北壁

As-B直上層（試料 1)およびAs-B直下層（試料

2) について分析を行った。その結果、 As-B直下

層（試料2) ではヨシ属が多量に検出され、ヒエ属

型、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族Aなども検

出された。As-B直上層（試料 l) では、イネが検

出され、ヨシ属は減少している。イネの密度は

1,300個／gと比較的低い値であり、稲作跡の検証や

探査を行う場合の判断基準としている3,000個／gを

下回っている。

5.植物珪酸体分析から推定される植生と環境

(1) B-4区IN19• 20グリッド・ I-1区西壁

姶良Tn火山灰（AT,約2.4-2.5万年前）より下

位の黒泥～泥層の堆積当時は、ヨシ属やイネ科Bタ

イプの給瀕植物（ヌマガヤ属？）などが生育する湿

地的な環境であったと考えられ、周辺ではネザサ節

やクマザサ属（ミヤコザサ節を含む）なども生育し

第2節 高林三入遺跡の自然科学分析 (2)

ていたと考えられる。

タケ亜科のうち、メダケ属ネザサ節は温暖、クマ

ザサ属は寒冷の指標とされており、ネザサ率（両者

の推定生産量の比率）の変遷は、地球規模の氷期一

間氷期サイクルの変動とよく一致することが知られ

ている（杉山・早田， 1996)。黒泥層ではネザサ節

が優勢であることから、当時はその後の時期よりも

比較的温暖な気候であったと推定される。この温暖

期は、約3万年前とされる最終氷期の亜間氷期（酸

素同位体ステージ3) に対比される可能性が考えら

れる。

ATの下層の時期には、周辺にブナ科ブナ属など

の落葉広葉樹が生育していたと考えられ、その林床

などにクマザサ属などのササ類が分布していたと推

定される。クマザサ属が卓越していることから、当

時は寒冷な気候条件であったと推定される。AT直

下層からAT直上層にかけては、イネ科Bタイプの

給源植物（ヌマガヤ属？）を主体としてヨシ属など

も生育する湿地的な環境であったと考えられる。

(2) I-1区北壁

浅間Bテフラ (As-8, 1108年）直下層の堆積当

時は、ヨシ属が繁茂する湿地の環境であったと考え

られ、周辺ではススキ属やチガヤ属、ヒエ属なども

生育していたと推定される。ヒエ属には栽培種のヒ

工の他にイヌビエなどの野生種が含まれるが、現時

点ではこれらを完全に識別することは困難である

（杉山ほか， 1988)。また、密度も 1,000個／g程度

と低い値であることから、ここでヒエが栽培されて

いた可能性は考えられるものの、イヌビエなどの

野・雑草である可能性も否定できない。

As-8直上層では比較的少量ながらイネが検出さ

れ、稲作が行われていた可能性が認められた。イネ

の密度が低い原因としては、稲作が行われていた期

間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、

洪水などによって耕作土が流出したこと、採取地点

が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や

他所からの混入などが考えられる。
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III.高林三入遺跡B区における花粉分析

1.試料

試料は、 B-4区 IN19・20グリッドから採取さ

れた4点である。これらは植物珪酸体分析に用いら

れたものと同一試料である。

2.方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)

を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して

行った。

1) 5％水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎

する。

2)水洗した後、 0.5mmの師で礫などの大きな

粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3) 25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置す

る。

4) 水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセト

リシス処理（無水酢酸9: 1濃硫酸のエルドマン氏

液を加え 1分間湯煎）を施す。

5) 再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6) 沈消に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、

グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製す

る。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、遠心分離

(1500rpm、2分間）の後、上澄みを捨てるという

操作を3回繰り返して行った。検鏡は生物顕微鏡に

よって300~1000倍で行った。花粉の同定は、 島

倉(1973) および中村 (1980) をアトラスとし

て、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定

レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種

の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものは

ハイフン（一）で結んで示した。なお、科・亜科や

属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合

はそれらを別の分類群とした。

3 結果

(1) 分類群

出現した分類群は、樹木花粉4、草本花粉5、シ

ダ植物胞子2形態の計11である。これらの学名と

和名および粒数を表 1に示し、主要な分類群を写真

第2節 高林三入遺跡の自然科学分析 (2)

に示す。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕 カバノキ属、クリ、シイ属、ニレ属

ーケヤキ

〔草本花粉〕 イネ科、カヤツリグサ科、アカザ科

ーヒユ科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕 単条溝胞子、 三条溝胞子

(2) 花粉群集の特徴

分析の結果、試料4からはカバノキ属、クリ、ヨ

モギ属イネ科などが検出されたが、いずれも少量

である。その他の試料からは、花粉は検出されなか

った。

4.考察

花粉があまり検出されないことから植生や環境の

詳細な推定は困難であるが、姶良Tn火山灰 (AT,

約2.4-2.5万年前）より下位の黒泥層の堆積当時は、

カバノキ属やクリなどの落葉広葉樹が生育する温帯

もしくは温帯上部の冷温帯気候であったと推定され

る。また、周囲にはヨモギ属やイネ科などが生育す

る草原も分布していたと推定される。花粉などの有

機質遺体が検出されない原因として、土壌生成作用

などによって花粉などの有機質遺体が分解されたこ

とが考えられる。

文献

中村純 (1973)花粉分析．古今書院，p.82-110.

金原正明(1993)花粉分析法による古環境復原．新版

古代の日本第10巻古代資料研究の方法，角川書店，

p.248-262. 

島倉巳三郎(1973) 日本植物の花粉形態．大阪市立自

然科学博物館収蔵目録第5集， 60p.

中村純 (1980) 日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館

収蔵目録第13集，9lp.
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表 l 高林三入迫跡における花粉分析結果
分類群

学名 和名

Arboreal pollen 樹木花粉

Belula カバノキ屈

Castanea crenata クリ

Castanopsis シイ属

Ulmus-Zelkova serrata ニレ屈ーケヤキ l 
--------------------------------------------------
Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineue イネ科

Cyperaceae カャッ リグサ科

Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科ー ヒユ科
Asteroideae キク亜科
Artemisia ヨモギ属 17 
---------------------------------------疇---・一--Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子

Trilute type spore 三条溝胞子

Arboreal pollen 樹木花粉

Nonarboreal pollen 草本花粉

Total pollen 花粉総数

Unknown pollen 未同定花粉

Fern spore シダ植物胞子

Helminth e~ 寄生虫卵
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第3節 八反田遺跡の土層とテフラ

1. はじめに

群馬県中央部とその周辺に分布する後期更新世以

降に形成された地層の中には、赤城、榛名、浅間な

ど北関東地方とその周辺の火山、中部地方や中国地

方さらには九州地方などの火山に由来するテフラ

（火山砕屑物，いわゆる火山灰）が多く認められる。

テフラの中には、咽出年代が明らかにされている示

標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求め

ることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代

を知ることができるようになっている。

そこで、年代が不明な土層や遺構が検出された八

反田遺跡においても、地質調査を行い土層層序を記

載するとともに、テフラ検出分析と屈折率測定を行

って示標テフラの層位を把握し、土層や遺構の層位

および年代に関する資料を収集することになった。

調査分析の対象となった地点は、深掘トレンチおよ

び6号溝SPC-C'の2地点である。

2.土層層序

(1) 深掘トレンチ

深掘トレンチでは、下位より灰色粘質土（層厚3

cm以上）、灰白色粗粒火山灰混じり黒泥層（層厚

14cm)、黒泥層（層厚7cm)、白色粘土層（層厚

0.3cm)、正の級化構造が認められる灰色火山灰層

（層厚5cm)、灰色粘土層 （層厚0.6cm)、黄色粗粒

火山灰層（層厚11cm)、黒泥層（層厚3cm)、黄色

粗粒火山灰層（層厚12cm)、白色粘土層（層厚0.8

cm)、黄色粗粒火山灰層（層厚7cm)、灰色粘土層

（層厚3cm)、白色粗粒火山灰混じり灰色粘土層（層

厚2cm)、灰色粘土層（層厚2cm)、白色粗粒火山

灰層（層厚2cm)、白色粘土層（層厚9cm)、灰色

粘質土（層厚11cm)、暗灰色粘質土（層厚9cm)、

灰色砂質土（層厚34cm)が認められる（図 1)。

これらのうち、正の級化構造が認められる火山灰

層については、層相から約2.4~2.5万年前門こ南九

州の姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 (AT,

町田 ・新井， 1976, 1992,松本ほか， 1987,村

第3節 八反田追跡の土層とテフラ

株式会社古環境研究所

山ほか， 1993,池田ほか， 1995)に同定される可

能性が高い。またその上位の3層の黄色粗粒火山灰

層については、層位や層相などから、約1.9~2.4

万年前汀こ浅間火山から噴出した浅間板鼻褐色軽石

群（As-BPGroup,新井，1962,早田，1996,

未公表資料）と考えられる。

(2) 6号溝SPC-C'

6号溝SPC-C'における覆土は、下位より砂混じ

り暗灰色泥層（層厚5cm, 6層）、砂混じり暗灰色

泥層（層厚10cm, 5層）、砂混じり暗灰褐色粘質

土（層厚11cm,4層）、黒灰色粘質土（層厚25cm,

3層）、桃色細粒火山灰層ブロック混じり暗灰褐色

砂質土（層厚29cm, 2層）、砂混じり暗灰褐色土

（層厚23cm, 1層）からなる（図2)。

3.テフラ検出分析

(1)分析試料と分析方法

6号溝SPC-C'において、基本的に厚さ 5cmこ‘

とに設定採取された試料のうち、 5cmおきの9点

についてテフラ検出分析を行った。分析の手順は次

の通りである。

1) 15gを秤量。

2) 超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80'Cで恒温乾燥。

4) 実体顕微鏡下でテフラ粒子の量や特徴を記載す

る。

(2)分析結果

テフラ検出分析の結果を表 lに示す。6号溝

SPC-C'では、試料17や試料15さらに試料11には、

さほど発泡の良くない白色軽石（最大径2.1mm)

が少量ずつ含まれている。この軽石の班晶には、角

閃石や斜方輝石が認められる。また試料15には、

スポンジ状に比較的よく発泡した灰白色軽石（最大

径1.3mm) も含まれている。この軽石の班晶には、

斜方輝石や単斜輝石が認められる。

さらに試料9より上位では、スポンジ状に比較的

よく発泡した淡褐色軽石（最大径3.1mm)が含ま

273 



第6章 自然科学分析

れている。この軽石の班晶には、斜方輝石や単斜輝

石が認められる。この軽石は、とくに試料7より上

位に多く含まれており、土層観察の結果と合わせる

と、試料7付近にその降灰層準があると考えられる。

4.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

示標テフラとの同定精度を向上させるために、 6

号溝SPC-C'の試料15および試料7の2点につい

て、日本列島とその周辺のテフラ・カタログ作成に

も利用された温度一定型屈折率測定法（新井， 1972,

1993)により、テフラ粒子の屈折率測定を行った。

(2) 測定結果

屈折率測定の結果を表2に示す。6号溝SPC-C'

の試料15に含まれる重鉱物としては、斜方輝石の

ほか、単斜輝石や角閃石がある。斜方輝石(y)と

角閃石 (n2)の屈折率は、各々 1.708-1.710と

1.672-1.677である。

一方、試料7に含まれる火山ガラス (n) の屈折率

は、1.528-1. 533である。重鉱物としては、斜方

輝石や単斜輝石が認められる。斜方輝石（y)の屈

折率は、1.708-1. 710である。

5.考察

6号溝SPC-C'の試料15に含まれるテフラのう

ち、灰白色軽石や斜方輝石の多くについては、その

特徴から 4世紀中葉＂に浅間火山から噴出した浅間

C軽石 (As-C,荒牧， 1968,新井，1979) に由

来すると考えられる。

また、白色軽石や角閃石については、 6世紀初頭に

榛名火山から噴出した榛名ニツ岳渋川テフラ (Hr-

FA,新井， 1979,坂口， 1986,早田， 1989,町

田・新井， 1992)、または6世紀中葉に榛名火山か

ら噴出した榛名伊香保ニッ岳軽石 (Hr-FP,新井，

1962,坂口，1986,早田， 1989,町田・新井，

1992) に由来すると考えられる。本遺跡とテフラ

の分布の関係からは、前者の可能性がより高いよう

に思われる。

一方、試料7 (2層基底部）に含まれるテフラは、

軽石の特徴や重鉱物の組合せ、さらに火山ガラスや
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斜方輝石の屈折率などから、 1108（天仁元）年に

浅間火山から噴出した浅間Bテフラ（As-B,荒牧，

1968,新井， 1979) に由来すると考えられる。

このことは、その降灰層準付近にAs-B最上部付近

の桃色細粒火山灰層がブロック状に含まれているこ

ととも矛盾しない。以上のことから、 6号溝につい

ては、 Hr-FAより上位でAs-Bより下位にあると考

えられる。

6. まとめ

八反田遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、

屈折率測定を行った。その結果、 6号溝の覆土から

は、下位より浅間C軽石（As-C, 4世紀中葉＊2)、

榛名ニツ岳渋川テフラ (Hr-FA, 6世紀初頭）、浅

間Bテフラ (As-B, 1108年）などを検出すること

ができた。とくに覆土中にAs-Bの降灰層準がある

ことから、 6号溝の層位については、 Hr-FAより上

位でAs-Bより下位にあると考えられる。また溝の

基盤にあたる土層では、姶良Tn火山灰 (AT, 約

2.4~2.5万年前りや浅間板鼻褐色軽石群（As-BP

Group,約1.9~2.4万年前りなど後期旧石器時代

の示標テフラを観察することができた。

•1 放射性炭素（1℃）年代

・2 現在では4世紀を遡るとする説が有力になっている

ようである（たとえば，若狭， 2000)。しかし、具体的

な年代観が示された研究報告例はまだない。現段階にお

いては「3世紀後半」あるいは「3世紀終末」と考えて

おくのが妥当なのかも知れないが、土器をもとにした考

古学的な年代観の変更については、考古学研究者による

明確な記載を待ちたい。

文献：新井房夫(1962)関東盆地北西部地域の第四紀

編年．群馬大学紀要自然科学編， 10,p.1-79. 

新井房夫(1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテ

フラの同定ーテフロクロノロジーの基礎的研究．第四紀

研究， 11,p.254-269. 

新井房夫(1979)関東平野北西部の縄文時代以降の示

標テフラ層．考古学ジャーナル，no.157,p.41-52. 

新井房夫(1993)温度一定型屈折率測定法．日本第四



紀学会編「第四紀試料分析法ー研究対象別分析法」，

p.138-148. 

荒牧重雄 (1968)浅間火山の地質．地団研専報，14,

45p. 

池田晃子 ・奥野 充・中村俊夫・小林哲夫(1995)南

九州，姶良カルデラ起源の大隅降下軽石と入戸火砕流

の炭化樹木の加速器1℃年代．第四紀研究，34,p.377-

379. 

町田 洋•新井房夫(1 976) 広域に分布する火山灰一

姶良Tn火山灰の発見とその意義一．科学， 46,p.339-

347. 

町田 洋・新井房夫(1992)火山灰アトラス．東京大

学出版会， 276p.

松本英二•前田保夫・竹村恵ニ・西田史朗(1 987) 姶

良Tn火山灰 (AT)の14C年代第四紀研究， 26,p.79-

83. 

村山雅史•松本英ニ ・中村俊夫•岡村 真・安田尚登・

平 朝彦(1993) 四国沖ピストンコア試料を用いたAT

第3節 八反田遺跡の土層とテフラ

火山灰噴出年代の再検討ータンデトロン加速器質量分析

計による浮遊性有孔虫の1℃年代．地質雑， 99,p.787-

798 

中沢英俊・新井房夫・遠藤邦彦(1984)浅間火山，黒

班～前掛期のテフラ層序．日本第四紀学会講演要旨集，

no.14, p.69-70. 

坂ロ 一(1986)榛名ニツ岳起源FA・ FP府下の土師

器と須恵器．群馬県教育委員会編「荒砥北原迫跡・今井

神社古墳群・荒砥青柳遺跡」，p.l 03-119 

早田 勉(1989) 6世紀における榛名火山の2回の噴

火とその災害．第四紀研究， 27,p.297-312. 

早田 勉 (1996)関東地方～東北地方南部の示標テフ

ラの諸特徴ーとくに御岳第 1テフラより上位のテフラに

ついて一．名古屋大学加速器質量分析計業績報告書， 7,

p.256-267. 

若狭徹（2000)群馬の弥生土器が終わるときかみ

つけの里博物館編「人が動く・土器も動く一古墳が成立

する頃の土器の交流」，p.41-43.

表 1 テフラ検出分析結果

地点 試料 軽石の量 軽石の色調 軽石の最大径

6号溝SPC-C' +++ 淡褐 3.1 

3 +++ 淡褐 2.9 

5 +++ 淡褐 2.1 

7 +++ 淡褐 2.4 ， ＋ 淡褐 1.0 

11 ＋ 白 0.9 

13 

15 ＋ 白，灰白 1.3, 1.3 

17 ＋ 白 2.1 

＋＋＋＋ ：とくに多い，＋＋＋ ：多い，＋＋ ：中程度，＋ ：少ない，ー：認められない．

最大径の単位は， mm.
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表2 屈折率測定結果

地点 試料 火山ガラス (n) 重鉱物 斜方輝石（y) 角閃石 (n2)

6号溝SPC-C' 7 1. 528-1. 533 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

opx>cpx 1. 708-1. 710 

6号溝SPC-C' 15 opx>cpx,ho I. 708-1. 710 1.672-1.677 

屈折率の測定法は，温度一定型屈折率測定法（新井， 1972,1993). 
opx:斜方輝石， ho:角閃石．重鉱物の（）は，量が少ないことを示す．

（） : modal range. 
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1 高林三入遺跡出土人骨

はじめに

高林三入遺跡は、群馬県太田市高林北町 ・同岩瀬

川町 ・同福沢町に所在する。東毛幹線道路建設事業

に伴う発掘調査が、（財）群馬県埋蔵文化財調査事

業団により、平成11 (1999)年度・同15(2003) 

年度・同16(2004)年度に4回に分けて行われた。

出土人骨は、すべて、平成16(2004)年8月に出

土している。本遺跡のA区72号土坑及び同80号土

坑より、人骨が出土したので以下に報告する。

出土人骨は、水洗あるいは消掃後、できる限りの

接着及び復元を行い、写真撮影・観察・計測を行っ

た。なお、人骨の計測はマルティン［Martin]の方

法（馬場、 1991)に従い、歯の計測は藤田（藤田、

1949)の方法に従った。

1. A区72号土坑出土人骨

時代は、出上遺物及び出土状況から、近世末に比

定されている。

M3 Ml 
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(1) 人骨の出土状況

本土坑は、 1号方形周溝墓と重複して検出されて

いる。土坑は、長軸118cm・短軸81cm・深さ42cm

の規模である。但し、深さは、もう少し深かった可

能性があるという。

(2) 人骨の出土部位

人骨の残存状態は、非常に悪い。人骨の出土部位

は、遊離歯7本のみである。

(3) 副葬品

副葬品は、銭貨（寛永通宝）が出土している。

(4) 被葬者の頭位・埋葬状態

土坑の北東部から歯が出土しているので、被葬者

の頭位は北東で、埋葬状態は恐らく屈葬であると推

定される。

(5)被葬者の個体数

出土遊離歯には重複部位が認められないため、被

葬者の個体数は、 1個体であると推定される。

(6)被葬者の性別

性別推定の示標となる頭蓋骨や寛骨が出土してい

| Il l2 c Ml 

Ml 

註：歯式は、 Il （第 1切歯） • I2 （第2切歯） ．C （犬歯） •Ml （第 1 大臼歯） •M3 （第 3 大臼歯）を

意味する。

写真 1.高林三入遺跡A区72号土坑出土歯
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ないので、性別推定は困難である。しかしながら、

歯冠計測値、特に上顎犬歯の大きさが小さいので、

被葬者の性別は女性であると推定される。

(7)被葬者の死亡年齢

出土遊離歯の咬耗度を観察すると、上顎犬歯及び

下顎大臼歯は象牙質が点状に露出する状態である。

また、その他の歯の咬耗は、エナメル質に限定され

ている。したがって、被葬者の死亡年齢は約20歳

代であると推定される。

(8) 出土人骨の古病理

①歯石

出土遊離歯7本の内、上顎右第1大臼歯の頬側面

に一部歯石の付着が認められた。

②顧触（虫歯）

出土遊離歯7本には、俗に虫歯と呼ばれる顧触は

認められなかった。

2. A区80号土坑出土人骨

時代は、出土遺物及び出土状況より、近世末に比

定されている。

(1)人骨の出土状況

本土坑は、 1号方形周溝墓と重複して検出されて

いる。土坑は、長軸94cm・短軸86cm・深さ60cm

の規模である。但し、深さは、もう少し深かった可

能性があるという。

(2)人骨の出土部位

人骨の残存状態は、悪い。遊離歯19本及び下肢

骨（左右大腿骨・左腔骨・左距骨）が出土している。

(3) 副葬品

副葬品は、銭貨（寛永通宝）及び木製の櫛が出土

している。

(4)被葬者の頭位・埋葬状態

人骨の頭位は不明であるが、下肢骨が土坑の南西

部から出土しているため、恐らく北東であると推定

される。埋葬状態は、恐らく屈葬であると推定され

る。

(5)被葬者の個体数

出土遊離歯及び出土人骨には重複部位が認められ
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ないため、被葬者の個体数は1個体であると推定さ

れる。

(6)被葬者の性別

性別推定の示標となる頭蓋骨及び寛骨は出土して

いないが、出土歯の歯冠計測値及び出土四肢骨の計

測値が比較的大きいため、被葬者の性別は男性であ

ると推定される。

(7)被葬者の死亡年齢

出土歯の咬耗度を観察すると、上下顎の切歯 ・犬

歯・小臼歯では、象牙質が線状あるいは点状に露出

する程度である。ところが、上下顎左右第1大臼歯

は、エナメル質がほとんどなくなり象牙質が全面に

露出する程度であるが上顎左第2大臼歯はエナメル

質のみの咬耗である。この上下顎左右第1大臼歯の

咬耗は通常の咬耗ではなく 、異常磨耗であると推定

される。恐らく、歯を使用して皮をなめしたり樹皮

をしこいて繊維にする作業等を行ったのであろう 。

したがって、ここでは、上下顎の切歯・犬歯・小臼

歯の咬耗度を採用し、被葬者の死亡年齢は約30歳

代であると推定される。

(8)被葬者の古病理

①歯石

出土遊離歯19本には、歯石の付着は認められな

かった。

②顧触（虫歯）

俗に虫歯と呼ばれる顧触は、上顎右第2小臼歯の

遠心面歯頸部にエナメル質の顧触である第1度顧触

(Cl)が、また上顎左右第1大臼歯の近心面に象牙

質に達する第2度顧触 (C2)が認められた。

③斑状歯

上顎右第1及び第2切歯の歯冠唇側面に、暗褐色

の斑状歯が認められた。これは、歯冠のエナメル質

表面が白濁あるいは暗褐色に色素沈着している状態

であり、世界中で報告事例があり、花巌岩が多く存

在する地方で飲料水に含まれるフッ素に関係がある

とされている（鈴木、 1964)。実は、群馬県北部に

おいて飲料水にフッ素が多い地域が認められている

が、この斑状歯が実際にフッ素によるものかどうか



第4節 高林三入遺跡出土人骨・馬骨

Ml P2 Pl C I2 Il 

Ml P2 Pl C 12 

C Pl Ml M2 

C Pl P2 Ml 

註：歯式は、 Il （第 l切歯） • I2 （第2切歯） ．C （犬歯） ．Pl （第 1小臼歯） ．P2（第2小臼歯）
• Ml （第 1大臼歯） •M2 （第 2 大臼歯）を意味する 。

写真2.高林三入遺跡A区80号土坑出土歯

右大腿骨→

C
M
 

― ―●●l 

←左大腿骨

←左腔骨

←左距骨

写真3 高林三入遺跡A区80号土坑出土四肢骨
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は、将来的に化学分析を行う必要がある。 l]人骨計測法』、 雄山閣出版

謝辞

藤田恒太郎 1949 歯の計測規準について、「人類学雑
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表 1.高林三入遺跡出土人骨歯冠計測値及び比較表

計測 品林三入遺跡 中世時代人 江戸時代人 現代人
歯種 72号土坑 80号土坑 ＊ ＊ ＊＊ 

項目 右 左 右 左 d 辛 d 辛 3 辛

MD 8.8 8.5 8.48 8.29 8.78 8.38 8.67 8.55 
11 
BL 破損 7.2 7.29 7.00 7.52 7.06 7.35 7.28 

MD 6.5 7.3 6.98 6.85 7.16 6.97 7.13 7.05 
12 
BL 破損 6.5 6.55 6.26 6.74 6.33 6.62 6.51 上

C 
MD 7.4 8.2 8.4 7.96 7.43 8.01 7.60 7.94 7.71 
BL 7.7 8.9 8.9 8.50 7.94 8.66 8.03 8.52 8.13 

MD 7.5 7.4 7.25 7.02 7.41 7.23 7.38 7.37 
P1 
BL 9.5 9.5 9.46 9.03 9.67 9.33 9.59 9.43 

MD 7.3 6.87 6.69 7.00 6.82 7.02 6.94 
P2 
BL 10.0 9.39 8.88 9.55 9.29 9.41 9.23 

M1 
MD 10.6 10.8 10.0 10.1 10.45 10.09 10.61 10.18 10.68 10.47 

BL 11.0 11.3 11.6 11.7 11.81 11.30 11.87 11.39 11.75 11.40 
顎 MD - 10.4 9.65 9.42 9.88 9.48 9.91 9.74 
M2 
BL - 11.7 11.72 11.19 12.00 11.52 11.85 11.31 

MD 8.9 8.94 8.86 
M3 
BL 10.6 10.79 10.50 

MD 6.1 6.04 5.78 6.09 5.97 6.20 6.11 
12 
BL 6.2 6.22 5.98 6.29 6.11 6.43 6.30 

下
MD 7.4 7.3 6.88 6.55 7.06 6.69 7.07 6.68 

C 
BL 8.2 8.3 7.82 7.33 8.04 7.39 8.14 7.50 

MD 7.7 7.4 7.07 6.96 7.32 7.05 7.31 7.19 
P1 
BL 7.8 7.7 8.10 7.72 8.34 7.89 8.06 7.77 

MD 7.7 8.0 7.12 7.00 7.45 7.12 7.42 7.29 
P2 
BL 8.3 8.3 8.49 8.06 8.68 8.30 8.53 8.26 顎
MD 11.7 破損 11.8 11.56 11.06 11.72 11.14 11.72 11.32 

M1 
BL 10.3 破損 11.0 11.00 10.49 11.15 10.62 10.89 10.55 

註1.計測値の単位は、すべて、「mm」である。
註2.歯種は、11（第1切歯）・12（第2切歯）•C （犬歯） •P1 （第 1 小臼歯） •P2 （第2
小臼歯）•M1 （第1 大臼歯） •M2 （第2大臼歯） •M3 （第3大臼歯） を意味する。

註3.計測項目は、MD（歯冠近遠心径）• BL （歯冠唇頬舌径） を意味する。
註4. 「破損」は、歯冠が破損しており計測ができなかったことを示す。
註5. 「*」は、MATSUMURA(1995)より引用。なおMATSUMURA(1995)には、
M3（第3大臼歯）のデータは無い。

註6. 「**」は、権田(1959)より引用。

表 2.高林三入遺跡80号土坑出土人骨 四肢骨計測値及び比較表

品林二入遺跡 由比ヶ浜南遺跡（中世） 近世人骨

大腿骨 右 左 d’ 辛 gl 辛

6 骨体中央矢状径 27mm 27mm 27.32mm 25.06mm 28.3mm 24.8mm 

7 骨体中央横径 30mm 30mm 26.27mm 24.13mm 27.4mm 24.1mm 
8 骨体中央周 90mm 89mm 84.90mm 77.69mm 87.2mm 76.9mm 

9 骨体上横径 33mm 31.01mm 28.69mm 30.7mm 26.5mm 

10 骨体上矢状径 25mm 24mm 23.95mm 21.94mm 27.8mm 25.5mm 

6:7 骨体中央断面ホ数 90.0 90.0 104.49 104.2 103.9 103.1 

10: 9 骨体上断面ホ数 72.7 77.68 76.54 91.2 97.3 

匪 p 円 右 左 3 辛 g 辛

6 最大下端幅 41mm 51.71mm 49.00mm 49.6mm 43.6mm 
7 下端矢状径 32mm 36.47mm 32.33mm 35.7mm 31.3mm 
9a栄養孔位横径 21mm 23.50mm 21.57mm 23.7mm 21.2mm 

10a栄養孔位周 86mm 89.93mm 81.00mm 89.3mm 78.1mm 

10b骨体最小周 67mm 72.88mm 65.83mm 70.8mm 63.7mm 



2 高林三入遺跡出土馬骨

はじめに

高林三入遺跡は、群馬県太田市高林北町・同岩瀬

川町 ・同福沢町に所在する。東毛幹線道路建設事業

に伴う発掘調査が、（財）群馬県埋蔵文化財調査事

業団により、平成11 (1999)年度・同15(2003) 

年度 ・同16(2004)年度に4回に分けて実施され

た。本遺跡のA区78号土坑より、近世末の馬骨

[Equus caballus]が出土したので以下に報告する。

なお、馬骨の計測方法は、フォン・デン・ドリ ーシ

ュに従った (vonden Driesh、1976)。また、馬

骨の出土部位図は、図 l は久保 • 松井 (1999) を、

図2～図5は望月 (1999) をそれぞれ改変して使用

した。

1.馬骨の出土状況［写真l参照］

馬骨は、長軸1.52m・短軸76cm・深さ72cmの

楕円形土坑より出土している。しかしながら、本土

坑の東側は調査区外であったために、全容は不明で

ある。

写真 1 高林三入遺跡A区78号土坑出土馬骨出土状況

2.馬骨の出土部位［図l～図5参照］

馬骨の出土部位は、左右の前後肢骨である。しか

しながら、前後肢の内、出土しているのは中手骨 ・

中足骨・基節骨 ・中節骨であり、上腕骨 ・撓骨 ・尺

骨・大腿骨 ・腔骨は出土していない。恐らく、馬骨

の大部分は、調査区外である土坑の東側に残存して

第4節 高林三入遺跡出土人骨・馬骨
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いるものと推定される。

3.馬骨の頭位・埋葬状態

馬骨の頭位及び埋葬状態は、不明であるが、馬骨

の出土状況から、前肢及び後肢がX状に交差してい

る状態である。このような埋葬状態は、群馬県では

中尾遺跡に認められる。大江正直によると、馬の死

後硬直は、死後1.5時間～8.5時間で頭頸部から始

まり、その状態が10時間～20時間継続した後、 18

時間～55時間で緩解するという（大江、 2000)。

前肢に死後硬直が現れるのは、死後4~11時間であ

り、後肢は前肢に引き続いて始まるという。そこで、

死後半日以内に埋葬し、後肢は前肢に比べて筋肉が

大きく、人の手の力ではなかなか曲げがたいので、

前に引いているという解釈を行っている（大江、

2000)。

4.馬骨の個体数

出土馬骨には、重複部位が認められないため、個

体数は1個体であると推定される。

5.馬骨の性別

馬の性別は、犬歯の有無及び寛骨で推定すること

が可能である。しかしながら、今回、頭蓋骨及び寛

骨は出土しておらず前後肢骨のみであるため、犬歯

の有無及び寛骨による性別の推定は不可能である。

したがって、馬骨の性別は不明である。

6.馬骨の死亡年齢

馬の死亡年齢は、歯の咬耗の状態で推定すること

が可能である。しかしながら、今回、頭蓋骨及び歯

が出土していないため、死亡年齢の推定は困難であ

る。出土前後肢骨の骨端の化骨化を観察すると、す

べて化骨化が完了している状態である。馬の中手骨

及び中足骨の場合、化骨化は近位端では生前に、遠
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位端は約1. 5歳で完了すると言われている。また、

指骨の場合、近位端は約1歳で、遠位端は生前に完

了すると言われている。したがって、本個体の死亡

年齢は約1.5歳以上としか推定することはできない。

7.体高

中手骨及び中足骨の最大長から、体高を推定する

と、中手骨からは約137cm、中足骨からは約133cm

という結果になった。したがって、本個体の体高は、

約133cm～約137cmであると推定される。馬の場

合、体高105cm~122cmを小型馬に、また129cm

~138cmを中型馬に分類するのが一般的であるの

で、本個体は中型馬に分類される。

8.群馬県出土馬骨の体高

群馬県から出土した馬骨で、体高が推定されてい

るものには、以下の遺跡がある。

それらは、下佐野遺跡（宮崎、 1986) ・三ッ寺

遺跡（宮崎、 1988) ・上栗須遺跡（宮崎、 1989)

・下川田下原遺跡（宮崎、 1993) ・元総社寺田遺

跡（宮崎、 1996) ・上栗須寺前遺跡（宮崎、 1996)

・中里見原遺跡（大江、 2000)である。

これらの遺跡から出土した馬骨から推定された生

前の体高は、それぞれ、下佐野遺跡 [132cm• 

119cm] ・三 ッ寺遺跡 [102cm] ・上栗須遺跡

［平均126.4cm] ・下川田下原遺跡 [120.5cm• 

124.7cm • 133.7cm] ・元総社寺田遺跡[159.4cm

• 131.6cm • 142.8cm • 133.3cm • 130.7cm • 

128.7cm] ・上栗須寺前遺跡［平均122.1cm] • 

中里見原遺跡［平均126.5cm]である。このよう

に、群馬県出土馬骨は、小型馬及び中型馬が多く出

土している。

9.馬骨の古病理

出土馬骨には、病的な所見及びカット・マーク等

は認められなかった。

まとめ
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高林三入遺跡の近世末に推定されるA区78号土坑

より、馬骨が出土した。出土馬骨の出土部位は、前

後肢のみで、距骨・中手骨・中足骨・基節骨 ・中節

骨が主である。恐らく、馬骨本体の頭蓋骨・脊椎

骨・肩甲骨・上腕骨・尺骨・撓骨・寛骨・大腿骨 ・

腔骨等は、調査区外であった土坑の東側に残存して

いるものと推定される。馬骨は、 1個体で、性別不

明で死亡年齢は約1.5歳以上であると推定された。

中手骨及び中足骨の計測値から体高を推定すると、

約133cm~137cmという結果になった。これは、

本出土馬骨が、中型馬に分類されることになる。

謝辞

本出土獣骨を記載する機会を与えていただき、考

古学的情報をいただいた（財）群馬県埋蔵文化財調

査事業団の今井和久氏に感謝いたします。また、文

献をこ提供いただいた、元群馬県畜産試験場場長で

獣医師の大江正直氏に感謝いたします。

引用文献及び参考文献（著者名のABC順）

久保和士・松井 章 1999 第10章．家畜その2:ウ

マ・ウシ、 『考古学と自然科学② ：考古学と動物学J

（西本豊弘•松井章編）、同成社、p.169-208.

近藤誠司 2001 『ウマの動物学j、東京大学出版会

宮崎重雄 1986 下佐野遺跡(13地区）出土の馬骨に

ついて、 「下佐野遺跡J、（財）群馬県埋蔵文化財調査

事業団

宮崎重雄 1988 三ッ寺［遺跡出土の獣骨類について、

r三ッ寺 I遺跡」、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

宮崎重雄 1989 上栗須遺跡の馬骨、 『上栗須遺跡・下

大塚遺跡・中大塚遺跡J、（財）群馬県埋蔵文化財調査

事業団

宮崎重雄 1993 下川田下原遺跡出土馬骨、 『下川田下

原遺跡・下川田平井遺跡J、（財）群馬県埋蔵文化財調

査事業団

宮崎重雄 1996 元総社寺田遺跡VI 区• VII区出土人骨

・獣骨の分析、 「元総社寺田遺跡m』、（財）群煕県埋

蔵文化財調査事業団



宮崎重雄 1996 上栗須寺前遺跡3区出土の馬歯・馬

骨、 『上栗須寺前遺跡群m』、（財）群馬県埋蔵文化財

調査事業団

第4節 高林三入遺跡出土人骨・馬骨

歯・獣骨観察について、 『中里見遺跡群J、（財）群馬

県埋蔵文化財調査事業団

望月公子監訳 1992 『獣医解剖カラーアトラス馬の解

剖」(RaymondR. ASHDOWN & Stanley H. DONE 

著）、西村書店

大江正直 2002 『動物遺存体調査の手びき』、私家版。

Von Den DRIESCH, Angela 1976 A Guide to the 

Measurement of Animal Bones from ArchaeolQ印cal

Sites, Harvard University. 

大江正直 2000 第2節第1項 中里見原遺跡出土の獣

表l．高林三入遺跡出土馬骨計測値

計測部位と計測項目［（ ）内は、Vonden Drieschの定義］ 計測値
月．I．J 肢

中手骨 右 左
最大長(GL:Greatest Length) 224mm 224mm 
近位端幅(Bp:Greatest Breadth of the Proximal End) 45mm 破損
近位端厚(Dp:Greatest Depth of the Proximal End) 33mm 破損
骨幹最小幅（SD:Smallest Breadth of the Diaphysis) 34mm 破損
遠位端幅(Bd:Greatest Breadth of the Distal End) 46mm 46mm 

基節骨 右 左
最大長(GL:Greatest Length) 86mm 88mm 
近位端幅(Bp:Greatest Breadth of the Proximal End) 破損 51mm 
近位端厚(Dp:Greatest Depth of the Proximal End) 破損 34mm 
骨幹最小幅（SD:Smallest Breadth of the Diaphysis) 破損 33mm 

後 肢

距 骨 右 左
最大幅(GB:Greatest Breadth) 58mm 破損
外側関節面幅（BFd:Breadth of the Facies Articularis Distalis) 50mm 55mm 

足根骨 右 左
最大幅(GB:Greatest Breadth)［中心足根骨］ 49mm 49mm 
最大幅(GB:Greatest Breadth)［第4足根骨］ 44mm 45mm 

中足骨 右 左
最大長(GL:Greatest Length) 267mm 265mm 
近位端幅（Bp:Greatest Breadth of the Proximal End) 45mm 45mm 
遠位端幅（Bd:Greatest Breadth of the Distal End) 46mm 破損

基節骨 右 左
最大長(GL:Greatest Length) 81mm 84mm 
近位端厚(Op:Greatest Depth of the Proximal End) 破損 37mm 

中節骨 右 左
近位端厚（Op:Greatest Depth of the Proximal End) 破損 31mm 

註：「破損」は、馬骨が破損しており計測ができなかったことを示す。
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第4節 高林三入遺跡出土人骨・馬骨

中手骨→

基節骨→

i
 
CM 

←中手骨

←基節骨

三 三 三 阿

図2.高林三入遺跡A区78号土坑出土馬骨右前肢写真及び出土部位図［望月、 1992を改変］
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日 層 屠 1内側面観 I

図3.高林三入遺跡A区78号土坑出土馬骨左前肢写真及び出土部位図［望月、 1992を改変］
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第6章 自然科学分析
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←距骨

←中足骨

1内側面観 I 三 層 亘
図4.高林三入遺跡A区78号土坑出土馬骨右後肢写真及び出土部位図［望月、 1992を改変］
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図5.高林三入遺跡A区78号土坑出土馬骨左後肢写真及び出土部位図［望月、 1992を改変］
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遺物観察表

高林三入遺跡





遺物観察表

A区1号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

須恵器 体～底部
口 ①細砂粒、白色粒

26-1 
床直 底 66 ②還元焔 右回転輻轄整形。底部右回転糸切り。

Pし43 坪 1/3 
百回 (2.5) ③7.5YR6/l灰

26-2 須恵器
口(126) ①細砂粒、白色粒

右回転轄轄整形。口緑部はやや丸味を帯び床直 口縁部片 底 ②還元焔
PL43 坪

高 (3 I) ③7.5YR6/l灰 て立ち上がる。

26-3 土師器
口 (206) ①細砂粒

毅上 口緑部片 底 ②酸化焔 「コ」の字状の口緑部。内外面口緑部横撫で。
Pし43 甕

高 (42) ⑬5YR6/6橙

言＝
□二‘I①胎土 ②焼成
口緑部片 底 ー

高 (2.9) I③5YR6/4にぶい橙

成 ・整形技法の特徴

外面ヘラ削り 。内外面口緑部横撫で。内面
ヘラ撫で。

備考

言＝
成焼

橙

一

②

8

 

／
 

焔

6

土

化

YR

胎

酸

5

①

②

③

 □] 
成・整形技法の特徴

s字状の口縁部。内外面口緑部横撫で。

備考

A区1号方形周溝墓遺物観察表
挿図番号 種類 出土位四 部位 ①胎土 ②焼成
図版番号 器種 （周溝内） 残存

計測値(cm)
③色調

成・整形技法の特徴 備考

30 1 土師器
口 ①細砂粒

PL43 
宰一

覆土 底部片 底丸底 ②酸化焔
外面ヘラ削り 。内面ヘラ磨き。内面器面岸

高 (3 1) ③7 5YR6/4にぶい橙 滅。

30 2 土師器
ロ ①細砂粒

PL43 壺
+38 頸部片 底 ②酸化焔

外面丁寧な刷毛目。内面刷毛状工具による

百回 (6.0) ③IOYR7/2黄橙
撫で。

30-3 土師器 ロ ①細砂粒、褐色粒

PL43 高坪
+40 脚部片 底 123 ②酸化焔 外面丁寧なヘラ磨き 。裾部内外面横撫で。

高 (7.3) ③5YR6/6橙
内面ヘラ撫で。

30-4 土師器
口 ①細砂粒

PL43 高坪
毅土 裾部片 底（160) ②酸化焔 内外面丁寧なヘラ磨き。

内外面赤色

高 (0.8) ③2.5YR5/6明赤褐 塗彩

30-5 土師器
口 ①細砂粒

PL43 台付甕
+28~38 胴～台部片 底 (9.2) ②酸化焔 外面刷毛目。内面ヘラ撫で。結合部に砂粒

高(15O) ③7.5YR7/4にぶい橙 の多い粘土を付加。

30-6 土師器
+21 

ロ(173) ①細砂粒、褐色粒
外面斜位の刷毛目後、横位の刷毛目。内面

PL43 台付甕
口緑部片 底 ②酸化焔

百回 (5 0) ③5YR6/8橙
ヘラ撫で。器面摩滅。

30-7 土師器
覆土

口(182) ①細砂粒、褐色粒
外面斜位の刷毛目後、横位の刷毛目。内面

Pし43 台付甕
口緑部片 底ー ②酸化焔

高 (4.4) ③IOYR6/4にぶい黄橙
ヘラ撫で。器面摩滅。

30-8 土師器
四土

口(17O) ①細砂粒
外面斜位の弱い刷毛目。内外面口縁部横撫

Pし43 台付甕
口緑部片 底一 ②酸化焔

高（38) ③7 5YR6/4にぶい橙 で。内面ヘラ撫で。

30-9 土師器
口 ①細砂粒

PL43 壺
覆土 肩部片 底 ②酸化焔

肩部に櫛描横線、その上下に櫛状工具によ

百回 ③7 5YR7/4にぶい橙 る連続刺突文を施す。
パレス壺

30-10 土師器 口～底部
口（239) ①細砂粒、褐色粒 外面胴部丁寧なヘフ磨き。口～頸部刷毛目

PL43 壺
+27~36 

2/3 
底 92

③②酸5Y化R焔6/8橙
後撫で。口唇部に棒状貼付文を施す。内面

高（43.6) ヘフ撫で。器面摩滅。

B区2号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

①③胎色土調 ②焼成
図版番号 器種 残存

計測値(cm) 成・整形技法の特徴 備考

36 1 土師器
口 13.4 ①細砂粒

PL43 坪
掘り方 ほぼ完形 底 ②酸化焔

底部ヘラ削り 。外面体部ヘラ削り 。口縁部 内外面やや

百回 5 2 ③7 5YR6/4にぶい橙 内外面横撫で。内面ヘラ撫で。 摩滅

36-2 土師器 貯蔵穴
口(154) ①細砂粒

外面ヘラ削り 。口縁部内外面横撫で。内面
PL43 甕 掘り方

ほぽ完形 底 78 闘ヒ焔
高 28.5 YR7/4にぶい黄橙 ヘラ撫で。
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遺物観察表

B区3号住居遺物観察表二 1 出土位四

土師器 1貯蔵穴
甕

B区4号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位骰
図版番号 器種

40-1 土師器
掘り方

PL43 短頸壺

40-2 土師器
掘り方

PL43 台付甕

40-3 土師器
掘り方

PL43 台付甕

40-4 土師器
掘り方

PL43 台付甕

B区5号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
図版番号 器種

41-1 土師器
掘り方

PL43 小型甕

41-2 土師器
掘り方

PL43 小型甕

41-3 土師器
PL44 壺

掘り方

42-4 土師器
炉

PL43 台付甕

42-5 土師器
掘り方

PL44 台付甕

42-6 土師器
PL44 台付甕

掘り方

言
B区7号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
図版番号 器種

44 I 土師器
炉

PL44 台付甕

44-2 土師器
PL44 台付甕

+13 

B区10号住居遺物観察表

：旦芦I: : I出土位置
46-1 
PL44 
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土師器 I貯蔵穴
直口壺

頸～：口：口］：ぶし橙

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成

残存
口(12.2) ①細砂粒

口縁部片 底 ②酸化焔

高 (4.8) ③7.5YR5/4にぶい褐

胴下部～台
口 ①細砂粒

底 (6.9) ②酸化焔
部片

高 ③7 5YR5/4にぶい褐

接合部～台
口 ①細砂粒

底 ②酸化焔
部片

高 (4.9) ③7.5YR5/4にぶい褐
口 ①細砂粒

台部片 底 95 翌化焔
高 (64) 5YR6/4にぶい橙

部位 ①胎土 ②焼成

残存
計測値(cm)

③色調

口(13.2) ①細砂粒
口～頸部片 底 ②酸化焔

高（25) ③5YR5/4にぶい赤褐
口(12.5) ①細砂粒

口縁部片 底 ②酸化焔

高 (5.0) ③2.5YR5/6明赤褐

ロ ①細砂粒、白色粒

肩部片 底 ②酸化焔

高 ③7.5YR7/4にぶい橙
口(17.0) ①細砂粒

口緑部片 底 ②酸化焔

高 (6.3) ③!OYR5/2灰黄褐

接L,. 部～ムロ
①細砂粒

ロ ロ底 (8.4) ②酸化焔
部片 高 (4 5) ③JOYR6/3にぶい黄橙

接ム部 ムロ
①細砂粒

ロ～口底 9.5 冒9化焔部片 高（64) 5YR6/4にぶい橙

口緑：口［ピ冒喜□し橙
部位 ①③胎色土調 ②焼成
残存

計測値(cm)

口(14.0) ①細砂粒
口～胴部片 底一 ②酸化焔

高 (18.0) ③10YR6/4にぶい黄橙
口 (7 3) ①細砂粒

口縁部片 底一 ②③酸7. 化焔
高（45) 5YR6/5にぶい褐

完：ロff:'ここ

成・整形技法の特徴

外面横方向の刷毛目。内面ヘラ撫で。胴部

は丸みを帯びる。

成・整形技法の特徴

内外面口緑部は縦位の丁寧なヘラ磨き。内

面体部は斜位のヘラ磨き。

外面斜位の刷毛目。内面刷毛目とヘラ撫で。

外面縦位の刷毛目後撫で。内面横位の刷毛

目後撫で。

外面雑な斜位の刷毛目。内面ヘラ撫で。台

部端部は撫で。

成・整形技法の特徴

外面頸部縦位の刷毛目。内外面口緑部刷毛

目後、横撫で。

外面刷毛目。内外面口縁部横撫で。内面頸

部刷毛目。胴部ヘラ撫で。

肩部に櫛描横線と波状文の交互施文を施す。

上位に円形貼付文。

外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面

ヘラ撫で。

外面刷毛目。内面ヘラ撫で。

外面刷毛目後、丁寧なヘラ撫で。内面ヘラ

撫で。

成 ・整形技法の特徴

外面ヘラ削り 。内外面口縁部は横撫で。内

面ヘラ撫で。

成・整形技法の特徴

外面斜位の刷毛目。内外面口～頸部横撫で。

内面ヘラ撫で。やや外反する S字状口緑。

外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面

ヘラ撫で。直立気味のS字状口縁。

成・整形技法の特徴

外面体部斜位のヘラ磨き。口縁部縦位のヘ

ラ磨き。内外面口縁部横位のヘラ磨き。内

面体部縦位のヘラ磨き。

備考

備考

備考

パレス壺

備考

備考

備考



印
出土位置

貯蔵穴

B区11号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
図版番号 器種

49-1 土師器
PL44 柑

+5 

49-2 土師器
PL44 用

覆土

49-3 土師器
PL44 鉢

窟掘り方

49-4 土師器
PL44 壺

床直

49-5 土師器 床直～十 7
PL44 高坪 P3、掘り方

49-6 土師器
PL44 裔坪

+5 

49-7 土師器 +6~8 
PL44 高坪 北窟

49-8 土師器 住居覆土
PL44 高杯 21溝覆土

49-9 土師器
PL44 高坪

床直

49-10 土師器
PL44 甕

床直

49-11 土師器
床直～＋

PL44 甕
12、21溝
覆土

49-12 土師器
PL44 甕

床直

50-13 土師器 +9~17 
PL44 甕 北鼈

50-14 土師器
PL45 甕

床直

50-15 土師器 +6、壁溝
PL44 台付甕 掘り方

50-16 土師器
PL45 台付甕

掘り方

50-17 土師器
PL45 台付甕

+4~12 

50-18 土師器
PL45 台付甕

床直

50-19 土師器
PL45 台付甕

床直～＋14

50-20 土師器
PL45 台付甕

+16 

部位 ①胎土②焼成
残存 計測値（cm)③色調

ほこ］□□言巳7/4にふい橙
部位 ） U)胎土 ②焼成
残存

計測値(cm
③色調

頸～底部
口 ①細砂粒

2/5 
底 (4.2) ②酸化焔
百回 (5 0) ③2.5YR5/6明赤褐
口 (9.6) ①細砂粒

口緑部片 底 ②酸化焔
高 (4.2) ③IOYR4/2灰黄褐
口（I1.0) ①細砂粒

口緑部片 底 ②酸化焔
百回 (3.9) ③5YR5/4にぶい赤褐
口 ①細砂粒

体～底部片 底 (3.4) ②酸化焔
高 (3 0) ③IOYR6/4にぶい黄橙
口 19.3 ①細砂粒

4/5 底（］47) ②酸化焔
高 148 ③7.5YR6/4にぶい橙
口 184 ①細砂粒、白色粒

坪部 底 ②酸化焔
高 (5.2) ③7 5YR6/6橙
口(170) ①細砂粒、白色粒

坪部片 底 ②酸化焔
吉回 (4 7) ③7.5YR5/4にぶい褐
口 (18O) ①細砂粒

坪部片 底 ②酸化焔
古回 (4.6) ③2.5YR5/6明赤褐
口 ①細砂粒、白色粒

脚部片 底(13.4) ②酸化焔
百向 (8 2) ③IOYR4/l褐灰
口(17.1)①細砂粒、白色粒

2/3 底 ②酸化焔
高(14.3) ③7.5YR6/6橙
口(14.0) ①細砂粒

口～胴部片 底 ②酸化焔
高（14.0) ③IOYR5/4にぶい橙
口 ①細砂粒、白色粒

頸～胴部片 底一 ②酸化焔
高（11.1) ③IOYR6/3にぶい黄橙
ロ(195) ①細砂粒

口～胴部片 底 8.7 ②酸化焔
高 36I ③IOYR7/4にぶい黄橙
ロ ①細砂粒、白色粒

胴部片 底ー ②酸化焔
高 ③10YR5/4にぶい黄褐
ロ(167) ①細砂粒、褐色粒

口緑部片 底一 ②酸化焔
高 (7I) ③7 5YR5/4にぶい橙
口(16.0) ①細砂粒、褐色粒

口緑部片 底一 ②酸化焔
高（32) ③IOYR5/3にぶい黄褐
口(15.0) ①細砂粒、褐色粒

口縁部片 底 ー ②酸化焔
高（53) ③IOYR6/3にぶい黄橙
口(152) ①細砂粒、褐色粒

口～肩部片底 ②酸化焔
高 (5 5) ③7 5YR5/3にぶい褐
口(160) ①細砂粒、褐色粒

口～肩部片 底 ②酸化焔
高 (5.6) ③10YR6/3にぶい黄橙
口(190) ①細砂粒、褐色粒

口緑部片 底一 ②酸化焔
高（32) I③7 5YR5/3にぶい褐

遺物観察表

成 ・整形技法の特徴

外面胴部丁寧なヘラ磨き。内外面口縁部へ
ラ磨き。内面胴部ヘラ撫で。

成・整形技法の特徴

外面体部丁寧なヘラ磨き。内外面口緑部横
撫で。内面ヘラ撫で。底部は平底を呈す。

外面体部ヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。
内面ヘラ磨き。

外面体部ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。
内面胴部ヘラ撫で。

外面体部・底部丁寧なヘラ磨き。内面刷毛
目。底部は平底を呈す。

外面裾部・脚部・坪部ヘラ磨き。坪下部へ
ラ削り。内面ヘラ磨き。内面裾部横撫で。

外面坪上部ヘラ磨き。坪下部ヘラ削り 。内
面丁寧な横位のヘラ磨き。

外面縦位のヘラ磨き。内面横位のヘラ磨き。

外面縦位のヘラ磨き。内外面口緑部横撫で。
内面斜位のヘラ磨き。

外面裾部・脚部縦位のヘラ磨き。内面ヘラ
撫で。内面裾部横撫で。

外面ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。内面
ヘラ撫で。

外面ヘラ削り。内外面口緑部横撫で。内面
ヘラ撫で。

外面胴部斜位のヘラ削り。内外面口緑部横
撫で。内面胴部横位のヘラ撫で。

外面胴部上部縦位のヘフ削り、下部横位の
ヘラ削り。内外面口緑部横撫で。内面胴部
横位のヘラ撫で。
外面ヘラ削り後粗いヘフ磨き。内面ヘフ撫
で。胴部内面に稲籾痕（長径6cm、短径
3cm)外面に稲殻痕残る。
外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面
ヘラ撫で。直立気味のS字状口縁で、丁寧
な面取り調整を施す。
外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面
ヘラ撫で。外反する S字状口緑。口縁部は
丁寧な面取り調整を施す。

外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面
ヘラ撫で。やや外反する S字状口緑。

外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面
ヘラ撫で。

外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面
ヘラ撫で。口緑部は丁寧な面取り調整を施
す。
外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面
ヘラ撫で。口縁部は丁寧な面取り調整を施
す。

備考

備考

内面荒れ。
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追物観察表

挿図番号 種類
出土位刑

部位
計測値(cm)
I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存 ③色調
成・整形技法の特徴 備考

50-21 
土師器

口～底部
口 (5 4) ①細砂粒、白色粒

PL45 
手捏ね土 貯蔵穴

4/5 
底 4.8 ②酸化焔

手捏ね土器の高坪。坪部口縁横撫で。脚部

器 高 4 7 ③5YR3/I黒褐色
外面指撫で。外面に指頭圧痕残る。

50-22 
土師器 口 ①細砂粒

PL45 
手捏ね土 覆土 脚部片 底 ②酸化焔

手捏ね土器の高坪の脚部片か。脚部外面指

器 高 (2.0) ③IOYR6/3にぶい黄橙
撫で。外面に指頭圧痕残る。

50-23 土製品
長 1 5 ①細砂粒

PL45 勾玉か
覆土 破片 幅 1 1 ②酸化焔 径2mmの孔を穿つ。土製の勾玉か。

厚 09 ③5YR7/4にぶい橙
挿図番号 種類

出土位四
部位

図版番号 器種 残存
石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

石材質は桐生の砥石。仕上砥級。使用は表

50-24 石製昴
掘り方

旧時
珪臼粘板岩

長さ 8.0 幅 67 
裏は浅く、右側部は著しい。そのため手持

PL45 砥石 半欠か 厚さ 2] 重旦 170
ち砥らしい。左側部にも部分的に小研磨面

あり 。側部は自然角礫を打ち欠き整形した

らしい剥離多い。下半は旧欠。

B区12号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位閥
部位 I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値（cm)

③色調
成・整形技法の特徴 備考

51-1 土師器
掘り方

口(105) ①細砂粒
外面ヘラ磨き。内外面口緑部横撫で。内面

PL45 鉢
口緑部片 底 ②酸化焔

高 (3.0) ③7.5Y5/6明褐
ヘラ磨き。

51-2 土師器
掘り方

口 (200) ①細砂粒
外面丁寧なヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。

PL45 高坪
口縁部片 底一 翌化焔

高 （5 3) 5Y5/4にぶい褐
内面ヘラ磨き。

B区1号竪穴状遺構遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 ①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成・整形技法の特徴 備考

54-1 土師器
口(14.0)①細砂粒

外面頸部刷毛目。内外面口緑部横撫で。頸

PL45 台付甕
覆土 口緑部片 底 ②酸化焔

百回 (3 3) ③IOYR7/4にぶい橙
部ヘラ撫で。

54-2 
土師器 口 58 ①細砂粒、褐色粒

PL45 
手捏ね土 P3覆土 完形 底 ②R酸JO化Y 焔

外面ヘラ削り。内面ヘラ撫で。内外面に指

器 百I可 8.4 R6/3にぶい黄橙
頭圧痕残る。 コップ型のミーチュア土器か。

c区1号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位質
部位 ①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成・整形技法の特徴 備考

57-1 土師器
口 138 ①細砂粒

PL45 鉢
貯蔵穴 ほぽ完形 底 ②酸化焔

外面体部ヘラ削り 。口緑部内外面横撫で。

高 49 ③7 5YR6/4にぶい橙
内面ヘラ撫で。

57 2 土師器 口～底部
口 (8.4) ①細砂粒、褐色粒

PL45 鉢
掘り方

1/6 
底 2 0 ②酸化焔

外面体部ヘラ削り 。口縁部内外面横撫で。

高 3.3 ③7.5YR6/4にぶい橙
内面ヘラ撫で。底部は平底。

57-3 土師器
口 ①細砂粒

PL45 高坪
覆土 坪部片 底 ②酸化焔 内外面丁寧なヘラ磨き。

高 (3 O) ③IOYR6/3にぶい黄橙

57-4 土師器
口 8.7 ①細砂粒、白色粒

PL45 直口壺
貯蔵穴 ほぽ完形 底 2.4 ②酸化焔

外面丁寧なヘラ磨き。内外面口縁部縦位へ

高 137 ③5YR5/4赤褐
ラ磨き。口唇部横位のヘラ磨き。

57-5 土師器
口 ①細砂粒 外面丁寧なヘフ磨き。内面横撫で後粗いヘ

PL45 器台
覆土 口縁部片 底 ②酸化焔 ラ磨き。器受け部に孔を穿つ。器受け部の

高 (4.5) ③5YR5/4にぶい赤褐 突体に刻目を施す。

57-6 土師器 器受け部
口 (9 2) ①細砂粒、褐色粒

PL45 器台
掘り方

1/4 
底 ②酸化焔

外面頸部縦位のヘラ磨き。内外面口縁部横

高 (2 5) ③5YR6/6橙
撫で。内面横位の丁寧なヘラ磨き。

57-7 土師器
掘り方

口(168) ①細砂粒、小礫

PL45 g —丘
口縁部片 底一 ②酸化焔

外面頸部縦位のヘラ磨き。内外面口緑部横

高 (60) ③10YR6/3にぶい黄橙
位のヘラ磨き。内面横位の丁寧なヘラ磨き。

57 8 土師器
口(12.0) ①細砂粒

外面刷毛目後、横撫で。内外面口縁部横撫

Pし45 壺
p 1 口緑部片 底一 ②酸化焔

百回 (3.6) ③7 5YR7/3にぶい橙
で。

58-9 土師器
覆土

口(19.0) ①細砂粒、褐色粒
外面刷毛目。口唇部に刺突痕を施す。内面

PL45 台付甕
口縁部片 底ー

②R酸7.化5Y焔R6/4にぶい橙高（3.0)
横撫で。
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遺物観察表

挿図番号 種類
出土位置

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

土師器
口 ①細砂粒

58-10 
覆土 台部片 底 (7 6) ②酸化焔 外面縦位の撫で。内面横位の刷毛目。

PL45 台付甕
高 (4 I) ③7 5YR6/4にぶい橙

58-11 土師器
口(14.0) ①細砂粒、褐色粒

外面斜位の刷毛目。内外面口縁部横撫で。
摂土 口緑部片 底 ②酸化焔

Pし45 台付甕
裔 (3 9) ③10YR8/4浅黄橙

直立する S字状口縁。

挿図番号 種類
出土位置

部位
石材 計測値（cm、g) 成 ・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

58-12 石製品
覆土 未製品

緑色透明蛇 長さ 095幅 I25 石製模造品の未製品。裏面に擦痕あり。光
PL45 未製品 紋岩 厚さ 0.35重量 077 沢なし。

58-13 石製品
貯蔵穴 完形 蛇紋岩

径 0.55 孔径 0.2 表裏面・断面ともに丁寧に研磨して仕上げ
PL45 臼玉 厚さ 0.3 重量 012 ている。光沢あり 。

c区2号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位憫
部位 I①③胎色土調 ②焼成

図版番局 器種 残存
計測値（cm) 成・整形技法の特徴 備考

62-1 土師器 口～体部
口 (24O) ①細砂粒、褐色粒 外面ヘフ撫で後、粗いヘフ磨き。内外面口

PL45 鉢
覆土

1/3 
底 ②酸化焔 緑部横撫で。内面粗いヘラ磨き。大型丸底
高 (5.9) ③IOYR7/4にぶい黄橙 鉢。

62-2 土師器
口(160) ①細砂粒

外面ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。内面
PL45 高奸

覆土 口緑部片 底 ②酸化焔
高 (3 0) ③5YR6/6橙

ヘラ撫で後、粗いヘラ磨き。

62-3 土師器
口 ①細砂粒、白色粒

PL45 台付甕
貯蔵穴 脚部1/2 底(LOO) ②酸化焔 外面ヘラ削り。台部ヘラ撫で。

高 (6.4) ③7 5YR6/4にぶい橙

62-4 土師器
口 ①細砂粒

PL45 台付甕
貯蔵穴 胴～脚部片底 一 ②R酸7. 化焔

外面刷毛目。内面ヘラ撫で。内面に煤痕残

高（5.5) .5YR6/3にぶい橙 る。

c区3号住居遺物観察表
挿図番号▲ 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

63-1 土師器 口～底部
口 109 ①粗砂粒、輝石

外面体部ヘラ削り 。内外面口緑部横撫で。掘り方 底 ②酸化焔
PL45 坪 2/3 

高 69 ③7 5YR7/4にぶい橙 内面ヘラ撫で。底部は丸底。

63-2 土師器 口～底部
口 126 ①細砂粒、褐色粒

外面体部ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。掘り方 底 4.9 ②酸化焔
Pし45 妍 1/2 

高 6.3 ③IOYR7/3にぶい黄橙
内面ヘラ撫で。底部は平底。

63-3 土師器
口 19.4 ①細砂粒、輝石 外面胴部ヘラ削り。内外面口縁部横撫で。

PL45 甕
貯蔵穴 ほぼ完形 底 7.9 ②酸化焔 内面ヘラ撫で。胴部は球胴形、底部は平底

高 27.5 ③7 5YR7/4にぶい橙 を呈す。

63-4 
土師器

口～底部
口 (6.4) ①細砂粒

手捏ね土 掘り方 底 ②酸化焔 ミニチュア土器の鉢。内外面ヘラ撫で。PL45 
器 2/3 

高 3.7 ③7.5YR7/4にぶい橙

63-5 
土師器 口 30 ①細砂粒、輝石

ミニチュア土器の器台か高坪。外面ヘラ撫手捏ね土 掘り方 ほぼ完形 底 ②酸化焔
PL45 

器 高 2 9 ③IOYR6/3にぶい黄橙 で。

挿図番号 種類
出土位置

部位
石材 計測値（cm、g) 成 ・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

63-6 石製品
覆土 完形 蛇紋岩

長さ I65幅 I45 
孔径015。両面に研磨痕残る。光沢あり。PL45 有孔円盤 厚さ 025重量 14 

c区4号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
①胎土 ②焼成

成 ・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存 ③色調

66-1 土師器
口(160) ①細砂粒、褐色粒

外面ヘラ撫で。内外面口縁部横撫で。内面覆土 口縁部片 底 ②酸化焔
PL45 高坪

百回 (3 6) ③5YR6/6橙
ヘラ撫で。

66-2 土師器
口 (18.0) ①細砂粒、褐色粒

PL45 高坪
覆土 口緑部片 底 ②酸化焔 外面丁寧なヘラ磨き。内面ヘラ磨き。

百回 (4 O) ③5YR6/6橙

66-3 土師器 ロ ①細砂粒
覆土 脚部片 底(12O) 讐化焔 外面丁寧なヘラ磨き。内面ヘラ撫で。PL45 高坪

高（27) 5YR7/4にぶい橙
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迫物観察表

言
出土位置

貯蔵穴

c区5号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
図版番号 器種

土師器67-1 
掘り方

PL46 高坪

67-2 土師器
掘り方

PL46 坦

c区6号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
図版番号 器種

69-1 土師器
掘り方

PL46 鉢

69-2 土師器
掘り方

PL46 直口壺

土師器69-3 
掘り方

PL46 壺

70-4 土師器
掘り方

PL46 壺

70-5 土師器
掘り方

PL46 小型甕

70-6 土師器
覆土

PL46 甕

70-7 土師器
掘り方

PL46 甕

土師器70-8 
+20 

PL46 甕

70-9 土師器
床直

PL46 台付甕

70-10 土師器
床直

PL46 台付甕

70-11 土師器
+6 

PL46 小型甕

70-12 土師器
掘り方

PL46 台付甕

70-13 土製品
掘り方

PL46 不明

c区7号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
図版番号 器種

72-1 土師器
床直

PL46 坪

72-2 土師器
床直

PL46 壺
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口 謬土―②焼成

脚部片 底（l（7.0}|冑酸化焔／
高 2.8) 1@2.5YR5/6明赤褐

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成

残存
口 ①細砂粒

脚部片 底 ②酸化焔
高 (3 4) ③5YR6/6橙
口(104) ①細砂粒

口緑部片 底ー
②R酸5Y化R焔6/6橙高 (3I) 

部位 計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成
残存

口 (6 6) ①細砂粒
口～体部片 底 ②酸化焔

高 (4 O) ③IOYR6/2灰黄褐
口 (9 I) ①細砂粒

口緑部片 底 ②酸化焔
百回 (4 0) ③10YR7/2黄橙
口 ①細砂粒

口縁部片 底 ②酸化焔
高 (5.4) ③7.5YR6/4にぶい橙
口 (236) ①細砂粒

口縁部片 底 ②酸化焔
高 (3 O) ③5YR5/4にぶい赤褐
口(132) ①細砂粒、褐色粒

口緑部片 底 ②酸化焔
百回 (4 0) ③7 5YR7/4にぶい橙
口 (19.0) ①細砂粒、褐色粒

口縁部片 底 ②酸化焔
高 (3 I) ③2 5YR7/3浅黄
口 (140) ①細砂粒、褐色粒

口緑部片 底 ②酸化焔
吉回 (3.2) ③IOYR3/l黒褐
口 ①細砂粒、褐色粒

底部片 底 (8.0) ②酸化焔
高 (3 8) ③IOYRS/3浅黄橙
口(19.0) ①細砂粒、白色粒

口緑部片 底 ②酸化焔
古回 (3 9) ③5YR6/6橙
口(17.0) ①細砂粒、白色粒

口緑部片 底 ②酸化焔
高 (4.0) ③7.5YR5/4にぶい褐
口(16O) ①細砂粒

口緑部片 底 ②酸化焔
高 (3 7) ③7 5YR6/4にぶい褐
口(140) ①細砂粒、褐色粒

口緑部片 底 ②酸化焔

高 (3 O) ③7 5YR6/4にぶい橙
長 (4.3) ①細砂粒、褐色粒

破片 幅 (2 1) 讐化焔
厚 1.3 5YR5/3にぶい褐

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成

残存
口 11.4 ①細砂粒

完形 底 3.1 ②酸化焔
古向 5.1 ③5YR6/6橙

口～胴部
口(10.0) ①細砂粒
底ー

②R酸IO化YR焔7/3にぶい黄橙2/3 高（11.8)

成・整形技法の特徴

外面ヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。内面

ヘラ撫で。

成・整形技法の特徴

内外面ヘラ撫でか。器面摩滅激しい。

外面丁寧なヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。

内面ヘラ磨き。

成・整形技法の特徴

外面ヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。内面

粗いヘラ撫で。小型丸底鉢。

外面ヘラ撫で後、粗いヘラ磨き。内外面口

縁部横撫で。内面粗いヘラ磨き。

外面刷毛目。内面ヘラ磨き。

外面刷毛目。外面口緑部縦位に 3単位の隆
帯を貼付。内面矢羽根状の剌突痕を施す。

赤色塗彩。

外面頸部刷毛目。内外面口縁部横撫で。内

面ヘラ撫で。

外面ヘラ削り。内外面口唇部横撫で。内面

ヘラ撫で。

外面刷毛目。内外面口唇部横撫で。内面へ

ラ撫で。受け口状の口縁部。

外面ヘラ削り。内面ヘラ撫で。

外面肩部縦位の刷毛目後、横位の刷毛目。

内外面口唇部横撫で。内面ヘラ撫で。やや

外反する S字状の口縁部。
外面刷毛目。内外面口唇部横撫で。内面へ

ラ撫で。 S字状の口緑部にT寧な面取り調
整を施す。

外面刷毛目後撫で。内外面口縁部横撫で。

内面ヘラ撫で。

外面肩部縦位の刷毛目後、横位の刷毛目。

内外面口唇部横撫で。内面ヘラ撫で。

外面丁寧なヘラ磨き。形状から土製のスプ

ーン（さじ）か。

成・整形技法の特徴

外面体部ヘラ削り。内外面口緑部横撫で。

内面ヘラ撫で。底部は平底。

外面胴部ヘフ撫で後粗いヘフ磨き。内外面

口縁上部横撫で、下部粗いヘラ磨き。内面

ヘラ撫で。内面下半に紐作り痕が残る。

備考

備考

備考

器面摩滅。

備考



遺物観察表

挿図番号 種類
出土位阻

部位
計測値(cm)
IQ)胎土 ②焼成

成 ・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

72-3 土師器
口 116 ①細砂粒 外面胴上部ヘラ撫で後粗いヘラ磨き、下部

貯蔵穴 ほぽ完形 底 34 ②酸化焔 ヘラ削り。内外面口縁上部横撫で、下部粗
PL46 直口壺

高 152 ③10YR7/3にぶい黄橙 いヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

土師器
口 ①細砂粒

外面ヘラ撫で、下部ヘラ削り。内面ヘラ撫72-4 
床直 胴部2/3 底 40 ②酸化焔

PL46 直口壺
高 (8.1) ③10YR7/2にぶい黄橙

で。内面下半に紐作り痕が残る。整形が雑。

72-5 土師器
口 140 ①細砂粒

外面横撫で後粗いヘラ磨き。内外面口縁部床直 坪部 底 ②酸化焔
PL46 高坪

高 (4 9) ③IOYR7/3にぶい黄橙
横撫で。内面ヘラ撫で。

72-6 土師器
口(I7.4) ①細砂粒

外面ヘラ削り後横撫で。内外面口緑部横撫+IO 杯部片 底 ②酸化焔
PL46 高坪

百回 (4.3) ③10YR5/2灰黄褐
で。内面ヘラ撫で、一部ヘラ磨き。

72-7 土師器 貯蔵穴、掘
口 189 ①細砂粒 外面裾部ヘフ撫で。杯～脚部横撫で後粗い

ほぽ完形 底 13I ②酸化焔 ヘラ磨き。内外面口緑部横撫で。内面ヘラ
Pし46 高坪 り方

高 17.6 ③7.5YR7/4にぶい橙 撫で。脚部に輪積み痕が残る。

72-8 上師器 坪～脚部
口 182 ①細砂粒 外面裾～底部丁寧なヘフ磨き。坪部ヘフ削

床直 底（140) ②酸化焔 り後ヘラ撫で。内外面口緑部横撫で。内面
PL46 高坪 2/3 高 14.2 ③7 5YR6/4にぶい橙 ヘラ撫で後ヘラ磨き。

土師器
口 ①細砂粒

外面ヘラ削り 。内面ヘラ撫で後粗いヘラ磨73-9 
床直 坪部片 底 ②酸化焔

PL46 高杯
百回 (5 3) ③2.5YR5/2暗灰黄

き。

土師器
ロ ①細砂粒

外面刷毛目後撫で。内面ヘラ撫で。内面に73-10 
掘り方 台部 底 100 ②酸化焔

PL46 台付甕
高 (7.0) ③10YR6/4にぶい黄橙

紐作り痕が残る。

73-11 土師器 口～胴部片
口 130 ①細砂粒 外面ヘフ削り 。内外面口緑部横撫で。内面

貯蔵穴 底一 ②酸化焔 ヘラ撫で後粗いヘラ磨き。内面に紐作り痕
PL46 甕 2/3 高(14O) ③7 5YR6/4にぶい橙 残る。

73-12 土師器 口～胴部片
口{]7.2) ①細砂粒 外面ヘラ撫で。下部のみ粗いヘフ磨き。内

床直～十 7 底ー ②酸化焔 外面口縁部横撫で。内面ヘラ撫で。内面に
PL46 甕 1/2 高（22.3) ③7.5YR6/4にぶい橙 紐作り痕残る。

73-13 
土師器

体～底部
口 (5 4) ①細砂粒

外面ヘラ削り。内面ヘラ撫で。片口鉢のミ手捏ね土 床直 底 (2 3) ②酸化焔
PL46 

器 1/2 高 3.6 ③10YR6/3にぶい橙
ニチュア土器。

土師器
体～底部

口 ①細砂粒
外面ヘラ撫で後、粗いヘラ磨き。内面ヘラ73-14 

手捏ね土 床直 底 3.5 ②酸化焔
PL46 

器 1/2 
百回 (4 0) ③10YR6/3にぶい黄橙

撫で。コップ型のミニチュア土器。

73-15 
土師器

体～底部
口 (5.7) ①細砂粒

手捏ね土 床直 底 (3.4) ②酸化焔 内外面横撫で。コップ型のミニチュア土器。
PL46 

器 1/2 
古向 3 01 ③IOYR6/3にぷい黄橙

73-16 
土師器

体～底部
ロ 5.8 ①細砂粒

外面ヘラ撫で後、粗いヘラ磨き。内面ヘラ手捏ね土 床直 底 ②酸化焔
PL46 

器 2/3 
百回 5 3 ③10YR6/3にぶい黄橙

撫で。コップ型のミニチュア土器。

土師器
口 ①細砂粒

73-17 
掘り方 口縁部片 底 ②酸化焔 内外面口縁部横撫で。器種不明？

Pし46 不明？
高 ③7.5YR6/4にぶい橙

右回転輛櫨整形。口緑部が僅かに 3ヵ所欠

73-18 須恵器
口 7.2 ①緻密 損。欠け口の胎土は濃いセピア色に焼き締 T K208 

床直 ほぽ完形 底 49 ②遠元焔 まっている。外面には2段の沈線とその下 (5 C第 2
PL46 把手付塊

高 5.3 ③N4／灰 に6本 1単位の櫛描き波状文を 2条施す。 四半期）
体部下半は手持ちヘラ削り。

c区8号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
①胎土 ②焼成

成 ・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

75-1 土師器
口 (120) ①細砂粒、白色粒

床直 口緑部片 底 ②酸化焔 外面胴部刷毛目。内外面口縁部横撫で。 器面摩滅。
PL47 t廿

百I司 (4 7) ③2 5YR5/6明赤褐

土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

75-2 
床直 台部片 底（］0O) ②酸化焔 外面刷毛目。内面刷毛目。

PL47 台付甕
百回 (2.5) ③7.5YR6/4にぶい橙

土師器
口 ①細砂粒

外面縦位の刷毛目後、横位の刷毛目。内面75-3 
床直 胴部片 底 ②(3)酸7. 化焔PL47 台付甕

吉回 5YR6/4にぶい橙
ヘラ撫で。
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追物観察表

c区9号住居遺物観察表
挿図番号 種類

出土位囮
部位 ゆ胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成・整形技法の特徴

76-1 土師器 口～底部
口(12.0) ①細砂粒、褐色粒

外面体部粗い刷毛目。内外面口縁部横撫で。

PL47 鉢
床直

1/4 
底 ②酸化焔
高 (4.7) ③7 5YR5/3にぶい褐

内面ヘラ撫で。小型の坪か。

76-2 土師器
ロ (7 6) ①細砂粒、褐色粒

PL47 鉢
掘り方 口緑部片 底ー ②③酸7. 化焔

外面体部粗いヘラ磨き。内外面口緑部横撫

高（3.0) 5YR5/3にぶい褐 で
。

竺：2：号：竺芦：：：］：「三[|i測（ロロ］信直翫：／口成が橙
成・整形技法の特徴

内外面口縁部横撫で。口緑部は5の字状を
呈する。（北陸系）

B区3号掘立柱建物遺物観察表
挿図番号 種類 部位
図版番号 器種 出土位四 残存

計測値(c―-9lツ叩＋ し焼成 成・整形技法の特徴

80-1 土師器
PL47 鉢

P2記土 1口～体部片は （□ ） I喜面註i1 外面体部ヘラ磨き。内外面口緑部横撫で。

高 44 3 lOYR7 4にふい黄橙内面ヘラ磨き。

B区5号掘立柱建物遺物観察表
挿図番号 種類 部位
図版番居 器種 出土位旗 残存

82-1 土師器 P5覆土 坪部片
PL47 高坪

c区4号掘立柱建物遺物観察表
挿図番号 種類

出土位樅
部位

図版番号 器種 残存

87-1 土師器
PL47 直口壺

P5覆土 口～体部片

87-2 土師器
PL47 甕

P5覆土 底部片

87-3 土師器 p 1四土、
PL47 台付甕 表土

台部片

c区5号掘立柱建物遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

図版番号 器種 残存

89-1 土師器
PL47 器台

P6覆土 台部片

89-2 土師器
PL47 鉢

P4毅土 底部片

89-3 土師器 P2、3覆
PL47 台付甕 土

口縁部片

計測値(c―_,1=叩＋喜成

ロ(23.2

： 詞7)I望9嘉需6橙
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成

口 ①細砂粒、褐色粒

底 3 2 ②酸化焔
高(111) ③7 5YR7/4にぶい褐
口 ①細砂粒、褐色粒

底 (5 O) ②酸化焔
百回 (2 0) ③7.5YR6/3にぶい褐
口 ①細砂粒、褐色粒

底 5.3 ②③酸7. 化焔
高 (45) 5YR7/6橙

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成

口 ①細砂粒、小礫

底（13O) ②酸化焔
百r"' (3.5) ③IOYR7/3にぶい黄橙
口 ①細砂粒、褐色粒
底 (3 5) ②酸化焔
高 (2.7) ③IOYR6/3にぶい黄橙
口(15O) ①細砂粒、褐色粒
底 一

②③酸IO化Y焔R7/3にぶい黄橙高（45) 

成・整形技法の特徴

外面刷毛目後粗いヘラ磨き。内外面口緑部

横撫で。内面ヘラ撫で。

成・整形技法の特徴

外面全面に丁寧なヘラ磨きを施す。内面口

緑部ヘラ磨き。

外面ヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で。

成・整形技法の特徴

外面ヘラ磨き。内外面裾部横撫で。内面へ

ラ削り。

外面ヘラ磨き。内面ヘラ磨き。

外面浅い刷毛目。内外面口縁部横撫で。内

面ヘラ撫で。

備考

備考

備考

備考

備考

備考

c区7号掘立柱建物遺物観察表

茫戸嘉 ：口：置1:部91：ロ：：）I璽言［竺：）黄橙戸：；：：玉；；；：：で。口緑部l 備考
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遺物観察表

A区1号井戸遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

96-1 焼締陶器
口 ① 

体部外面刷毛状工具による調整後、横位撫
下層覆土 胴部片 底 ② 製作地不詳

PL47 甕
高 (9.0) ③5YR5/2灰褐

でを凹線状に巡らす。

97-2 焼締陶器
③外面25YR4/4にぶい

下陪覆土 胴部片 厚さ 1.1 赤褐。内面75YRにぶ 紐作り 。 常滑。中世
PL47 甕

い褐
挿図番号 種類

出土位置
部位

石材 計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

97-3 石製品 旧時 長さ 6.2 幅 3.3
荒砥級。軟質。使用は表、左側部。裏は自

下陪覆土 ニッ岳軽石 然円礫面。研磨は金属または硬買の主体物。
PL47 砥石 半欠か 厚さ 35 重虹 400 

欠損は旧時。

97-4 長さ 19.2 幅 19.8
自然角礫を割り込んだ石材。機能時面には酸

石材 下屈覆土 欠損多 溶結凝灰岩 化色斑と被熱を思わせる剥落あり 。欠損は旧
PL47 厚さ l7.1 重量 6800

時らしいが新鮮。石材は軟質で白色に近い。

A区 1号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

98-1 土師器
口 ①細砂粒

外面ヘラ撫で後ヘラ磨き 。内面ヘラ撫で。
覆土 2/3 底 3 2 ②酸化焔

PL47 直口壺
高 109 ③7 5YR6/4にぶい橙

胴下半部に、焼成後の穿孔あり。

99-2 土師器
口 ①細砂粒

外面口緑部縦位のヘラ磨き。胴部ヘラ撫で
覆土 1/2 底丸底 ②酸化焔

Pし47 直口壺
高（20.6) ③10YR7/3にぶい黄橙

後、縦位のヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

99-3 土師器
口 (16.0) ①細砂粒 外面刷毛目後丁寧な撫で。内外面口緑部横

覆土 口～頸部片 底 ②酸化焔 撫で。内面ヘラ撫で。内面口緑部に刻文
PL47 壺 高 (7.7) ③7 5YR7/4にぶい橙 （魚？鳥の足？）あり。

99-4 土師器
口 (11.1) ①細砂粒

覆土 口～頸部片 底 ②酸化焔 外面縦位の刷毛目。内面ヘラ撫で。
Pし47 台付甕

高 (6 7) ③7.5YR7/4にぶい橙

土師器
口 ①細砂粒

99-5 
覆土 台部片 底 11.2 ②R酸7. 化焔

外面横撫で後、浅い刷毛目。内面刷毛目。
PL47 台付甕

高 (5.7) 5YR6/4にぶい橙

A区3号土坑遺物観察表

口塁芦 I: : I出土位置
99-1 土器
Pし47 不明

覆土

~0,1①胎土 ②焼成

2/3 底（3.0
高 (4.0）厄）5YR6/4にぶい橙

悶ì：：三：岱ど悶ここt
も含む）あり。器種不明。

竺 口～こ工

A区32号土坑遺物観察表

成 ・整形技法の特徴

垂下する太めの沈線で「J」の字状の文様
を描く 。称名寺式期。他に同一個体が計9
片出土。

:旦:;|: : I 出土位置 1 ご悶 石材 計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴

103-1 
PL48 
石材 I覆土

A区37号土坑遺物観察表

表裏に機能時に生じたらしい酸化色と割り
板状の小片 I溶結凝灰岩I長さ l6.8幅 5.0 石としたらしい面あり 。その他は欠損。欠

厚さ 4.8 重旦 365.0損は旧時。質は軟質で白色に近い。

備考

備考

挿図番号 種類 出土位置 部位
図版番号器種 残存 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 I 備考

且（］］）且『°3, 1吼瓢口贔芯悶悶］芦認門り。104-l 銅製品 覆土 1/2 
PL47 筒金
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遺物観察表

円 部位 ①胎土②焼成
残存 計測値（cm)③色調

ロ(12.4) ①細砂粒
口緑部片 底 ー ②酸化焔

裔 26 35YR6 4にぶい橙

A区56号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値（cm)

③色調

106-1 土師器
口 16.0 ①細砂粒

PL48 台付甕
覆土 口～胴部片 底 ②酸化焔

吉回 (8 5) ③2 5YR6/6橙

106-2 土師器
口 ①細砂粒

PL48 台付甕
覆土 胴～台部片 底 102 讐化焔

高 (8.9) 5YR6/6橙

A区60号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存 ③色調

106-1 鉄製品
覆土 板状剥片

長さ 2I 幅 25
PL48 不明 厚さ 035 重鼠 2.3
挿図番号

種類 出土位置 銭貨名 国名 計測値(cm、g)
図版番号

106-2 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径 22 内輪径 0.7
PL48 重鼠 I8 

A区61号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 計測値(c―、阻）胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存

106-1 土師器
口(16.1

覆土 口縁部片 底
PL48 台付甕

百回 (4.0 

A区62号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存 ③色調

土師器
口 ①細砂粒

107-1 
覆土 口緑部片 底 ②酸化焔

PL48 壺
高 (8 0) ③7 5Y-7[3にぶい橙

A区65号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成
図版番号 器種 残存

107-1 土製品
長さ 7.5 ①細砂粒

毅土 1/4 幅 89 ②酸化焔
PL48 羽口

厚さ 2.9 ③2 5Y6/2灰黄
挿図番号

種類 出土位置 銭貨名 国名 計測値（cm、g)
図版番号

107-2 
銅銭の塊 覆土 寛永通阿 日本

長さ 2.7 幅 26 
PL48 厚さ 1.4 重量 35.9
107-2-1 

銅銭 覆土 寛永通賽 日本
外輪径 2.5内輪径 06

PL48 重星 33
107-2-2 

銅銭 覆土 寛永通賓 日本
外輪径 2.5内輪径 0.6

PL48 重量 3.5
108-2-3 

銅銭 覆土 寛永通賽 日本
外輪径 2.5内輪径 0.6

PL48 重量 24 
108-2-4 

銅銭 覆土 寛永通賣 日本
外輪径 25内輪径 0.6

PL48 重量 3.7
I 08-2-5 

銅銭 覆土 寛永通百 日本
外輪径 25内輪径 0.6

PL48 重鼠 3.1
I 08-2-6 

銅銭 匹土 寛永通賓 日本
外輪径 25内輪径 0.6

PL48 重鼠 3.5
I 08-2-7 

銅銭 覆土 寛永通賓 日本
外輪径 24内輪径 06

PL48 重旦 31 
108-2-8 

銅銭 覆土 寛永通費 日本
外輪径 2.5内輪径 0.6

PL48 重量 40
108-2-9 

銅銭 毅土 寛永通費 日本
外輪径 2.5内輪径 0.5

PL48 重旦 35 
108-2-10 

銅銭 覆土 寛永通賓 日本
外輪径 25内輪径 0.5

PL48 重旦 3.8
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成・整形技法の特徴

外面ヘラ削り 。内外面口緑部横撫で。内面

ヘラ撫で。

成・整形技法の特徴

外面斜位の刷毛目。口縁部内外面横撫で。

内面ヘラ撫で。他にも胴部片が多数出土し

ている。

外面縦位の刷毛目。内面ヘラ撫で。器面や

や摩滅。

成 ・整形技法の特徴

板状の製品剥片。直線的な錆割れ目が大きく

入り時代性示唆。破片からやや大型製品か。

書体・初鋳年等

新寛永・ 1697年

備考

備考

2と同一個
体か

1と同一個
体か

備考

古代鉄（鎌

倉以前）

備考

ほぽ完形

成・整形技法の特徴 I 備考
外面斜位のヘラ先による調整後、肩部に横

位の調整。内外面口縁部横撫で。内面ヘラ

撫で。口緑部はT寧な面取り調整を施す。

成・整形技法の特徴 I 備考

外面ヘラ磨き、赤色塗彩。内面刷毛目後へ1弥生後期
ラ撫で。小型の壺か。

成・整形技法の特徴 備考

先端欠損。

書体・初鋳年等 備考

銅銭（窟永通賓） II枚の塊。布が付着して
完形

しヽる。

新寛永・背面文 ・1668年。 完形

新寛永・背面文・ 1668年。 完形

古寛永・ 1636年。 完形

新寛永・背面文 ・1668年。 完形

新寛永・背面文・ 1668年。 完形

新寛永 ・背面文 ・1668年。 完形

古寛永・ 1636年。 完形

古寛永 ・1636年。 完形

古寛永 ・1636年。 完形

古寛永・ 1636年。 完形



遺物観察表

挿図番号
種類 出土位置 銭貨名 国名 計測値（cm、g) 書体・初鋳年等 備考

図版番号

108-2-11 
銅銭 塑土 寛永通賓 日本

外輪径 2.5内輪径 0.6
古寛永・ 1636年。裏面に布付着。 完形

PL48 重量 I7 
108-3 

銅銭の塊 覆土 寛永通賓 日本
長さ 2.8 幅 2.8 銅銭（寛永通賓） 6枚の塊。布が付着して

完形
PL48 厚さ 0.85重量 220 いる。
108-3-1 

銅銭 覆土 寛永通賓 日本
外輪径 2.4内輪径 0.5

古窃永・ 1636年。 完形
PL48 重量 39 
108-3-2 

銅銭 複土 寃永通賓 日本
外輪径 2.5内輪径 06

新寛永・背面文・ 1668年。 完形
PL48 重星 32 
I 08-3-3 

銅銭 毅土 寛永通賓 日本
外輪径 2.5内輪径 06

新寛永・背面文・ 1668年。 完形
PL48 重量 4I 
108-3-4 

銅銭 毅土 寛永通賓 日本
外輪径 2.4内輪径 06 

古寛永・ 1636年。 完形
PL48 重量 37 
109-3-5 

銅銭 覆土 寛永通賓 日本
外輪径 24内輪径 06

古寛永・ 1636年。 完形
PL48 重量 4.3
109-3-6 

銅銭 覆土 寛永通賓 日本
外輪径 2.5内輪径 0.6

新寛永・背面文・ 1668年。 完形
PL48 重星 26 

A区66号土坑遺物観察表
挿図番号

種類 出土位置
部位

計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 残存

107-1 銅製品
四土 雁首

径1.7 厚さ 0.1~02薄作り、口やや大きく古様を思わせる。下
PL48 煙管 高さ I0 重量 I9 半は旧時欠損。
挿図番号

種類 出土位置 銭貨名 国名 計測値(cm、g) 書体•初鋳年等 備考
図版番号

107-2 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径 2.3内輪径 06 
新寛永・ 1697年。 完形

PL48 重量 29 
107-3 

銅銭 四土 寛永通賓 日本
外輪径 24内輪径 06

新寛永・ 1697年。 完形
PL48 重量 28 
107-4 

銅銭 覆土 寛永通賓 日本
外輪径 23 内輪径 06

新寛永・ 1697年。 完形
PL48 重呈 1.5

A区67号土坑遺物観察表

悶認;| : : I出土位樅
109-1 
PL48 

カワラケ I覆土 完］］口r;;;;こ：？｀，：こここ部内面周1江戸：：t

A区68号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 ①③胎色土調 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm) 成・整形技法の特徴 備考

109-1 
口 9.0 ①細砂粒、褐色粒

PL48 
カワラケ 覆土 完形 底 60 ②酸化焔

輔櫨整形左回転糸切り無調整。底部内面周 江戸時代

高 2.0 ③5YR7/4にぶい橙
縁から口緑部強い回転横撫で。

挿図番号 種類
出土位置

部位

図版番号 器種 残存
計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

109-2 鉄製品
覆土 1/2 

長さ 52 幅 15 
先端は旧時欠損か。頭部は打潰しのまま。

PL48 釘 厚さ 07 重鼠 53
使用済、抜き取りと生じた曲がり見えず。

柾目割れ少なく精鍛を思わせる。

109-3 鉄製品
四土 ほぽ完形

長さ 8.1 幅1.8
先端は調査時欠損。頭部は打潰しのままで、

PL48 釘 厚さ 05 重量 43
使用のためか端部折り返る。柾目割れ少な

く精鍛を思わせる。使用済曲がりなし。

冒ば
A区71号土坑遺物観察表

計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

且］l 百己l103 1苔記喧蒜穿り`` □□饂□：I: ：こ：：：
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

109-1 磁器
口 10.0 ① 

染付。透明釉。外面雪輪梅樹文。高台内 18C中～後
覆土 完形 底 3 9 ② 

PL48 碗
高 5.5 ③5Y8/l灰白

「大明」崩れ銘か。 肥前 ・波佐見系。 半

109-2 磁器
口 98 ① 

染付。透明釉。外面雪輪梅樹文。高台内 18C中～後
覆土 完形 底 3.9 ② 

PL48 碗 高 56 ③5Y8/]灰白
「大明」崩れ銘か。 肥前・波佐見系。 半
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遺物観察表

A区72号土坑遺物観察表
挿図番号

種類 出土位囲 銭貨名 国名 計測値（cm、g) 書体•初鋳年等 備考
図版番号

110-1 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径 2.5内輪径 05 
古寛永・ 1636年。裏面に布付沼。 完形PL48 重旦 3I 

110-2 
銅銭 覆土 窺永通賓 日本

外輪径 2.5内輪径 06 古寛永 ・1636年。2~7は付着した状態で
完形PL48 重旦 35 出土。

110-3 
銅銭 覆土 洪武通百 明

外輪径 23内輪径 06
明・ 1368年。 2~7は付着した状態で出土。完形PL48 重鼠 33 

110-4 
銅銭 覆土 寛永通百 日本

外輪径 24内輪径 06 古窃永・ 1636年。2~7は付沼した状態で
完形PL48 重旦 2.4 出土。

110-5 
銅銭 覆土 寛永通阿 日本

外輪径 24 内輪径 06 古寛永・ 1636年。2~7は付着した状態で
完形PL48 重且 2,5 出土。

110-6 
銅銭 覆土 寛永通百 日本

外輪径 25 内輪径 06 古寛永・ 1636年。2~7は付着した状態で
完形PL48 重旦 3.9 出土。

110-7 
銅銭 覆土 寛永通笠 日本

外輪径 2.4内輪径 05 古寛永・ 1636年。2~7は付着した状態で
完形PL49 重星 45 出土。

A区73号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

111-1 鉄製品 長さ(6.5) 幅 0.9
和釘。頭部錆化消耗旧欠。下方調整時欠損。

使用後抜き
覆土 3/4 錆ぶく れ少なく、柾目割れ少。先側使用後

PL49 釘 厚さ 07 重量 160 
の大曲り元部残存。

取り曲あり。

挿図番号
種類 出土位置 銭貨名 国名 計測値（cm、g) 書体 ・初鋳年等 備考

図版番号

111-2 
銅銭の塊 毅土

寛永通夜な
日本

長さ 2.7 幅 26 銅銭（寛永通賓と公武通賓） II枚の塊。布
完形PL49 ど 厚さ I4 重旦 308 が付着している。

111-2-1 
銅銭 覆土 寛永通百 日本

外輪径2.3 内輪径06
新寛永・ 1697年。 完形PL49 重旦 2.5

111-2-2 
銅銭 覆土 寛永通百 日本

外輪径25 内輪径06
古寛永 ・1636年。 完形PL49 重旦 3.6

111-2-3 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径24 内輪径06
古寛永・ 1636年。 完形PL49 重量 2.8

I 11-2-4 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径24 内輪径06
新寛永・ 1697年。 完形PL49 重鼠 3.3

111-2-5 
銅銭 覆土 寛永通賣 日本

外輪径24 内輪径0.7
新寛永・ 1697年。 完形PL49 重量 19 

111-2-6 
銅銭 覆土 洪武通百 明

外輪径2.0 内輪径0.6
明・ 1368年。 ほぼ完形PL49 重呈 I7 

111-2-7 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径2.5 内輪径06
新寛永・背面文・ 1668年。 完形PL49 重量 3.2

111-2-8 
銅銭 四土 寛永通賓 日本

外輪径22 内輪径06
新寛永 ・1697年。 完形PL49 重鼠 2.6

111-2-9 
銅銭 毅土 寛永通賓 日本

外輪径25 内輪径0.6
新寛永・背面文・ 1668年。 完形PL49 重鼠 3.6

111-2-10 
銅銭 覆土 寛永通費 日本

外輪径24 内輪径07 
新寛永・ 1697年。 完形PL49 重鼠 30

111-2-11 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径2.3 内輪径0.6
新寛永・ 1697年。 完形PL49 重旦 23

111-3 
銅銭の塊 覆土 寛永通賓 日本

長さ 2.7 幅 2.9 銅銭（寛永通賓と公武通賓） 5枚の塊。布
完形PL49 厚さ 06 重且 136 が付着している。

111-3-1 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径2.4内輪径06
古寛永・ 1636年。 完形PL49 重量 3.2

112-3-2 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径24 内輪径06
古寛永・ 1636年。 完形Pし49 重量 3.2

112-3-3 
銅銭 覆土 寛永通百 日本

外輪径2.3 内輪径06
新寛永・ 1697年。 完形PL49 重量 30

112-3-4 
銅銭 覆土 寛永通百 日本

外輪径24 内輪径06
新寛永・ 1697年。 完形PL49 重量 2.7

112-3-5 
銅銭 覆土 寛永通窃 日本

外輪径22 内輪径0.6 新寛永・ 1697年。摩滅していて文字が不鮮
完形PL49 重鼠 1.3 明。

A区74号土坑遺物観察表
挿図番号

種類 出土位置 銭貨名 国名 計測値(cm、g) 書体•初鋳年等 備考
図版番号

112-1 鉄銭・銅
覆土

寛永通円な
日本

長さ 29 幅 28 鉄銭11枚と銅銭6枚の塊か。鉄錯によって
ほぼ完形PL49 銭の塊 ど 厚さ 34 重旦 41.9 凝沼している。

112-1-1 
銅銭 覆土 寛永通夜 日本

外輪径25 内輪径06
新寛永・背面文・ 1668年。鉄錆付着。 完形PL49 重且 3.2

112-1-2 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径22 内輪径0.7
新寛永・ 1697年。鉄錆付着。 完形PL49 重鼠 2.3
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挿図番号
種類 出土位置

図版番号

112-1-3 鉄銭 ・銅
覆土

PL49 銭
112-1-4 鉄銭・銅

覆土
PL49 銭

A区75号土坑遺物観察表
挿図番号

図版番号

112-1 
PL49 

A区76
挿図番号

図版番号

113-1 
PL49 

種類
出土位旗

器種

石製品
覆土

板碑

A区77号土坑遺物観察表
挿図番局 種類

出土位四
図版番号 器種

113-1 
カワラケ 覆土

PL49 

113-2 
カワラケ 毅土

PL49 

113-3 
カワラケ 覆土

PL49 

113-4 
カワラケ 覆土

PL49 

113-5 陶器
覆土

PL49 灯明皿

113-6 陶器
覆土

PL49 灯明受皿

113-7 陶器
裂土

PL49 灯明受皿

113-8 磁器
四土

Pし49 皿

113-9 陶器
覆土

PL49 皿

113-10 磁器
覆土

PL49 碗

113-11 磁器
覆土

PL49 碗

113-12 陶器
覆土

PL49 土瓶

挿図番号 種類
出土位置

図版番号 器種

113-13 石製品
覆土

PL49 砥石

挿図番号 種類
出土位置

図版番号 器種

113-14 鉄製品
覆土PL49 不明

113-15 鉄製品
毅土PL49 責金具

遺物観察表

銭貨名 国名 計測値（cm、g) 書体•初鋳年等 備考

不明 不明
外輪径25 厚さ 09 
重旦 12.5

不明
外輪径2.6 厚さ1.9

不-明--------重量 237 

鉄銭3枚と銅銭2枚の塊。鉄錆によって凝

：：さ：竺：of&.2枚の塊か。鉄錆によって1:::::
部位 | 
残存

石材 | 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 I 備考

破片 | 雲母石英片I 長さ 21.8 幅 16.1
岩 厚さ 15 重星 710

右側部、下端の一部残存。欠損は113時。表・

裏とも消耗剥落。裏面自然節理面。 15世紀。

こ芸 計測値（cm)認贔②焼成 I 成・整形技法の特徴 備考

ロ ー ①細砂粒、褐色粒

脚部片 底 ー ②酸化焔 桝面撫で後、ヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

高 7.0) l(3)10YR7/3にぶい黄橙

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考

残存

口 107 ①細砂粒、白色粒
鞘櫨整形左回転糸切り無調整。底部内面周

4/5 底 7.0 ②酸化焔 中世

裔 24 ③IOYRS/3浅黄橙
緑から口縁部強い回転横撫で。

口 (9 3) ①細砂粒、白色粒
輻輔整形左回転糸切り無調整。底部内面周

1/3 底 (6.4) ②酸化焔 江戸時代か
百回 2 0 ③7.5YR6/3にぶい褐

縁から口縁部強い回転横撫で。

口 (9.2) ①細砂粒、白色粒
鞘櫨整形左回転糸切り無調整。底部内面周

1/4 底 (6 0) ②酸化焔 江戸時代か
百回 2.2 ③7.5YR7/4にぶい褐

縁から 口縁部強い回転横撫で。

口 (9 2) ①細砂粒、白色粒
鞘轄整形左回転糸切り無調整。底部内面周

1/5 底 (5.8) ②酸化焔 江戸時代か
百I叫 I 7 ③7 5YR7/5にぶい褐

縁から口緑部強い回転横撫で。

ほぼ完形 口 106 ① 
内面から底部外面周辺錆釉。18世紀後半か

（口縁部 l 底 5.0 ② 瀬戸美潤

箇所欠損） 百回 2 5 ③5YR3/4暗赤褐
ら19世紀前半。

口 7.7 ① 
小形。鎖釉施釉後、底部外面の釉を拭い取

完形 底 4.0 ② 瀬戸美浪

高 1.6 ③2 5YR7/2灰黄
る。 18世紀後半から 19世紀前半。

口(11.2) ① 
錯釉施釉後、体部から底部外面の釉を拭い

4/5 底 54 ② 瀬戸美浪
百回 2 2 ③IOYR6/2灰黄褐

取る。 18世紀後半から 19世紀前半。

口(14O) ① 
外面唐草文。口縁部内面は鋸歯状文。やや

口緑部片 底 ② 肥前

高 (2 7) ③N8／灰白
焼成不良。

口 (200) ① 
口縁部片 底 ② 口緑部内面打ち刷毛による白土掛け。 肥前

百回 (2 4) ③N8／灰白
口 (8.0) ① 

筒形碗。腰部外面 1条の圏線。見込み五弁
底部片 底 3 9 ② 肥前

百回 (2.2) ③7.5GY8/]明緑灰
花は手描き。

口 (7.5) ① 
筒形碗。腰部外面 1条の圏線と不明文様。

口～底部片 底 (4.0) ② 肥前
吉向 5 5 ③7 5GY8/l明緑灰

見込み五弁花コンニャク印版。

口 (8 5) ① 
体部外面窓状に白土をかけた後、染め付け

口～体部片 底 ② 益子？
吉回 (4 8) ③5YR8/2灰白

による山水文。

部位
石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

残存

長さ 43 幅 4I 
使用は前小口を除く 5面。前小口は1B時欠

中砥級手
1/2 砥沢石 損。石材質は中砥ながら細密目で揃い上質

厚さ 1.6 重量 39
目。

持砥

部位 計測値
計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

残存 (cm、g)

完形
長さ 5.8 幅 24 和鉄様の錆化で、黒味あり良鉄を思わせる。

厚さ 0.5 重鼠 10.2 下方が薄く刃物か。

完形
厚さ 05 外輪径3I~3 7 和鉄様。錯割少なく、黒味あり良鉄か。厚

重鼠 7.4 内輪径2.2~2.7 さ05cmと薄く、農具等の責金具か。
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遺物観察表

A区78号土坑遺物観察表

：塁芦 I: : 1 出土位四
114-1 磁器
Pし49 碗

毅土

A区79号土坑遺物観察表
挿図番局 種類

出土位置
図版番号 器種

軟黄陶器114-1 
蜀土

PL49 焙烙

挿図番号
種類 出土位骰

図版番号

114-2 
銅銭の塊 毅土PL49 

114-2-1 
銅銭 覆土PL49 

114-2-2 
銅銭 覆土PL49 

114-2-3 
銅銭 覆土

PL49 
114-2-4 

銅銭 覆土
PL49 
114-2-5 

銅銭 覆土
PL49 
115-2-6 

銅銭 覆土
PL49 
115-2-7 

銅銭 覆土
PL49 
115-2-8 

銅銭 閉土
PL49 
115-2-9 

銅銭 覆土
PL49 
115-2-10 

銅銭 覆土PL49 
115-2-11 

銅銭 覆土PL49 
115-2-12 

銅銭 覆土
PL50 
115-3 

銅銭の塊 覆土
PL50 
115-3-1 

銅銭 斑土PL50 
115-3-2 

銅銭 覆土
PL50 
115-3-3 

銅銭 覆土PL50 
115-4 

銅銭の塊 覆土
PL50 
115-4-1 

銅銭 毅土
PL50 
115-4-2 

銅銭 覆土
PL50 

A区80号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
図版番号 器種

116-1 木製品
覆土

PL50 櫛
挿図番号

種類 出土位置
図版番号

116-2 
銅銭 覆土

PL50 

116-3 銅銭2枚
覆土

PL50 と布編

116-4 
銅銭 覆土

PL50 
116-5 

銅銭 覆土
Pし50
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口～言□□ 成・整形技法の特徴 I 備考

口緑部外面崩れた雷文帯。体部外面松文か。I肥前（幕末）

部位
計測値(cm)

①胎土 ②焼成
成・整形技法の特徴 備考

残存 ③色調

口 ① 
底部片 底（290) ② 耳欠損。 江戸時代

高 (2 5) ③IOYR7/2にぶい黄橙

銭貨名 国名 計測値(cm、g) 書体・初鋳年等 備考

寛永通賓 日本
長さ 2.7 幅 26 銅銭（寛永通賽、冗祐通賓） 12枚が凝着し

ほぽ完形
厚さ I6 重塁 416 ている。

寛永通賓 日本
外輪径25 内輪径06

新寛永・背面文・ 1668年。 完形
重量 26 

寛永通費 日本
外輪径23 内輪径05 

古寛永・ 1636年。内輪に紐状の布付着。 完形
重量 37 

寛永通賓 日本
外輪径2.5 内輪径0.6

古寛永・ 1636年。 完形
重旦 36

寛永通賓 日本
外輪径2.5 内輪径06 新寛永・背面文・ 1668年。内輪に紐状の布

完形
重旦 3.8 付着。

寛永通賓 日本
外輪径25 内輪径06 新寛永・背面文・ 1668年。内輪に紐状の布

完形
重鼠 3.4 付着。

寛永通賓 日本
外輪径25 内輪径06 新寛永・背面文・ 1668年。内輪に紐状の布

完形
重量 39 付着。

元祐通汽 北宋
外輪径23 内輪径07

北宋・ 1086年・行書。 完形
重塁 37 

寛永通賓 日本
外輪径24 内輪径05

新寛永・ 1697年。 完形
重鼠 30 

寛永通賣 日本
外輪径2.5 内輪径0.6 新寛永・背面文・ 1668年。内輪に紐状の布

完形
重量 39 付着。

寛永通賓 日本
外輪径2.5 内輪径0.6

古寛永・ 1636年。 完形
重量 32 

寛永通賓 日本
外輪径2.5 内輪径0.6

古寛永・ 1636年。 完形
重量 35

寛永通賓 日本
外輪径2.6 内輪径0.6

古寛永・ 1636年。 完形
重量 3.0

寛永通賓 日本
長さ 35 幅 2.6

銅銭（寛永通賓） 3枚が凝着している。 ほぽ完形
厚さ 04 重星 98

寛永通賓 日本
外輪径2.5 内輪径0.6

新寛氷・背面文・ 1668年。僅かに欠損。 ほぽ完形
重量 33 

窃永通賓 日本
外輪径2.5 内輪径0.5

新寛永・背面文・ 1669年。 完形
重量 36

寛永通賓 日本
外輪径2.5 内輪径0.6

新窃永・背面文・ 1670年。僅かに上部欠損。ほぽ完形
重量 2.7

寛永通賓 日本
長さ 26 幅 2.7

銅銭（寛永通賓） 3枚が凝着している。 ほぽ完形
厚さ 0.3 重鼠 6.2

寛永通賓 日本
外輪径24 内輪径06

古買永・ 1636年。 完形
重鼠 3.6

寛永通賓 日本
外輪径25 内輪径06

新寛永・背面文・ 1670年。僅かに欠損。 ほぽ完形
重鼠 2.5

部位
材質 計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

残存

ほぽ完形 黄楊か作
長さ 4.9 幅 52

材質は黄楊（つげ）か作（いす）の木。
厚さ 10 重量 72 

銭貨名 国名 計測値（cm、g) 書体・初鋳年等 備考

寛永通賓 日本
外輪径2.4 内輪径06

新寛永・ 1697年。 完形
重鼠 2.1

長さ 3.8 幅 2.5
寛永通賓2枚と布編。当初、迫物番号4~

寛永通賓 日本 20の古銭が布に包まれた状態で出土してい
厚さ 05 重量 69

るが、取り上げ時に、 4~19は剥がれる。

寛永通賣 日本
外輪径2.5 内輪径0.6

新寛永・ 1697年。 2破片。 破片
重旦 1.2

寛永通賓？ 日本
外輪径2.4内輪径0.5

新究永・ 1697年。布付着。 完形
重量 2.9



遺物観察表

挿図番号
種類 出土位置 銭貨名 国名 計測値（cm、g) 書体•初鋳年等 備考図版番号

116-6 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径23 内輪径06
新寛永・ 1698年。布付着 完形PL50 重量 29

116-7 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径2.4 内輪径06
新寛永・ 1697年。布付着 完形PL50 重量 33 

116-8 
銅銭 覆土 寛永通賓？ 日本

外輪径ー 内輪径一
破片のため拓本不可。写真のみ掲載。 破片PL50 重量 08

116-9 
銅銭 覆土 寛永通賣 日本

外輸径2.5 内輪径0.6
古寛永 ・1636年。 完形PL50 重量 27 

117-10 
銅銭 四土 寛永通賓 日本

外輪径2.4 内輪径0.6
新寛永・ 1697年。 完形PL50 重鼠 20

117-11 
銅銭 覆土 寛永通費 日本

外輪径2.4 内輪径0.6
新寛永・ 1697年。 完形PL50 重量 30 

117-12 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径2.4 内輪径0.6
新寛永・ 1697年。 完形PL50 重塁 2.7

117-13 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径25 内輪径06
古寛永・ 1636年。 完形PL50 重量 40

117-14 
銅銭 覆土 寛永通賣 日本

外輪径2.4内輪径06
新寛永・ 1697年。 完形PL50 重量 34

117-15 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径2.4 内輪径0.5
新寛永 • 1 697年。 2 箇所欠損（穴）あり。 ほぼ完形PL50 重量 24

117-16 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径2.4 内輪径0.6
新寛永・ 1697年。 完形PL50 重旦 2.2

117-17 
銅銭 覆土 元祐通賓 北宋

外輪径23 内輪径0.7 北宋 ・1093年。中世末～近世の日本産の模
完形PL50 重量 21 鋳銭か。築書

117-18 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径2.4内輪径0.6
新寛永・ 1697年。 完形PL50 重量 2.5

117-19 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径24 内輪径06
新寛永・ 1697年。 2箇所欠損。 ほぼ完形PL50 重鼠 2.1

三 ：魯 計測値（cm)＄喜占②焼成
ロ (8.1) ①細砂粒、褐色粒

口縁部片 底 ー ②酸化焔 口縁部外面刷毛目。内面ヘラ撫で。平底の

高 3.2 3 lOYR7 3にぶい黄橙小型甕口縁部片。

成・整形技法の特徴 備考

B区1号井戸遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

119-1 土師器
口(15.0) ①細砂粒、 小礫

覆土 口緑部片 底 ②酸化焔 内外面口縁部横撫で。折返し口緑。PL50 一亜 百回 (2 9) ③7.5YR7/6橙

土師器
口 ①細砂粒

119-2 
覆土 結合部片 底ー 讐化焔 外面横撫で。

PL50 台付甕
高 (3.0) 5YR7/4にぶい橙

B区2号井戸遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 ①③胎色土調 忍海成

図版番号 器種 残存
計測値(cm) 成・整形技法の特徴 備考

120 1 土師器
覆土

口(13.0) ①細砂粒
外面縦位のヘラ磨き。内外面口唇部横位の

PL50 直口壺
口縁部片 底 ②酸化焔 器面やや摩

高 (6 O) ③7.5YR7/3にぶい橙
ヘラ磨き。内面縦位のヘラ磨き。 滅。

120-2 土師器
口 123 ①細砂粒、褐色粒

PL50 壺
覆土 ほぼ完形 底 7 0 ②酸化焔

外面浅い刷毛目後、粗い撫で。口縁部内外

高 258 ③7 5YR7/4にぶい橙
面横撫で。内面浅い刷毛目。

120-3 土師器
覆土

口（11.0) ①細砂粒、小礫
外面縦位の刷毛目。内面ヘラ撫で。 S字状

PL50 台付甕
口縁部片 底 ②酸化焔

高 (3.7) ③5YR5/6明赤褐
の口緑部は丁寧な面取り調整。

120-4 土師器
覆土

口(15O) ①細砂粒、褐色粒
外面斜位の刷毛目後、頸部横撫で。内外面

PL50 台付甕
口～胴部片 底 ②酸化焔

高 (9 3) ③7 5YR6/6橙
口緑部横撫で。内面ヘラ撫で。

5と同ーか。

120-5 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

PL50 台付甕
覆土 胴～台部片底 96 ②③酸7. 化焔

外面縦位の刷毛目。内面ヘラ撫で。
高（20.6) 5YR6/6橙

4と同一か。
I 
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追物観察表

B区2号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位罰
部位

計測値（cm)
0)胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存 ③色調
成・整形技法の特徴 | 備考

121-1 土師器
口(11.0) ①細砂粒、褐色鉱物

外面横撫で。内外面口縁部横撫で。内面へ

PL50 直口壺
覆土 口緑部片 底ー 喜9化焔高 (31) 5YR7/4にぶい橙

ラ撫で。

B区6号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位糾
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成
図版番号 器種 残存

成・整形技法の特徴 | 備考

121-1 土師器
口 ①細砂粒、褐色鉱物

PL50 壺
覆土 底部片 底 38 讐jヒ焔

外面ヘラ撫で後、粗いヘラ磨き。内面ヘラ

高（2.5) R5/4にぶい赤褐
撫で。

B区10号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位囲
部位

計測値(cm)①③胎色調土 ②焼成
図版番号 器種 残存

成・整形技法の特徴 | 備考

122-1 
土師器 長さ 118 ①細砂粒

PL50 
手焙り形 覆土 面片 幅 5.6 ②酸化焔

櫛で規則的な剌突痕を施す。円形貼付2ヵ

土器 厚さ 06 后r::VD7/C,匹 所あり。調整は丁寧な横撫で。

B区14号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位囮
部位

計測値(cm)
囮）胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存 ③色調
成・整形技法の特徴 | 備考

122-1 土師器
口 ①細砂粒、白色粒

PL50 高坪
覆土 脚部片 底 一 雪化焔 I外面ヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

高 (5.-8J_ 5YR6/4にぶい橙

B区20号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値（cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

122-1 土師器
口 18.8 ①細砂粒、白色粒

外面浅い刷毛目。口縁部内外面横撫で。内
覆土 ほぽ完形 底 6.3 ②酸化焔

PL50 甕 高 25.3 ③5YR5/4にぶい赤褐
面ヘラ撫で。器面摩滅。

122-2 土師器
口 152 ①細砂粒、褐色粒 外面浅い刷毛目後、粗い撫で。頸部指頭圧

覆土 口～胴部片 底ー
③②酸5Y化R焔5/4にぶい赤褐

痕残る。口緑部内外面横撫で。内面ヘラ撫
PL50 甕 高 (l2.5) で。

B区30号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位阻
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

124-1 土師器
口(14.3) ①細砂粒

外面粗いヘラ磨き。内面ヘラ撫で後、ヘラ
覆土 口緑部片 底 ②酸化焔

PL51 直口壺 百回 (5.7) ③5YR7/6橙
磨き。外面摩滅。

土師器
口 ①細砂粒

124-2 
覆土 底部片 底 4.3

②③酸5Y化R焔6/6橙
外面浅い刷毛目。内面刷毛目。

PL51 甕 高（1.8)

B区32号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 計測値(cm)い(!)、胎缶呻土 ②焼成 成・整形技法の特徴 | 備考

図版番号 器種 残存

124-1 土師器
口(18.0

覆土 坪部片
底一 I②R酸2. 化焔 I外面丁寧な横撫で。内面横撫で。

PL51 高坪 高 (4.5) 5YR5/6明赤褐

B区34号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
厄）胎土 ②焼成

成・整形技法の特徴 | 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

124-1 土師器
口(15.0) ①細砂粒、白色粒

外面斜位の刷毛目後｀肩部に横位の刷毛目。
覆土 口縁部片 底ー ②R酸7. 化焔PL5l 台付甕 高（4.9) 5YR7/3にぶい橙

内面ヘラ撫で。

B区39号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

土師器 結合～台部
口 ①細砂粒、白色粒

外面丁寧なヘラ磨き。内面ヘラ磨き。 孔を125-1 
覆土 底 ②酸化焔

PL51 器台 片
百回 (3 8) ③7.5YR5/4にぶい褐

3穴穿つ。

125-2 土師器
口(15O) ①細砂粒

覆土 口縁部片 底一
②R酸5Y化R焔4/4にぶい赤褐

内外面口縁部横撫で。
PL51 甕 高（4.7)
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B区40号土坑遺物観察表

：塁ぢ I: : 1 出土位置
125-1 
PL51 

土師器 頃土
鉢

□二6、I①胎土 ②焼成
口～胴部片底 一

高 (5.0) I③75YR5/3にぶい褐

戸 片

悶計測値(cm)ふ麿贔 2焼成

ロ ー ①細砂粒、白色粒
底 (9.0) ②酸化焔
高 4.3) l(3)7.5YR6/4にぶい橙

c区1号井戸遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部 位 ①③胎色土調 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

127-1 土師器
口(133) ①細砂粒、小礫

PL51 鉢
毅土 2/3 底 6.2 ②酸化焔

高 (6.4) ③5YR6/6橙

127-2 土師器 ロ ①細砂粒、白色粒

PL51 鉢
毅土 2/3 底 6.5 ②酸化焔

百回 (86) ③7.5YR7/4にぶい橙

127-3 土師器
口 ①細砂粒、白色粒

PL51 高坪
四土 坪部片 底 ②酸化焔

高 (6 3) ③7.5YR8/4浅黄橙

128-4 土師器
口 ①細砂粒、白色粒

PL51 高坪
覆土 脚部片 底 ②酸化焔

高 (9 0) ③7.5YR8/5浅黄橙

128-5 土師器
口 220 ①細砂粒

Pし51 高坪
覆土 坪部 底 ②酸化焔

高 (8 2) ③10YR7/4にぶい黄橙

128-6 土師器
口 ①細砂粒

PL51 高坪
複土 脚部片 底 ②酸化焔

高 (8 7) ③IOYR7/5にぶい黄橙

128-7 土師器
口 ①細砂粒、白色粒

PL51 高坪
覆土 脚部片 底 ②酸化焔

高(10.0) ③7 5YR7/4にぶい橙

128-8 土師器
口 7.8 ①細砂粒

PL51 直口壺
覆土 完形 底 4.5 ②酸化焔

高 135 ③!OYR8/3浅黄橙

128-9 土師器
口 10.3 ①細砂粒

PL51 直口壺
裂土 ほぼ完形 底丸底 ②酸化焔

高 14.6 ③7.5YR7/2明褐灰

128-10 土師器
口 (117) ①細砂粒

PL51 直口壺
覆土 口縁部片 底 ②酸化焔

古回 (6 O) ③10YR6/3にぶい黄褐

128-11 
土師器 口 54 ①細砂粒

PL51 
手捏ね土 覆土 完形 底 5.1 ②酸化焔
器 百回 85 ③IOYR7/3にぶい黄橙

128-12 
土師器 口 5.7 ①細砂粒

PL51 
手捏ね土 疫土 完形 底 43 ②酸化焔
器 百回 4.5 IC3llOYR7/3にぶい黄橙

c区2号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調

130-1 土師器
口 120 ①細砂粒

PL51 :l甘
覆土 1/2 底 2.0 ②酸化焔

高 5.7 ③5YR6/6橙

130-2 土師器
口 (9 8) ①細砂粒

PL51 坦
覆土 1/3 底 2.2 ②酸化焔

高 59 ③7 5YR7/4にぶい橙

130-3 上師器
覆土

口(15.8) ①細砂粒、白色粒

PL51 g 一
口緑部片 底 ②酸化焔

高 (7 5) ③5YR6/8橙

130-4 土師器 口 190 ①細砂粒

PL51 ・gゴEゴ 覆土 口緑部片 底 ②酸化焔
高 (8 5) ③7.5YR6/4にぶい橙

130-5 土師器 ロ ①細砂粒

PL51 甕
覆土 胴～底部 底 7.5 ②酸化焔

高 (IO5) ’③7 5YR6/6橙

追物観察表

成 ・整形技法の特徴

外面ヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。内面
刷毛目。

成・整形技法の特徴

外面刷毛目。内面刷毛目。台部端部横撫で。

成・整形技法の特徴

外面ヘラ削り。内面ヘラ撫で。内外面口縁
部横撫で。

外面ヘラ撫で。外面に厳が残る。内面ヘラ
撫で。口縁部欠損。底部に籾痕が残る。

外面丁寧なヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

外面丁寧な縦位のヘラ磨き。内面ヘラ撫で。
内面に輪積み痕残る。

外面横撫で後、粗いヘラ磨き。内外面口緑
部横撫で。内面横撫で後、ヘラ磨き。

外面丁寧なヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

外面ヘラ撫で、裾部ヘラ磨き。内面ヘラ撫
で。内面に絞り厳残る。

外面底部・胴部下半ヘフ削り。胴部上半へ
ラ撫で後、粗いヘラ磨き。内外面口縁部横
撫で。
外面底部 ・胴部下半ヘラ削り。胴部上半へ
ラ撫で後、粗いヘラ磨き。内外面口緑部横
撫で。

外面ヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。内面
ヘラ撫で。内外面赤色塗彩。

外面ヘラ削り。指頭圧痕残る。内外面口緑
部粗い横撫で。ミーチュアの直口壺。

外面ヘラ削り。指頭圧痕残る。内外面口縁
部粗い横撫で。ミーチュアのコップ型土器。

成・整形技法の特徴

外面ヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。内面
ヘラ磨き。

外面ヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。内面
ヘラ撫で。

内外面口縁部丁寧な横撫で。

外面胴部櫛描横線。口縁部刷毛目。口唇部
に棒状貼付文3条を 3組施す。内面口緑部
に矢羽根状刺突文を 2段巡らす。口縁部内
外面赤色塗彩。

外面ヘラ磨き。内面ヘラ撫で。底部は平底、
胴部は球胴形を呈す。

備考

備考

備考

4と同一個
体か。

3と同一個
体か。

6と同一個
体か。

5と同一個
体か。

備考

器面やや摩
滅。
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遺物観察表

挿図番号 種類
出土位屑

部位 ①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成 ・整形技法の特徴 備考

130-6 土師器
覆土

口(I5 O) ①細砂粒、褐色粒
外面胴部刷毛目。内外面口緑部横撫で。内

PL51 台付甕
口～頸部片 底 ②酸化焔

古r司 (6 2) ③7 5YR7/4にぶい橙
面ヘラ撫で。

130-7 土師器
口 145 ①細砂粒、褐色粒

PL51 台付甕
覆土 ほぼ完形 底一 ②酸化焔

外面胴部刷毛目。内外面口緑部横撫で。内 外面やや摩

高（246) ③IOYR7/4にぶい黄橙
面横撫で。内面に煤付着。 滅。

130-8 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

PL51 台付甕
覆土 胴～台部片 底 100 ②酸化焔

外面胴部刷毛目。内面ヘラ撫で。内面台部

高(15.5) ③7.5YR7/4にぶい橙
下端折返し。

131-9 上師器
口］36 ①細砂粒、褐色粒

Pし52 台付甕
覆土 口～胴部片底 一 ②③酸]( 化焔

外面胴部刷毛目。内外面口緑部横撫で。内

高 203 OYR7/3にぶい黄橙
面ヘラ撫で。

c区3号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位四
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成
図版番号 器種 残存

成・整形技法の特徴 備考

131-1 須恵器
口 ①細砂粒、白色粒

PL52 坪
覆土 底部片 底 5 7 ②遠元焔 右回転雛鑢整形。底部は静止糸切り。

高 (2.5) ③IOYR6/2灰黄褐

131-2 
土師器 口 ①細砂粒

PL52 
手捏ね土 覆土 脚部片 底 ②酸化焔

外面ヘラ撫で。指頭圧痕残る。 ミニチュア

器 高 (3 6) ③5YR7/6橙
の高坪の脚部か。

131-3 土師器
口 (20.0) ①粗砂粒

PL52 甕
覆土 口緑部片 底ー

I② R) 酸化焔
内外面口縁部横撫で。

高（54) 7 5YR8/3浅黄橙

c区6号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 ①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成・整形技法の特徴 | 備考

132-1 土師器
口{17.2) ①細砂粒

外面刷毛目。内外面口緑部横撫で。内面へ

PL52 台付甕
覆土 口縁部片 底ー 讐化焔

高 （3 0) 5YR6/3にぶい褐
ラ撫で。

c区10号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位慨
部位 I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成・整形技法の特徴 I 備考

132-1 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

PL52 甕
覆士 底部片 底 5.5 ②酸化焔

外面ヘラ撫で。外面に指頭圧痕残る。内面

四百 (2 2) ③10YR5/2灰黄褐
ヘラ撫で。底部ヘラ撫で。

c区11号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 厄帰土②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成・整形技法の特徴 備考

133-1 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

PL52 器台
覆土 台部片 底 12.2 ②酸化焔

外面ヘラ撫で後、粗いヘラ磨き。裾部内外 器面やや摩

扁（33) ③10YR7/2にぶい黄橙
面横撫で。内面ヘラ撫で。孔を4穴穿つ。 滅。

133-2 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

Pし52 甕
裂土 胴～底部片 底 80

②R酸10化YR焔7/3にぶい黄橙

外面胴部ヘラ削り 。内面ヘラ撫で。胴部は

高 (218) 
球胴形、底部は平底を呈す。

巳 部位 計測値（C―-、 l胎土 2焼成

口緑□□□：：ニ 成・整形技法の特徴

外面ヘラ撫で後、ヘラ磨き 。内面横撫で。

口縁部に棒状貼付文。有段口緑。

備考

一□3L 
町
“
“

C
挿
図

ー

P

部位 1胎土 2焼成
残存 計測値（cm)③色調

ロ (9.7) ①細砂粒、褐色粒
頸～底部片底 ー ②酸化焔

裔 ＿岱．l）③2.5YR6/6橙

成・整形技法の特徴

外面ヘラ撫で。口緑部内外面横撫で。内面

ヘラ撫で。

備考

冑
胴～］□言口言：：ふ褐 成・整形技法の特徴 備考

外面胴部刷毛目。台部ヘラ撫で。台部内面

ヘラ撫で。
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遺物観察表

c区18号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)I①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

134-1 土師器
口(134) ①細砂粒

外面ヘラ削り。内外面口縁部横撫で。内面四土 口～体部片 底 ②酸化焔
PL52 坪

高 (4 9) ③7 5YR6/3にぶい褐
ヘラ撫で後、粗いヘラ磨き。

土師器
口 ①細砂粒

134-2 
毅土 底部片 底 (5 0) ②酸化焔 外面ヘラ削り。内面丁寧なヘラ磨き。PL52 壺

高 (3 5) ③7 5YR6/4にぶい橙

土師器
口 ①細砂粒、小礫134-3 

毅土 坪部片 底 ②酸化焔 外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で。PL52 高坪
百I司 (3 9) ③7.5YR6/4にぶい橙

挿図番号 種類
出土位置

部位
石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

134-4 石製品
覆土 完形 蛇紋岩

長さ 40 幅 I7 孔径0.15。両面に研磨痕残る。表面光沢あ
PL52 剣形 厚さ 05 重星 423 り。表面中央に鍋を作り出す。

[
『

亜

3
 

区
“
“

C
挿

図

ー

部位 ①胎土②焼成

口緑ロロ［巴言言：し橙

成・整形技法の特徴

外面ヘラ撫で後ヘラ磨き。内面横撫で後、
粗いヘラ磨き。

備考

c区29号ピット遺物観察表
：塁ぢI: :I出土位涸1口靡 I計測値(c‘ 囮）胎土②焼成

ロ(14.6
口～胴部片 I底 ー

高 (18.0) i③7.5YR6/4にぶい橙

136-1 
PL52 

土師器 国土
台付甕

成・整形技法の特徴

外面胴部刷毛目。内外面口緑部横撫で。内
面浅い刷毛目。口緑部は単口緑。

備考

雪汀遺：口表1口□□言三
136-1 
PL52 

土師器 濯土
台付甕

成・整形技法の特徴 I 備考

外面刷毛目。内面ヘラ撫で。台部端部横撫I器面摩滅
で。

c区78号ピット遺物観察表
ば忠霊認 I霊： 1 出土位置 1 芸悶 I計測値（c、|①胎土②焼成

ロ (23.5
口～頸部片I底 ― ) I胄酸化焔 ／

高―-(,J.3 3 lOYR6 2灰黄褐

136-1 
Pし52

土師器 濯土
台付甕

成・整形技法の特徴 I 備考

外面刷毛目。内外面口緑部横撫で。内面横
位のヘラ磨き。

D区4号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 ①③胎色土調 忽沼［成

図版番号 器種 残存
計測値(cm) 成・整形技法の特徴 備考

138-1 土師器
覆土

口 (31.0) ①細砂粒、褐色粒
外面ヘラ削り。内外面口緑部横撫で。内面

PL52 甕
口～胴部片 底 ②酸化焔

高 (8.6) ③IOYR6/4にぶい黄橙
ヘラ撫で。

139-2 土師器
毅土

口(140) ①細砂粒
外面刷毛目。内外面口緑部横撫で。内面へ

PL52 台付甕
口～胴部片底 一

②③酸5Y化R焔7/2明褐灰

外面器面摩

高（78) ラ撫で。 滅。

D区5号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位慨
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

土師器
口 ①細砂粒

139-1 
覆土 坪部2/3 底 ②酸化焔 外面ヘラ磨き。内面ヘラ磨き。PL52 高坪

百回 (4 I) ③10YR7/2にぶい黄橙

139-2 土師器
口 (29.0) ①細砂粒

外面胴部ヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。覆土 口～胴部片 底ー
②R酸!O化YR焔5/]褐灰PL52 甕

高 (15.4) 内面ヘラ撫で。

D区10号土坑遺物観察表
挿図番号 種頚

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

140-1 土師器 口～底部
口 (9 8) ①細砂粒、白色粒

外面体部ヘラ削り。内外面口緑部横撫で。毅土 底 (3 4) ②酸化焔
PL52 用 1/2 

古回 7 0 ③5YR5/6明赤褐 内面ヘラ撫で。

140-2 土師器 口～胴部
口 (8 6) ①細砂粒

外面胴部ヘラ撫で。内外面口緑部横撫で。四土 底一 ②R酸7. 化焔Pし52 小型甕 1/4 高（5.8) 5YR5/3にぶい褐
内面刷毛目。
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遺物観察表

挿図番号 種類
出土位四

部位 計測値 Q)長さ②幅③孔径④頂さ
成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存 (cm、g)

140-3 土製品
覆土 完形 ①6.3②5.0③0.7~1.3④160 外面ヘラ削り 。棒軸巻き付けにより成形か。

PL52 土錘
140-4 土製品

覆土 完形 ①6 3②5.3③0.7~1.0④170 外面ヘラ削り 。棒軸巻き付けにより成形か。
PL52 土錘
140-5 土製品

複土 完形 ①7 0②50③0 7~I 0④172 外面ヘラ削り 。棒軸巻き付けにより成形か。
Pし52 土錘
140-6 土製品

毅土 完形 ①66②49③0 7~1 0④155 外面ヘラ削り 。棒軸巻き付けにより成形か。
Pし52 土錘
140-7 土製品

毅土 l/2 ①7 0②49③I 2~I 8④100 
外面ヘラ削り。棒軸巻き付けにより成形か。

PL52 土錘 1/2欠損。

戸旦：：：：表1ご□言三橙：外面胴部ヘフ成削り整0形内技面法へのフ特：て。 備考

D区12号ピット遺物観察表
挿図番号 種類

出土位闘
部位 0)胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成・整形技法の特徴 備考

141-1 土師器
口 ①細砂粒

PL52 柑
覆土 体部 底 3.1 ②酸化焔

外面丁寧なヘラ磨きで、平滑に仕上げる。

局 (6 O) ③2 5YR5/4にぶい赤褐
底部に焼成後、孔を穿つ。口縁部赤色塗彩。

141-2 土師器
覆土

口(180) ①細砂粒

PL52 高坪
坪部 底ー 言悶ヒ焔 外面横撫で後、 粗いヘラ磨き。内外面口緑

高 （6 7) YR6/2灰黄褐
部横撫で。 内面坪部横位のヘラ磨き。

D区22号ピット遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 |(!)③胎色土調 忽湿成

図版番号 器種 残存
計測値(cm) 成・整形技法の特徴 備考

141-1 土師器
口 (13.0) ①細砂粒、褐色粒

外面ヘラ削り 。外面に接合痕、敲残る。内

PL52 鉢
覆土 口～胴部 底 ②酸化焔

百回 (4.4) ③7.5YR7/4にぶい橙
外面口緑部横撫で。内面ヘラ撫で。

141-2 土師器
口 (13O) ①細砂粒

外面ヘラ削り 。内外面口緑部横撫で。内面

PL52 坪
覆土 口～胴部 底 3.8 麿門化焔

器面やや摩

高 7 5 IOYR7/3にぶい黄橙
ヘラ撫で。 滅。

三
部位 1胎土―忽）焼成
残存 計測値（cm)③色調

ロ (16.0) ①細砂粒、小礫
口緑部片 底 ー ②酸化焔

高 4.1) 1@5YR5/6明赤褐

成・整形技法の特徴 I 備考

外面ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。内面

ヘラ撫で。

E区1号土坑遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)(!)③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

143-1 土師器
口(17.3) ①細砂粒、褐色粒

外面肩部櫛描き波状文を施す。内面口縁部
覆土 口～頸部片 底 ②酸化焔

PL53 壺 高 (6.8) ③5YR6/6橙
ヘラ磨き。内面横撫で。

土師器
口 ①粗砂粒、 小礫

143-2 
覆土 底部片 底 9.3 ②R酸7. 化焔

外面ヘラ磨き。底部に木葉痕残る。
PL53 壺 高 （29) 5YR浅黄橙

F区1号井戸遺物観察表

百ごぢI: :I出土位慨1： ほ 石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

145-1 
Pし53

石製品 I覆土
転用砥

ほぼ完形

石鉢の片口部付近を再利用。荒砥級。石鉢
粗粒輝石安長さ 9.7 幅 7.l の部位は左平面が内面。右平面にエ具痕あ

山岩 厚さ 3.6 重量 230.0り。砥石は表・裏2面。手持ち砥。軟質。

五言』1？？1：::［□言三：粒
146-1 
PL53 

土師器 国土
壺
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成・整形技法の特徴 備考

外面ヘラ撫で。口緑部内外面横撫で。内面I器面摩滅。
ヘラ撫で。



挿図番号 1 種類
図版番号 器種

出土位置

146-2 土師器 濯土
PL53 台付甕

A区1号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
図版番号 器種

148-1 土師器
Pし53 鉢形土器

覆土

148-2 土師器
PL53 直口壺

覆土

148-3 土師器
PL53 高坪

覆土

148-4 土師器
PL53 高坪

覆土

148-5 土師器
PL53 高坪

覆土

148-6 土師器
PL53 高坪

覆土

149-7 土師器
PL53 高坪

習土

149-8 土師器
覆土

PL53 台付甕

149-9 土師器
覆土

PL53 台付甕

149-10 土師器
PL53 

罪一
覆土

A区2号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
図版番号 器種

150 1 土師器
PL53 高坪

覆土

150-2 土師器
覆土

PL53 台付甕

A区4号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位樅
図版番号 器種

153-1 磁器
覆土

PL53 碗

153-2 磁器
覆土

PL53 碗

153-3 磁器
覆土

PL53 碗

153-4 磁器
PL53 碗

覆土

153-5 磁器
覆土

PL53 碗

153-6 磁器
閣土

PL53 碗

153-7 磁器
覆土

PL53 碗

153-8 陶器
疫土

PL53 香炉

部位 計測値（cm)①胎土②焼成
残存 ③色調
ロ ー ①細砂粒、褐色粒

台部片 底］0.0 ②酸化焔
高 7.7 3 7.5YR7/6橙

部位 ①③胎色土調 ②焼成
残存

計測値(cm)

体～底部
口 ①細砂粒、褐色粒

2/3 
底 40 ②酸化焔
高 (4 5) ③IOYRS/3浅黄橙

体～底部
口 ①細砂粒

2/3 
底 4.0 ②酸化焔
百回 (4 5) ③10YR7/2にぶい黄橙
口 ①細砂粒

脚部片 底 ②酸化焔
百回 (5 6) ③10YR7/2にぶい黄橙
口 ①細砂粒、輝石

脚部2/3 底 ②酸化焔
高 (5.2) ③7.5YRにぶい橙

口～脚部
口 (8 7) ①細砂粒

1/3 
底 (7 2) ②酸化焔
高 7.0 ③IOYR8/2灰白
口 ①細砂粒、褐色粒

坪部4/5 底 ②酸化焔
高 (3 7) ③5YR6/4にぶい橙
口 16.0 ①細砂粒、褐色粒

坪部4/5 底 ②酸化焔
高 (5.6) ③7.5YR7/4にぶい褐
口(120) ①細砂粒

口～胴部 底 ②酸化焔
高(120) ③7 5YR5/2灰褐
口(16.7) ①細砂粒

口縁部片 底 ②酸化焔
高 (5.9) ③5YR4/2灰褐
口 ①細砂粒

肩部片 底 ②R酸lOイ̀  ヒ焔
高 YR8/3浅黄橙

部位
'①③胎色土調 ②焼成

残存
計測値(cm)

口 ①細砂粒
脚部片 底(16.6) ②酸化焔

高 (2.8) ③IOYR7/4にぶい黄橙
口(16O) ①細砂粒、小礫

口縁部片 底一 ②③酸5Yイヒ焔
高（33) R4/4にぶい赤褐

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成

残存

口 (9 0) ① 
口縁部片 底 ② 

百回 (2 9) ③N8／灰白
口 8.0 ① 

1/2 底 40 ② 
百回 4.3 ③N8／灰白
口 8 I ① 

ほぼ完形 底 34 ② 
高 4.8 ③N8／灰白
口 157 ① 

口縁部片 底 6.0 ② 
高 6.4 ③N8／灰白
口 II 5 ① 

1/2 底 3.9 ② 
高 5 2 ③N8／灰白
口 120 ① 

1/2 底 42 ② 
高 5 2 ③N8／灰自
口 119 ① 

2/3 底 40 ② 
高 5.0 ③N8／灰白
口（112) ① 

1/4 底(10.2)
② ③7 5Y8/2灰白高 5.1

遺物観察表

成・整形技法の特徴

外面刷毛目。接合部に砂粒を多く含む。内
面ヘラ撫で。

成・整形技法の特徴

外面ヘラ削り。内面ヘラ撫で。小型の鉢形
土器。

外面横位の丁寧なヘラ削り。内面ヘラ撫で。
体部に焼成後穿孔の穴あり 。

外面丁寧なヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

外面丁寧なヘラ撫で、裾部は横撫で。内面
ヘラ撫で。孔は3穴か。

外面丁寧なヘラ磨き。内面ヘラ撫で。脚部
に孔が3穴あり。

外面坪部下部ヘラ撫で、上部ヘラ磨き。内
面放射線状のヘラ磨き。

外面ヘラ削り。内外面口縁部横撫で。内面
ヘラ撫で。

外面ヘラ削り後上半部のみ刷毛目。内面へ
ラ撫で。内面に輪積み痕残る。小型の台付
甕。

外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面
ヘラ撫で。

肩部に櫛描横線、その上に斜位、下には横
位の櫛状工具による連続刺突文を施す。

成・整形技法の特徴

外面T寧なヘラ磨き、裾部は横撫で。内面
ヘラ撫で。

外面斜位の刷毛目後、横位の刷毛目。内外
面口緑部横撫で。内面ヘラ撫で。

成・整形技法の特徴

口緑部吹き墨による施文か。近・現代。

赤（鶏冠部分）と酸化コバルトによる銅版
転写。高台内無釉。近・現代。

青磁染付。クロム青磁釉薄く施す。外面縦
線。一箇所吹墨で緑の葉を、手書きで葉脈
を染め付ける。近 ・現代。

染付。柿の実と菊を茶色で描く。近・現代。

平碗型。外面緑の下絵で葉を、ピンクで
花？を描く。近・現代。

平碗型。外面銅版転写により菊花状の文様
を染め付ける。中心部分のみ緑色。近・現
代。

平碗型。外面銅版転写により梅樹文を染め
付ける。花のみ緑色。近 ・現代。

口緑部から体部外面灰釉。江戸時代。

備考

備考

外面赤色塗
彩

内外面靡滅

激しい

パレス壺

備考

備考

瀬戸・美濃

瀬戸・美漿

瀬戸・美浪

か

瀬戸・美濃

瀬戸 ・美濃

製作地不詳

瀬戸・美浪

瀬戸・美濃？
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追物観察表

挿図番号 種類
出土位肛

部位
計測値(cm)

O)胎土 ②焼成
成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存 ③色調

153-9 磁器
口 112 ① 

覆土 1/2 底 64 ② 銅板転写による緑色染め付け。近・現代。 製作地不詳
PL53 皿 高 2.3 ③N8／灰白

153-10 磁器
口(13.4) ① 

口縁部内面簡略化した唐草文。底部内面蛇 肥前、波佐
毅土 口緑部片 底 (6 8) ② 

PL53 皿 高 3.1 ③IOY7/l灰白
の目釉剥ぎ。18世紀末から19世紀前半。 見系

153-11 陶器
口 (340) ① 

厚手の灰釉大皿。いわゆる石皿。19世紀中
覆土 口緑部片 底 ② 益子・笠間

PL53 皿
百回 (4 8) ③IOY7/]灰白

から後半。

153-12 陶器
口 ① 

覆土 体部片 底 ② 外面に灰釉。体部上位片。江戸時代。 瀬戸・美浪
PL53 徳利 高 (6 0) ③IOY7/l灰白

154-13 陶器
口(186) ① 

飴釉。口緑端部を除き、小さい白斑が生じ
覆土 口縁部片 底 ② 瀬戸・美漿

PL53 片口鉢
百回 (5 6) ③IOY7/l灰白

て失透する。17世紀中頃。

154-14 陶器
長さ 11.9 ① 

底部無釉で布痕残る。側面から上面に透明
覆土 1/4 幅 (5 I) ② 製作地不詳

PL53 おろし具
厚さ 0.8 ③N8／灰白

釉。近 ・現代。

154-15 陶器
口 (34.0) ① 

口緑部外面3段に作る。口縁部から外面鉄
覆土 1/4 底 ② 益子・笠間

PL53 揺り鉢 高(133) ③2 5YR3/2暗赤褐
釉。近現代。

154-16 土器
口 (296) ① 

内面煤付着。円形透かしの個数は不明。近
毅土 1/5 底（238) ② 在地系

PL53 鼈贋輪 高 78 ③7 5YR7/4にぶい橙
現代。

154-17 土器
口(15I) ① 

輔櫨整形。左回転糸切り無調整。燻し焼成。
覆土 2/3 底 84 ② 在地系

PL54 植木鉢 高 83 ③黒2.5YR2/l
底部中央に水抜き穴。近現代。

154-18 土器
口 211 ① 

雛櫨整形。左回転糸切り無調整。燻し焼成。
覆土 4/5 底 14.0 ② 在地系

PL54 植木鉢 高 120 ③黒25YR2/l 
底部中央に水抜き穴。近現代。

154-19 土器
口 28.8 ① 

輔轄整形。底部外面砂底。脚ーカ所残存。
塑土 1/3 底 173 ② 在地系

PL54 植木鉢
高 18.3 ③黒25YR2/l 

燻し焼成。水抜き穴は残存しない。近現代。

154-20 土器
口 25.7 ① 輔轄整形。底部外面砂底。脚ニカ所。燒し

覆土 2/3 底 16.8 ② 焼成。底部中央に水抜き穴。体部外面回転 在地系
PL54 植木鉢 高 15I ③黒25YR2/l 施文具により施文。近現代。

154-21 硝子
口 2 5 ① ミルトン400ミリリットル透明瓶。底部に

覆土 完形 底 5.8 ② 「M」、「13」の陽刻。取っ手中央と反対側に
PL54 瓶 高 183 ③ 型痕。

挿図番号 種類
出土位置

部位
石材 計測値(cm、g) 成 ・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

154-22 石製品
覆土 ほぼ完形 砥沢石

長さ 8.2 幅 30 両小口は欠損か不明。使用4面。裏面に削 流紋岩手

PL54 砥石 厚さ 22 重量 95 目痕あり。削目の荒さは19世紀前半以前。 持砥

154-23 石製品 長さ 9.0 幅 4.2
図右、裏面にやや粗い削目。奥小口は旧時 流紋岩中

覆土 2/3 砥沢石 欠損。先尖りの刃付砥。使用は表、右側部 砥級手持
PL54 砥石 犀さ l6 重鼠 95

の2面。削目の荒さから 19世紀前半以前。 砥

154-24 石製品 旧時 粗粒輝石安 長さ 5I 幅 3I 
自然円礫の半面を使用。研磨主体は金属か

覆土 不明。摩耗面には後の別時点で削られた状
PL54 磨き石 半欠か 山岩 厚さ1.9 重鼠 30.0

態あり 。下半の欠損は旧時。

挿図番号 種類
出土位慨

部位
計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

154-25 鉄製品 長さ 87 幅 1.0
旧態通りであるが、下端は旧欠再利用かや

覆土 棒状剥片 や角ばる。質は和鉄か古代鉄か陪状剥落少
PL54 棒状 厚さ 08 重且 323 

なく不明。

挿図番号
種類 出上位置 銭貨名 国名 計測値（cm、g) 書体・初鋳年等 備考

図版番号

154-26 
銅銭 覆土 寛永通賓 日本

外輪径2.2 内輪径0.7
新究永・ 1697年 ほぼ完形

PL54 重鼠 0.8

154-27 
銅銭 覆土 寛永通笠 日本

外輪径2.4内輪径0.6
新寛永・ 1697年 完形

PL54 重鼠 1.8

A区5号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
ゆ胎土②焼成

成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

155-1 軟質陶器
口 (27.0) ① 

口緑端部上面わずかに窪む。耳下端は体部 16から I7 
覆土 破片 底（238) 讐し焼成Pし54 焙烙 高 5.3 5YR6/l黄灰

に貼り付ける。 世紀

A区12号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 計測値 叫ここ一畑~J UIエ…手(._-I 成・整形技法の特徴 | 備考

図版番号 器種 残存 (cm、g)

157-1 土製品
覆土 完形 ①3 7②08③0.3④2 2 I中央部がやや膨らむ管状土錘。

PL54 土錘
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遺物観察表
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挿
図

ー

P

部位 計測値（cm)①胎土②焼成
残存 ③色調
ロ (15.0) ①細砂粒

口縁部片 底 ー ②酸化焔
高 4.0) l(3)7.5YR7/4にぶい橙

成・整形技法の特徴

外面縦位の刷毛目。内外面口縁部横撫で。

内面ヘラ撫で。

備考

A区20号溝遺物観察表

巴 閻

A区25号溝遺物観察表

： 悶|ば:I:］ ①長さ②幅③孔径④重鼠

完形 ①4,l②1.1③0.3④3.5 

成・整形技法の特徴

中央部が膨らむ管状土錘。

備考

挿図番号 種類
出土位置

部位 謬土②焼成
図版番号 器種 残存

計測値(cm)
調

成・整形技法の特徴 備考

164-1 土師器
覆土

口(15.UJ①細砂粒
外面刷毛目。内外面口縁部横撫で。内面へ

PL54 台付甕
口縁部片 底 ②酸化焔

高 (3 1) ③10YR8/2灰白
ラ撫で。

164-2 土師器
口(146) ①細砂粒

PL54 台付甕
覆土 口緑部片 底 ②酸化焔

外面刷毛目。内外面口縁部横撫で。内面へ

高 (3.5) ③IOYRS/2灰白
ラ撫で。

164-3 土師器
口 ①細砂粒

PL54 → g 
覆土 底部片 底 7.4 

②③酸10化YR焔8/3浅黄橙

外面ヘラ削り。内面ヘラ撫で。底部は平底

百回 (2 0) を呈す。

□亡口縁］口［し喜言□：松橙 成 ・整形技法の特徴

外面体部ヘラ削り。内外面口縁部横撫で。

備考

B区3号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成 ・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存
口 ①細砂粒、小礫

167-1 土師器
覆土 口縁部片 底 ②酸化焔

口緑部に 2段の稜を持つ。外面ヘラ磨き。
内外面摩滅。

PL54 用 高 (4 0) ③IOYR7/4にぶい黄橙
内面ヘラ撫で。

口 ①細砂粒
167-2 土師器

覆土 脚部片 底 ②酸化焔 外面縦位のヘラ磨き。内面ヘラ撫で。 外面摩滅。
PL54 高坪 高 (7.5) ③IOYR7/3にぶい黄橙

167-3 土師器
口(135) ①細砂粒、褐色粒

外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面覆土 口～胴部片 底 ②酸化焔
PL54 台付甕 高 (6 2) ③7.5YR6/4にぶい橙

ヘラ撫で。

ロ ①細砂粒、褐色粒
167-4 土師器

覆土 台部 底 9.8 ②酸化焔 外面刷毛目。内面ヘラ撫で。
PL54 台付甕 高 ③IOYR6/2灰黄褐
挿図番号 種類

出土位置
部位

石材 計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

自然円礫の半面を加工。加工は打ち欠きと
167-5 石製品

覆土 完形 ニッ岳軽石
長さ 116 幅 100 削りで、部分的に刃侶あり。中央の凹みに

Pし54 凹石 厚さ63 重量 3600 回転条痕はなく、 主として突き込みに見え
る。用途不明。
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迫物観察表

B区4号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位肘
部位 Q③)胎色調土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm) 成・整形技法の特徴 備考

168-1 土師器
口 98 ①細砂粒、白色粒

PL54 台付鉢
覆土 2/3 底 40 ②酸化焔

外面体部ヘラ削り 。頸部に指頭圧痕残る。

謁 104 ③7.5YR7/3にぶい橙
内面体部ヘラ撫で。

168-2 土師器
口(132) ①細砂粒

外面刷毛目。内外面口～頸部横撫で。内面

PL54 台付甕
覆土 口縁部片 底一

I②③酸IO化YR焔7/3にぶい黄橙
器面やや摩

高（87) 
ヘラ撫で。 滅。

B区5号溝遺物観察表
挿図図番号 種類 出土位置

部位
計測値(cm)

①胎土 ②焼成

版番号 器種 残存 ③色調
成・整形技法の特徴 I 備考

口(12.0) ①細砂粒、輝石
168-1 土師器 外面体部ヘラ削り 。内外面口緑部横撫で。

PL54 小型甕
毅土 口緑部片 底一 習灯ヒ焔

高（55) YR7/4にぶい橙
体部ヘラ撫で。

B区7号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
〖）胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存 ③色調
成・整形技法の特徴 | 備考

168-1 土師器
口 ①細砂粒、白色粒

PL54 器台？
覆土 接合部片 底 ②酸化焔 I外面ヘラ撫で。内面ヘラ磨き。

高 (2 I) ③2.5YR5/6明赤褐

B区8号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位四
部位

計測値(cm)
I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存 ③色調
成・整形技法の特徴 備考

168-1 土師器
口(120) ①細砂粒

外面体部ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。

PL54 坪
覆土 口縁部片 底 ②酸化焔

器面やや摩

高 (4 0) ③IOYR6/4にぶい黄橙
内面ヘラ撫で。 滅。

168-2 土師器
口(180) ①細砂粒、褐色鉱物

PL54 台付甕
覆土 口緑部片 底ー 讐化焔 外面頸部刷毛目。内外面口縁部横撫で。

高（3.0) 5YR7/4にぶい橙

慨

1

叩
区
“
“

B
挿
図

16
pL ゜

で撫横二
餌

輝
畔

内

咸

鱈

刷部頸面外
橙憤三

備考

B区14号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

焼締陶器
口 ① 

172-1 
覆土 底部片 底（148) ② 常滑片口鉢。 13~14世紀。

PL54 鉢
百回 (2 8) ③7 5Y6/l灰

挿図番号 種類
出土位四

部位
石材 計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存
自然円礫を利用。岸耗は表面のみ。上方に

172-2 石製品
No 4 

旧時
溶結凝灰岩

長さ 116 幅 8.2 刃ならし様の傷あり 。下半は旧時欠損。磨

PL55 荒砥 半欠か 厚さ 5.7 重量 649 きの主体は金属か不明。刃ならしは金属に
見える。

石製品
自然円礫、 川原石。平面図の上面と右側部

172-3 長さ 29.7 幅 12.4 に摩耗痕あり 。非金属。上面に小凹みが多

PL55 
台石・磨 No 7 完存 溶結凝灰岩

厚さ 95 重量 6100 くあり、それは自然の凹みのようでもある
き石 が、その中も摩耗あり。上方は風化摩耗。

172-4 石製品 長さ 9.4 幅 96
図表下半のみに自然円礫面あり 。それを除

No 43 完存 ニッ岳軽石 き、加工時の刃但と削り、割れあり。刃傷
Pし55 加工品 厚さ 78 重量 4300 

はエ具痕か。用途不明。

B区15号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位四
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

口 ①細砂粒
174-1 土師器

覆土 脚部片 底(130) ②酸化焔 外面裾部横撫で。内面横撫で。
PL54 商坪 高 (I 5) ③5YR5/4にぶい赤褐

174-2 土師器
口(150) ①細砂粒

毅土 口緑部片 底 ②酸化焔 内外面口縁部横撫で。
Pし54 甕 高 (52) lRJOYR6/3にぶい黄橙
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遺物観察表

B区19号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
O)胎土 ②焼成

成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

磁器
口 ① 

175-1 
覆土 底部片 底(10.7) ② 製作地不詳白磁。 時期不詳

PL54 碗
高 (2 6) ③IOY8/l灰白

175-2 磁器
口 ① 

内面不明文様。胎土灰白色で貰入がある。
覆土 底部片 底（58) 

② R7.5Y7/l灰白
肥前

PL54 皿 高（1.2) やや焼成不良。

B区21号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 霜土②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

調
成・整形技法の特徴 備考

177-1 土師器
口 ①細砂粒

PL54 器台
四土 器受け部片 底 ②酸化焔

外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で後ヘラ磨き。

高 (4.4) ③5YR6/6橙
口唇部に使途不明の孔を穿つ。

177-2 土師器
口(17.0) ①細砂粒

外面ヘラ撫で。内外面口緑部横撫で。内面

PL55 高坪
毅土 口～坪部片 底 ②酸化焔

高 (4.0) ③7.5YR7/6橙
ヘラ撫で。器面摩滅。

177-3 土師器
口 ①細砂粒

PL55 器台
覆土 台部片 底 ②酸化焔

外面ヘラ撫で後、ヘラ削り。内面ヘラ撫で。

吉回 (4 5) ③7 5YR7/6橙
孔を3穴穿つ。

177-4 土師器
口 ①細砂粒

PL55 直口壺
覆土 頸～体部片 底 ②酸化焔 外面ヘラ磨き。内面ヘラ磨き。

百回 (2 9) ③2.5YR7/2灰黄

177-5 土師器
口 ①細砂粒

Pし55 坦
毅土 体部片 底 ②酸化焔 外面ヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

高 (3 7) ③7 5YR6/4にぶい橙

177-6 土師器
口 ①細砂粒、小礫

PL55 台付甕
覆土 台部片 底 ②酸化焔 外面刷毛目。内面ヘラ撫で。

百回 (3 8) ③7 5YR7/4にぶい橙

177-7 
土師器 口 6 8 ①細砂粒

PL55 
手捏ね土 覆土 ほぽ完形 底 45 ②酸化焔

外面ヘラ削り。内面ヘラ撫で。口唇部を波

器 高 (4.I) 厄）7.5YR7/4にぶい橙
状に整形。

三 置
破!ば|i測:l)1は訳は二：口：部下位の器しこ

c区1号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 ①③胎色土調 百源桂成

図版番号 器種 残存
計測値(cm) 成・整形技法の特徴 備考

180 1 土師器
覆土

口～底部
口(12O) ①細砂粒、白色粒

外面横位のヘラ削り。内外面口縁部横撫で。

PL55 坪 1/3 
底 ②酸化焔

器面やや摩

高 5 5 ③IOYRS/4浅黄橙
内面ヘラ撫で。 滅。

180-2 土師器
覆土

口(130) ①細砂粒、小礫
内外面口緑部横撫で。外面頸部に櫛状工具

PL55 壺
口縁部片 底 ②酸化焔

百向 (4.6) ③7 5YR7/3にぶい橙
による刺突痕を巡らす。

180-3 土師器
覆土

口(13.0) ①細砂粒、白色粒
外面ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。内面

PL55 小型甕
口縁部片 底 ②酸化焔

高 (4.0) ③7.5YR7/3にぶい橙
ヘラ撫で。

180-4 土師器
毅土

口(156) ①細砂粒、白色粒
外面ヘラ削り。内外面口緑部横撫で。内面

PL55 甕
口～肩部片底 一 ②R酸l( 化焔

高（72) IOYR7/2にぶい黄橙 ヘラ削り。

c区2号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

180-1 土師器
口(118) ①細砂粒

覆土 口～坪部片 底 ②酸化焔 外面坪部ヘラ削り。内外面口縁部横撫で。
PL55 高坪

百回 (4.0) ③IOYR7/2にぶい黄橙

180-2 土師器
口 ①細砂粒

外面ヘラ削り 。焼成後、孔を穿つ。器種は
覆土 体部片 底 ②R酸lo1' ヒ焔PL55 不明

百向 YR2/l黒
壺か鉢か。

胃 置

：芸 計測値（cm)閾誓占②焼成

ロ ー ①細砂粒、白色粒
脚部片 底ー ②酸化焔

高 (8.7)③7'QYR7/3にぶい橙

成・整形技法の特徴

外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で。

備考

313 



遺物観察表

挿図番号 種類
出土位置

部位
計測値(cm)

①胎土 ②焼成
成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存 ③色調

183-2 土師器
口(160) ①細砂粒

覆土 口縁部片 底 ②酸化焔 外面ヘラ削り。内外面口緑部横撫で。
PL55 壺

百回 (4.6) ③7 5YR7/4にぶい橙

183-3 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

外面ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。内面
覆土 底部片 底 60

②③酸5Y化R焔5/4にぶい赤褐PL55 甕 高（1.6) ヘラ撫で。

c区4号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)(!)③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

183-1 土師器
口(160) ①細砂粒、褐色粒

覆土 口縁部片 底 ②酸化焔 外面体部ヘラ削り 。内外面口緑部横撫で。
PL55 坪

百I司 (3 5) ③7 5YR6/4にぶい橙

183-2 土師器
口（］7O) ①細砂粒、褐色粒

外面胴部ヘラ削り 。内外面口緑部横撫で。
覆土 口～胴部片 底 ②酸化焔

PL55 甕
高 (8.0) ③5YR3/l黒褐

内面ヘラ撫で。

183-3 須恵器
口 ①緻密 横瓶の口縁部。他に 7片の肩～胴部片あり 。

覆土 口緑部片 底 ②R還2. ―焔
胴部にはカキ目整形痕が残る。口～肩部に

PL55 横瓶
吉回 冗5YR7/1灰白 自然釉が見られる。

c区5号溝遺物観察表
挿因番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成 ・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

183-1 土師器 口～底部
口(I1.0) ①細砂粒

外面体部ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。
閉土 底 (6 O) ②酸化焔

Pし55 坪 1/3 
百回 3.9 ③7.5YR5/4にぶい褐

内面ヘラ撫で。底部は平底を呈す。

土師器
ロ ①細砂粒、褐色粒

183-2 
覆土 脚部片 底一 ②R酸7. 化焔

外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で。
PL55 高坪 高（38) 5YR7/3にぶい橙

c区6号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 ①③胎色土調 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm) 成・整形技法の特徴 備考

183-1 土師器
覆土

口(128) ①細砂粒、褐色粒
外面体部ヘラ削り 。内外面口緑部横撫で。

PL55 鉢
口縁部片 底一 ②酸化焔

高 (66) ③IOYR7/3にぶい黄橙
内面ヘラ撫で。

183 2 土師器
覆士

口(13.0) ①細砂粒、褐色粒

PL55 坪
口～体部片 底 ②酸化焔 外面体部ヘラ削り。内外面口緑部横撫で。

器面やや摩

百回 (4 0) ③5YR6/6橙
滅。

183 3 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

Pし55 高坪
毅土 脚～裾部片 底(13O) ②酸化焔

外面脚部ヘラ撫で。裾部横撫で。内面ヘラ

百回 (8.0) ③7.5YR7/3にぶい橙
撫で。

183-4 土師器
口 ①細砂粒

PL55 壺
覆土 底部片 底(IO0) ②酸化焔

外面体部ヘラ削り 。内面ヘラ撫で。平底の

高 (3 OJ ③IOYRS/3橙
中心部が円形に凹む。

183-5 土師器
毅土

口(140) ①細砂粒

Pし55 台付甕
口緑部片 底一 ②酸化焔

外面ヘラ削り 。内外面口緑部横撫で。内面

高（43) ③IOYR7/2にぶい黄橙
ヘラ撫で。外反する S字状口縁。

183-6 土師器
覆土

口(11.0) ①細砂粒、 小礫
外面ヘラ削り 。内外面口縁部横撫で。内面

PL55 台付甕
口縁部片 底ー 讐化焔

高（50) 5YR4/6褐
ヘラ撫で。口緑部は面取り調整を施す。

置一丁
区

“
“

C
挿
因

18
pL

部位 ］胎土②焼成
残存 計測値（cm)③色調

ロ (17.0) ①細砂粒
口緑部片 底 ー ②酸化焔

高 2.3) l(3)7.5YR4/l褐灰

成・整形技法の特徴

外面頸部刷毛目。内外面口縁部横撫で。近

江系の甕か。

備考

c区9号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出上位置
部位 I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成・整形技法の特徴 備考

183-1 土師器
口 ①細砂粒

Pし55 甕
覆土 底部片 底 (8 4) ②酸化焔 底部ヘラ削り。

百回 (0.8) ③7 5YR6/4にぶい橙

183-2 土師器
口(15.0) ①細砂粒

内外面口緑部横撫で。口緑部は面取り調整

PL55 台付甕
覆土 口縁部片 底一 誓化焔

高 12.5) 10YR7/3にぶい黄橙
を施す。

314 



遺物観察表

D区1号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
①胎土 ②焼成

成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

186-1 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で。孔を 3穴穿
覆土 脚部片 底 ②酸化焔

PL55 器台 高 (5.9) ③10YR7/3にぶい黄橙
つ。

土師器
口 ①細砂粒、白色粒

外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で。内面に絞り 3と同一個186-2 
覆土 脚部片 底 ②酸化焔

PL55 高坪
百向 (6.2) ③5YR6/6橙

跛見られる。 体か。

土師器
ロ ①細砂粒、白色粒

2と同一個186-3 
覆土 坪部片 底 ②酸化焔 外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で後、ヘラ磨き。

PL55 高坪 高 (3 2) ③5YR6/6橙
体か。

186-4 土師器
口(18O) ①細砂粒、白色粒

四土 口緑部片 底 ②酸化焔 内外面口縁部横撫で。内面ヘラ撫で。
PL55 甕 高 (6 3) ③10YR7/3にぶい黄橙

186-5 土師器
口 (25.0) ①細砂粒、褐色粒

四土 口緑部片 底 ②酸化焔 口縁部に段を持つ。内外面口縁部横撫で。
PL55 g 一 高 8.2 ③IOYR7/3にぶい黄橙

土師器
口 ①細砂粒

外面ヘラ削り。底部ヘラ削り。内面ヘラ撫187-6 
覆土 底部片 底 3.0 ②酸化焔

PL55 甕
百回 (6 I) ③IOYRS/3浅黄橙

で。

187-7 須恵器
口 12.4 ①細砂粒

右回転輔輔整形。底部は回転ヘラ削り（ヘ
覆土 ほぼ完形 底 90 ②還元焔

PL55 坪
百回 3.3 ③10YR7/l灰色

ラ起こし）。

挿図番号 種類
出土位置

部位
石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

187-8 石製品
塑土 2/3 蛇紋岩

長さ 32 幅 24 孔径02。表面斜位、裏面横位の研磨痕残る。

PL55 剣形 厚さ 04 重量 515 光沢なし。

D区2号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
|(!)胎土 ②焼成

成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

187-1 土師器
口(16.6) ①細砂粒、褐色粒

四土 口縁部片 底 ②酸化焔 内外面口縁部横撫で。口縁部は有段口緑。
PL55 ・g ギ 高 (5.5) ③10YR6/2灰黄褐

187-2 土師器
口(I9 O) ①細砂粒

外面頸部刷毛目。口緑部横撫で。内面刷毛
覆土 口縁部片 底 ②酸化焔

PL55 甕
高 (4.0) ③7 5YR4/l褐灰

目。

187-3 土師器
口(13.0) ①細砂粒、白色粒

外面ヘラ削り。口縁部横撫で。内面ヘラ撫
覆土 口緑部片 底一

②③酸5Y化R焔5/4にぶい赤褐PL55 小型甕
高（5.6)

で。甑の可能性もある。

D区4号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位閻
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

軟質陶器
口 ① 

酸化焔焼成。口縁端部上面平坦。口縁部内 16から I7 189-1 
覆土 口縁部片 底 ② 

PL55 内耳鍋
百向 ③7 5YR7/3にぶい橙

面段差あり。 世紀

189-2 軟質陶器
口 ① 

燻し焼成。口緑端部丸みを帯びる。体部外
覆土 口縁部片 底 ② 

PL55 内耳鍋
百回 ③2.5Y8/2灰白

面中位接合痕明瞭。 江戸時代

189-3 陶器
口 ① 

覆土 底部片 底 ② 灰釉。内面鉄絵。江戸時代。 瀬戸 ・美濃
PL55 皿 高 ③2.5Y7/2灰黄

189-4 磁器
口 (6 0) ① 

覆土 口～底部片 底 3.4 
② ③lOY8/]灰白

透明釉やや青みを帯びる。江戸時代。 製作地不詳
PL55 猪口

百向 33 

D区5号溝遺物観察表
挿図番号 種頬

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

189-1 軟質陶器
口 ① 

日縁端部上面平坦で、内側にわずかに張り 16から 17
覆土 口緑部片 底 ② 

PL55 内耳鍋 高 ③5Y8/2灰白
出す。口縁部内面に段あり 。 世紀

189-2 軟質陶器
口 ① 

16から I7 
覆土 口緑部片 底 ② 内耳下端は体部に貼り付ける。

PL55 内耳鍋 高 ③IOY6/l灰
世紀

189-3 軟質陶器
口 ① 

四土 脚部片 底
② RIOY4/l褐灰

低い脚ーカ所残存。燥し焼成。 江戸時代
PL55 火舎 高
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追物観察表

D区6号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

190-1 軟阿陶器
口 ① 

口緑端部上面平坦で内側は張り出す。器表
覆土 口縁部片 底 ② 時期不詳

PL55 内耳鍋
百r叫 ③5Y8/2灰白

は酸化焔だが、内部は黒灰色を呈す。

軟質陶器
口 ① 

口緑端部上面は平坦。器表は酸化焔だが、190-2 
覆土 口縁部片 底 ② 時期不詳

PL55 内耳鍋
高 ③IOY6/l灰

内部は黒灰色を呈す。

軟質陶器
口 ① 

口緑端部上面は平坦。わずかに窪む。器表190-3 
覆土 口緑部片 底

(3)② J OY6/l灰
時期不詳

PL55 内耳鍋
百回

は酸化焔だが、内部は黒灰色を呈す。

置

8

冑
区
“

“

l

5

D
挿

図

19
pL

部位 ①胎土②焼成
残存 計測値（cm)③色調

ロ ー ①細砂粒、白色粒

底部片 底 （7.4) ②還元焔
高 1.8)l@5Y6/l灰

成・整形技法の特徴 備考

輔櫨整形。付高台。高台は逆台形状を呈すI器面摩滅。
る。

D区12号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

192-1 土師器
口(14.0) ①細砂粒

外面体～底部ヘラ削り 。内外面口緑部横撫
覆土 口～底部 底 ②酸化焔

PL56 坪
吉I叫 (3 O) ③5YR5/4にぶい赤褐

で。内面ヘラ撫で。

192-2 須恵器
口 ①細砂粒

習土 口縁部片 底(14O) ②還元焔 雛櫨整形。天井部は回転ヘラ削り。
PL56 蓋

百回 (1 5) ③N6/l灰
挿図番号 種類

出土位置
部位

石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

流紋岩。中砥級。使用は表・裏・両側部の

192-3 石製品
覆土 半欠 砥沢石

長さ 68 幅 78 4面。奥小口に削り跡らしき面あり。裏面
Pし56 砥石 厚さ 38 重量 2300 と奥小口は被熱色変あり。裏面に刃ならし

傷あり。手持ち砥。欠損は旧時。

D区13号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

193-1 土師器
口(II 6) ①細砂粒

外面粗いヘラ磨き。内外面口縁部横撫で。
毅土 口～体部片 底 ②酸化焔 器面摩滅。

PL56 坪
高 (3.7) ③7.5YR7/4にぶい橙

内面丁寧なヘラ磨き。

193-2 土師器
口 (216) ①細砂粒

外面縦位のヘラ磨き。内外面口緑部横撫で。
覆土 口～体部片 底 ②酸化焔

PL56 甑
高(117) ③IOYRS/3浅黄橙

内面丁寧なヘラ磨き。

193-3 土師器
口 ①細砂粒

覆土 胴～底部 底 (8 O) ②酸化焔 外面縦位のヘラ磨き。内面丁寧なヘラ磨き。
PL56 甑

高（11.0) ③IOYRS/4浅黄橙

193-4 土師器
口 ①細砂粒、白色粒

覆土 底部 底 (7 6) ②酸化焔 外面ヘラ削り。内面ヘラ撫で。
PL56 甕

高 (4.3) ③10YR6/4にぶい黄橙

193-5 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

器面やや摩
覆土 口～頸部片 底 ②酸化焔 外面ヘラ磨き。内面ヘラ撫で。

PL56 壺
高 (7 6) ③IOYR7/3にぶい黄橙

滅。

193-6 
土師器 口 34 ①細砂粒

外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で。器面に指頭
手捏ね土 覆土 完形 底 20 ②酸化焔

PL56 
器 百回 2 I ③10YR7/3にぶい黄橙

圧痕残る。ミニチュアのコップ型土器。

挿図番号 種類
出土位置

部位
石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

193-7 石製品
覆土 2/4 蛇紋岩

長さ 2.2 幅1.0 孔径0.15。両面に斜位の研磨痕残る。光沢
PL56 有孔円盤 厚さ 03 重量 1.04 あり。

E区2号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位 I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

③色調
成・整形技法の特徴 備考

196-1 土師器
口 (202) ①細砂粒、白色粒

外面刷毛目。内外面口縁部横撫で。内面刷
PL56 甕

覆土 口縁部片 底 ②酸化焔
高 (4.8) ③7.5YR6/6橙

毛目。

196-2 土師器
口 ①細砂粒、白色粒

PL56 台付甕
覆土 台部 底 8.5

③②酸7. 化焔 外面刷毛目。内面ヘラ撫で。
高（53) 5YR6/6橙
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遺物観察表

E区3号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位囲
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

軟質陶器
口 ① 

口縁端部平坦。端部内面内側に小さく張り197-1 
覆土 口縁部片 底 ② 在地系

PL56 内耳鍋 高 ③ 
出す。燥し焼成。江戸時代。

197-2 陶器 口～底部
ロ (9 9) ① 

錆釉。内外面体部に油痕残る。底部から体
覆土 底 (4 2) ② 瀬戸 ・美濃

PL56 灯明皿 1/2 高 2.2 ③2.5Y8/2灰白
部外面の釉を拭い取る。

陶器 口～底部
口 ① 

197-3 
覆土 底 (3.6) ② 丸碗。「孟宗諏」 を描く 。 波佐見系？

Pし56 碗 1/3 高 ③lOY8/1灰白

陶器
口 ① 

口緑部大きく三段に作る。口緑部内面突帯197-4 
獲土 口縁部片 底 ② 堺・明石

PL56 揺り鉢
百回 ③7.5Y7/l灰白

やや明瞭。

口 ① 
197-5 

瓦 覆土 破片 底 ② 十能瓦。 在地系
PL56 

百回 I⑨) 

E区4号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値（cm)(!)③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号・ 器種 残存

軟質陶器
口 ① 

199-1 
覆土 口緑部片 底 ② 轄櫨整形。酸化焔焼成。 時期不詳

PL56 甕？
百回 ③ 

陶器
口 ① 

外面に花升文。呉須の色が浪く、近代の所199-2 
毅土 破片？ 底 (3 0) ② 製作地不詳

PL56 碗 高 IR 産であろう。

E区6号溝遺物観察表

：塁：：I : 口I出土位慨
199-1 
PL56 

瓦 覆土 下
ー

部

残

片
破

成・整形技法の特徴

十能軒先瓦。

備考

在地系

慨

7

丁
区
“
“

E
挿

図

19
pL 口 ～冒二

成・整形技法の特徴

内面から高台脇灰釉。

備考

瀬戸・美潤

言□盟 ：摩 計測値(cm）＄悶よ②焼成ロ・底一 ①細砂粒、褐色粒
器受け部～高 （7．3) ②酸化焔

結合部 孔径 0.6 35YR6 8橙

成・整形技法の特徴 I 備考

外面ヘラ磨き。内面ヘラ撫で。結合器台。i器面摩滅。
器受け部中央に孔を穿つ。

E区10号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位阻
部位 霜土②焼成

図版番号 器種 残存
計測値(cm)

調
成・整形技法の特徴 備考

202 I 土師器
覆土

口(15O) ①細砂粒
外面ヘラ削り 。口縁部内外面横撫で。内面

PL56 坪
口～体部片 底 ②酸化焔

百I司 (2 7) ③5YR6/6橙
ヘラ撫で。

202-2 土師器
覆土

口(148) ①細砂粒
外面ヘラ削り。口緑部内外面横撫で。内面

PL56 坪
口～体部片 底 一

②③酸5Y化R焔6/7橙高（2.7) ヘラ撫で。

E区11号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)!添ば;;:;; '&NLl<-S 成・整形技法の特徴 | 備考
図版番号 器種 残存

203-1 陶器
口

覆土 胴部片 底 I② I体部片。外面上位に鉄泥。 I丹波
PL56 播り鉢

高

F区 1号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
‘!Ju...L 二ゞ^’I.,1シ、 成・整形技法の特徴 | 備考

図版番号 器種 残存 ③色調

205-1 土師器
口 ①細砂粒、白色粒

外面ヘラ撫で。内面ヘラ撫で。内面に輪積
覆土 脚部片 底 ②酸化焔

PL56 高坪
高（67) ③7 5YR7/6橙

み痕．絞り跛が残る。
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遺物観察表

F区4号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位囮
部位

計測値(cm)③①胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

口 ①細砂粒、白色粒
206-1 

カワラケ 毅土 底部片 底 (6.0) ②酸化焔 左回転糸切り無調整。 江戸時代？
PL56 

高 ③7.5YR8/4浅黄橙

軟質陶器
口 ① 体部外面中位接合痕明瞭。内面は磨かれ、

206-2 
覆土 破片 底 ② 口緑端部は尖り気味となるなど焙烙とは異 江戸以降

PL56 土鍋
百回 ③黒褐色25Y3/l なる特徴を持つ。

陶器
口 ① 

206-3 
覆土 体～底部片 底 (3 6) ② 内面から高台脇柿釉。江戸時代。 瀬戸・美濃

PL56 碗
高 C3llOY8/l灰白

遺構外出土遺物（縄文）遺物観察表
挿図番号 種類

出土位樅
部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

208-1 縄文土器
口 ①細砂粒、小礫

貝殻復緑を交互に引きずるようにロッキンB-1区 胴部片 底 ②良好
前期後半浮

PL56 深鉢
高 ③2.5YR4/4にぶい赤褐 グしている。 島式

208-2 縄文土器
口 ①細砂粒、黒色鉱物粒

幅の狭い半載竹管による平行沈線を横位に 前期後半諸B-4区 胴部片 底 ②良好
PL56 深鉢

高 ③5YR4/6赤褐
施文。地文の縄文は、単節LRの斜行縄文。 磯a式

208-3 縄文土器
口 ①細砂粒、白色粒 器面に粘土紐を貼り付けた浮線文。浮線文

B-2区 胴部片 底 ②良好 には、鋭いヘラ状のエ具による刻みが付け
前期後半諸

PL56 深鉢
百回 ③10YR6/3にぶい黄橙 られる。 磯b式

208-4 縄文土器
口 ①細砂粒、白色粒 幅の狭い半戟竹管による平行沈線。縦位に

前期後半諸B-2区 胴部片 底 ②良好 区画した後斜線を引く。粘土瘤による棒
PL56 深鉢

百回 ③7 5YR6/4にぶい橙 状・ボタン状の貼付。 磯C式

208-5 縄文土器
口 ①細砂粒、白色粒

粘土紐を貼り付けた結節浮線文。曲線を描B-3区 胴部片 底 ②良好
前期後半諸

PL56 深鉢
高 ③7.5YR6/6橙

く。 磯C式

208-6 縄文土器
口 ①細砂粒、白色粒

平行沈線により口縁部文様帯を区画。区画C-1区 口緑部片 底 ②良好 前期末
PL56 深鉢

百回 ③7 5YR5/4にぶい橙
内を斜線により格子目状に文様を描く 。

208-7 縄文土器
口 ①細砂粒、白色粒

結節の縄文。結節部が縦位に施文される。 中期初頭五B-2区 胴部片 底 ②良好
PL56 深鉢

高 ③7.5YR5/5にぶい橙
押圧が弱いため、縄文原体は見えない。 領ヶ台式

208-8 縄文土器
口 ①細砂粒、褐色粒 口緑部は、隆帯による梢円の文様区画。胴

B-4区 胴部片 底 ②良好 部は、隆帯が垂下する。縄文は、 LRの斜
中期後半加

PL56 深鉢
高 ③10YR6/3にぶい黄橙 行縄文。

曽利E3式

208-9 縄文土器
口 ①細砂粒、小礫

沈線で文様を区画。縄文原体は摩滅していA-1区 胴部片 底 ②良好
後期初頭称

Pし56 深鉢
高 ③7.5YR6/4にぶい橙

て見えない。 名寺式

208-10 縄文土器
口 ①細砂粒、小礫

口縁部は、小波状になる。口唇突起の両脇C-4区 口緑部片 底 ②良好
後期前半堀

PL56 深鉢
百I司 ③7 5YR6/5にぶい橙

に円形の剌突。縄文は、単節LR。 之内式

挿図番号 種類
出土位置

部位
石材 計測値（cm、g) 成 ・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

208-11 石器 A区
完形 チャート

長さ 255 幅 I30 
有茎石鏃。PL56 石鏃 KE-26 厚さ 0.30 重呈 0.97

208-12 石器 A区
完形 珪質頁岩

長さ 2.45 幅 150 
有茎石鏃。茎部欠損。PL56 石鏃 表土 厚さ 0.40 重量 I05 

208-13 石器 B区
完形 珪質頁岩

長さ 7.50 幅 2.70
右側緑一部欠損。断面は蒲鉾状を呈する。PL56 石槍 表土 厚さ 0.95 重量 1857 

208-14 石器 B区
完形 黒曜石

長さ 1.50 幅1.45
凹器無茎。PL56 石鏃 表土 厚さ 0.20 重量 036 

208-15 石器 B区
完形 黒曜石

長さ 210 幅1.50
凹器無茎。PL56 石鏃 表土 厚さ 035重量 094 

208-16 石器 c区
完形 黒曜石

長さ 2.05 幅1.70
凹器無茎。

Pし56 石鏃 l住覆土 厚さ 030重量 079 
208-17 石器 c区

完形 チャー ト
長さ 2.45 幅1.70 

凹器無茎。
Pし56 石鏃 表土 厚さ 025重旦 092 
208-18 石器 C区

完形 チャート
長さ1.90 幅 135 

凹器無茎。先端部及び脚部一部欠損。
PL57 石鏃 9住覆土 厚さ 033 重量 062 
209-19 石器 D区

完形 チャー ト
長さ 240 幅 170 

凹器無茎。PL57 石鏃 13溝覆土 厚さ 035 重量1.29
209-20 石器 D区

完形 チャート
長さ 260 幅1.75 

凹器無茎。脚部僅かに欠損。PL57 石鏃 表土 厚さ 035 重星 I18 
209-21 石器 D区

完形 チャート
長さ 2.83 幅1.83

凹器無茎。先端部及び脚部欠損。PL57 石鏃 表土 厚さ 045重量 I95 
209-22 石器 D区

完形 チャート
長さ 3.40幅 I45 

有茎石鏃。PL57 石鏃 表土 厚さ 0.35重量 140 
209-23 石器 D区

完形 珪質頁岩
長さ 4.60幅 2.70

先端部に新しい割れあり。
PL57 削器 6溝覆土 厚さ I05重量 12.40
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遺物観察表

遺構外出土遺物（古代）遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
①胎土 ②焼成

成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

210-1 土師器
口(188) ①細砂粒、自色粒

8-4区 口緑部片 底 ②酸化焔、良好 外面刷毛目。内外面口縁部横撫で。 古墳初頭
Pし57 小型甕

高（3.0) ③10YR7/4にぶい黄橙

土師器
口 ①細砂粒、白色粒

外面網目状撚糸文、口緑下端に板小口によ210-2 B-3区 口縁部片 底 ②酸化焔、良好 古墳初頭
PL57 g 一 百回 ③IOYR7/4にぶい黄橙

る刻みを施す。内面は磨き。

上師器
ロ ①細砂粒 外面頸部ヘフ磨き。内外面口縁部横撫で。

210-3 B-3区 口緑部片 底 ②酸化焔、良好 外面屈曲部と内面口唇部に剌突痕を施す。 古墳初頭
PL57 壺

高 ③5YR4/4にぶい赤褐 近江系。

土師器
口 ①細砂粒、白色粒

内外面口緑部横撫で。口縁は「5」の字状210-4 C-2区 口縁部片 底 ②良好 古墳初頭
Pし57 甕

吉回 ③7.5YR6/4にぶい橙
を呈す。千種甕か。

土師器
口 ①細砂粒

外面櫛描きによる同心円文と短線文を施す。210-5 C-2区 裾部片 底 ②酸化焔 古墳初頭
PL57 高杯

百向 ③5YR6/6橙
東海西部系。

土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

外面体部ヘラ磨き。内面ヘラ撫で。平底を210-6 B-4区 体部片1/3 底 36 ②酸化焔 器面摩滅
PL57 坦 高 (2.8) ③7.5YR6/5にぶい橙

呈す。

土師器
口 ①細砂粒

器台の台部片か器受け部片。台部片と想定210-7 B-4区 破片 底 ②酸化焔
PL57 不明

高 ③7.5YR6/4にぶい橙
して図化。上下逆の可能性あり。

210-8 土師器
口 15.0 ①細砂粒、白色粒

外面ヘラ削り。内外面口緑部横撫で。内面
C-1区 2/3 底 ②酸化焔

PL57 坪 高 (4.3) ③5YR6/4にぶい橙
ヘラ撫で後、粗いヘラ磨き。

土師器
口 ①細砂粒

外面ヘラ撫で後、ヘラ磨き。内面ヘラ撫で。210-9 C-4区 脚部 底 ②酸化焔
PL57 器台

高（56) ③5YR6/4にぶい橙
孔を5穴穿つ。

210-10 土師器 器～台部
口 7 3 ①細砂粒、褐色粒

外面ヘラ削り。内外面口縁部横撫で。内面
B-4区 底 ②酸化焔

PL57 器台 3/4 
百回 (4 6) ③10YR6/4にぶい黄橙

ヘラ撫で。孔を3穴穿つ。

210-11 土師器
口 ①細砂粒、褐色粒

B-4区 胴部2/3 底 丸底 ②酸化焔 外面ヘラ削り？撫で。内面ヘラ撫で。
PL57 直口壺 高（8.8) ③7.5YR7/4にぶい橙

土師器
口 ①細砂粒、輝石

外面ヘラ撫で後粗いヘラ磨き。内面ヘラ撫210-12 F-3区 体部片 底 ②酸化焔
PL57 短頸壺

高 (7 5) ③lOYRS/3浅黄橙 で。

土師器
口 ①粗砂粒、褐色粒

210-13 C-3区 底部片 底 6.8 ②酸化焔 外面ヘラ削り。内面ヘラ撫で。
Pし57 士g 

高(l8) ③IOYR5/l褐灰

210-14 土師器
口(15.0) ①細砂粒

外面粗い刷毛目。内外面口縁部横撫で。内
C-2区 口緑部片 底 ②酸化焔

PL57 台付甕
百回 (3 7) ③7.5YR6/4にぶい橙

面ヘラ撫で。

210-15 土師器
口 (IOO) ①細砂粒

内外面丁寧なヘラ磨き後、赤色塗彩。瓢型
JS-25 口緑部片 底 ②酸化焔

PL57 小型壺
高（65) ③IOYR4/6赤

の壺。

須恵器
口 ①緻密 轄轄整形。欠け口の胎土は濃いセピア色に

210-16 0-4区 胴部片 底 ②還元焔 焼きしまっている。外面自然釉薬が残る。
PL57 脱

百回 ③7 5YR6/l灰 内面絞り緻あり。

須恵器
口 ①緻密

軽轄整形。外面胴部に列点剌突文を施す。210-17 E-I区 胴部片 底 ②遠元焔
PL57 臆 自然釉が残る。撤入品。

百回 ③2.5YR6/l黄灰

211-18 須恵器
口 (26O) ①緻密

輔轄整形。外面平行叩き目。 内面弧状のアI -1区 口緑部片 底 ②還元焔
Pし57 大甕

高（80) ③N5／灰
テ具痕。

211-19 須恵器
口(186) ①緻密

軽輔整形。外面平行叩き目後、肩部は櫛状
I -1区 口縁部片 底 ②還元焔

PL57 大甕
百回 (7 3) ③N5／灰

工具による撫で。内面青海波紋。

211-20 灰釉陶器
口 ①緻密

付高台。高台は高く直線的である。虎渓山
KJ-25 底部片 底 (7 5) ②還元焔

PL57 碗 高(1,5) ③2.5YR7/2灰黄
1号窯式期。

馬形埴輪に付属する鈴。板状あるいは塊状

211-21 埴輪
長さ 36 ①赤色 ・透明 ・灰色粒 粘土を絞り込んで成形し、 中空部をもつ。

D-4区 1/2 厚さ 1.5 ②酸化焔 縦・横撫で調整。紐との境は横位に強く撫
PL57 形象（鈴）

孔径 05 ③5YR6/6橙 で。端部に箆状工具による一文字の刻み後

棒状工具による剌突で孔を穿つ。
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迫物観察表

挿図番号 種類
出土位慨

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

口
①白色・透明・赤色粒、

外面 突帯貼付後、二次調整横刷毛で工具
211-22 埴輪 チャート、凝灰岩

PL57 円筒
I -1区 胴部片 底

②酸化焔
静止痕あり。突帯断面台形状で端部の器表

高
③5YR6/6橙

が剥離。内面斜め撫で。

口
①白色・透明・赤色粒、 最下端断面中央の粘土紐に内外面から粘土

211-23 埴輪
I -1区 底部片 底

チャート、凝灰岩 紐を回して成形により肥厚する。底部調整
PL57 円筒 ②酸化焔 なし。外面縦刷毛。内面斜・横撫で。

百回

③7 5YR7/4鈍い橙 最下端横撫で。

口
①白色・赤色粒、輝石類、

外面 縦刷毛後、突帯貼付。器表が摩滅し211-24 埴輪 凝灰岩

Pし57 円筒
I -1区 胴部片 底

②酸化焔
刷毛目不明瞭。突帯断面弱いM字形で上稜

百回

③7 5YR6/4鈍い橙 が突出。内面斜め撫で。

口
①白色・透明・赤色粒、 外面 縦刷毛後突帯貼付、突帯断面M字形

211-25 埴輪 凝灰岩、輝石類 で均整が取れるも下端の撫でがやや雑。円

PL57 円筒
A区 胴部片 底

②酸化焔、良好 形と思われる透かし孔l/4残。内面 縦・斜
高

③7.5YR6/8鈍い橙 め撫で。突帯真裏と下端付近に輪積痕2段。

ロ
①白色・赤色粒、凝灰岩 外面 一次調整縦刷毛後突帯との境付近に

211-26 埴輪
A区 胴部片 底

②酸化焔 雑でランダムな斜め刷毛で、斜め刷毛と突
PL57 円筒 ③7 5YR6/5鈍い橙 帯との前後関係は不明。突帯断面弱いM字

百回

形で下端の撫でが雑。内面 縦・斜め撫で。

口
①赤色・透明・黒灰色

211-27 埴輪
A区 底部片 底

粒、凝灰岩 外面縦刷毛。内面斜め撫で。底部調整
PL57 円筒 ②酸化焔 なし。

百回

③7.5YR6/6鈍い橙
形象埴輪の一部だが詳細不明。外面調整の

211-28 埴輪
口 ①白色・赤色粒、凝灰岩 あり方から馬の腹．盾の外緑裏などの直接

A区 底 ②酸化焔 目に触れない箇所が考えられるが、器肉が
PL57 形象

百回 ③7.5YR6/6鈍い橙 厚い。外面 単位の細かい斜・縦位刷毛後
雑な斜め・横撫で。内面 縦撫で。

211-29 土製品
径 32 ①細砂粒 土師器片の側面を打ち欠いて円盤状に加工

KJ-26 完形？ 厚さ 05 ②酸化焔 する。表面は丁寧に磨いているが、裏面未
Pし57 円盤

重さ 66 ③IOYR7/2にぶい黄橙 調整。
挿図番号 種類

出土位瞑
部位 計測値 ①長さ②幅③孔径④重さ

成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 (cm、g)
211-30 土製品

E-3区 ほぽ完形 ①5.3②2 6③I 2④25 外面ヘラ削り 。棒軸巻き付けにより成形か。
PL57 土錘
211-31 土製品

E-3区 2/3 ①(3.8)②1.7③0.6④10 棒軸巻き付けにより成形か。
PL57 土錘
211-32 土製品

C-2区 ほぽ完形 ①39②I 7③04④10 棒軸巻き付けにより成形か。
PL57 土錘
挿図番号 種類

出土位置
部位

石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存
212-33 石製品

D区表土 4/5 滑石
長さ 27 幅 16 孔径015。両面横位の研磨痕残る。光沢あ

PL57 剣形 厚さ 025重旦 243 り。孔を2穴穿つ。
212-34 石製品

D区表土 完形 珪化変質岩
長さ 27 幅 265 土器を研磨する磨き石か。長年使用したた

PL57 磨き石 厚さ 2.5 重鼠 22.15め、全面に光沢あり 。
212-35 石製品

A区 2/3 砂岩
長さ 72 幅 52 奥、前小口は1日時欠損。使用は4面。砂岩ながらき

手持砥
PL57 砥石 厚さ 3.6 重鼠 130 め細かく中・荒砥級。やや軟質。表面に刃傷あり。

遺構外出土遺物（中世以降）遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
I①胎土 ②焼成

図版番号 器種 残存 ③色調
成・整形技法の特徴 備考

213-1 
口 9.2 ①細砂粒、白色粒

PL58 
カワラケ KE-27 完形 底 56 ②酸化焔

左回転糸切り無調整。歪みあり。口緑端部

百回 20 ③7.5YR8/4浅黄橙
丸みを帯びる。江戸時代。

213-2 
口 9 7 ①細砂粒

PL58 
カワラケ KE-27 完形 底 5 5 ②酸化焔

左回転糸切り無調整。］と口緑部は同様で

高 1.5 ③7.5YR8/4浅黄橙
あるが、器高が低い。江戸時代。

213-3 
ほぽ完形 口 95 ①細砂粒、褐色粒

PL58 
カワラケ A区表土 （口縁部2 底 6.4 ②酸化焔

左回転糸切り無調整。口縁端部丸みを帯び

箇所欠損）
百＂ 2 0 ③7.5YR8/4浅黄橙 る。口縁端部灯芯痕＝ヵ所。

213-4 A区 1号
口 9.0 ①細砂粒

PL58 
カワラケ

トレンチ
完形 底 5.4 ②酸化焔

右回転糸切り無調整。底径小さい。江戸時

高 I 9 ③5YR7/4にぶい橙
代。

213-5 
口 9.0 ①細砂粒、白色粒

PL58 
カワラケ A区表土 ほぽ完形 底 54 ②酸化焔

左回転糸切り無調整。口縁端部丸みを帯び

百回 1.8 ③7.5YR8/4浅黄橙
る。江戸時代。

213-6 
口 9.3 ①細砂粒

PL58 
カワラケ A区表土 3/4 底 5.8 ②酸化焔 左回転糸切り無調整。江戸時代。

高 2.0 ③7 5YR8/4浅黄橙

213-7 
口 (103) ①細砂粒

PL58 
カワラケ A区表土 1/2 底 (6.0) ②酸化焔 口緑部内湾気味。江戸時代。

高 2 I ③7.5YR8/4浅黄橙

213-8 JK-25 
口 (8.5) ①細砂粒

回転糸切り無調整。回転方向不明。江戸時

PL58 
カワラケ

・26 
1/3 底 (5 4) ②③酸10イ' ヒ焔高 I 9 YR8/4浅黄橙

代。
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遺物観察表

挿図番号 種類
出土位慨

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

213-9 軟質土器
口 (9.6) ① 

内面轄輔調整痕。外面型のバリ痕が底部外 江戸17C頃
JK-25 1/4 底 (6 4) ② 

Pし58 香炉
高 46 ③5YR4/8赤褐

面から口緑部外面に残る。近現代か？ か

磁器
口 ① 

213-10 KH-26 破片 底 ② 龍泉窯系か。 中国産
PL58 碗

高 ③7 5YR6/2灰オリープ

磁器
口 ① 

平形飯碗。ゴム印版。高台内「岐62」の生213-11 
A区旧水路 底～胴部片 底 40 ② 美浪

PL58 碗
百回 (3 5) ③ 

産者番号陽刻。

213-12 磁器
口(I6.4) ① 

クロム青磁。底部に白土で花丼文描く。近
JL-26 4/5 底 80 ② 瀬戸・美浪

PL58 皿 高 40 ③ 
現代。

陶器
口 ① 

志戸呂213-13 
A区旧水路 破片 底 (6 0) ② 内面から口縁部外面鉄泥。

PL58 灯明Jill
高 (1.0) ③7 5YR5/4にぶい褐

(18C後半？）

213-14 陶器
口 102 ① 

A区旧水路 4/5 底 4.6 ② 錆釉。体部から底部外面の釉拭い取る。 瀬戸・美濃
PL58 灯明受皿 高 2.2 ③7 5YR5/4にぶい褐

213-15 軟質陶器
口(16.9) ① 

JR-26 口緑部片 底 ② 煽し焼成。外面箆状工具で施文。 江戸か
PL58 鉢か

高 (2.0) ③IOYR3/lオリーブ黒

213-16 中口磁器
口 (4.0) ① 

押し型成形。内面から口縁部外面施釉。外
D区表土 破片 底 ② 肥前

PL58 合子
高 (I 4) ③ 

面菊花状文様を型で施文。

磁器
口 ① 

筒形碗。見込み五弁花。外面菊花文。焼成214-17 
E区旧水路 破片 底 (5 4) ② 肥前？

PL58 碗
百回 (5.1) ③lOYS/1灰自

不良。

214-18 磁器
口(IO8) ① 

E区旧水路 破片 底 (5 I) ② 外面花升文。釉は青みを帯ぴる。 波佐見系
PL58 碗

高 54 ③lOY8/1灰白

磁器
口 ① 

214-19 
E区1B水路 1/4 底 (3 6) ② 丸碗。見込み五弁花。 肥前

PL58 碗
高 (3.8) ③IOY8/]灰白

磁器
口 ① 

214-20 
E区旧水路 体～底部片 底 (4 6) ② 外面雪輪梅樹文。高台内崩れ「大」？銘。 波佐見系

PL58 碗
高 (5.0) ③lOY8/l灰白

磁器
口 ① 

214-21 
E区旧水路 1/3 底 (4.9) ② 外面雪輪梅樹文。高台内不明銘。 波佐見系

PL58 碗
古回 (4.8) ③IOY8/]灰白

磁器
口 ① 

214-22 
E区旧水路 1/4 底 (4.8) ② 外面雪輪梅樹文。高台内不明銘。 波佐見系

Pし58 碗
高 (4 7) ③lOY8/2灰白

磁器
口 ① 

214-23 
E区旧水路 1/3 底 (5 O) ② 外面雪輪梅樹文。高台内不明銘。 波佐見系

PL58 碗
高 (4.6) ③10Y8/l灰白

214-24 磁器
口(II 2) ① 

E区旧水路 破片 底 (4 0) ② 平形飯碗。外面ゴム印版染め付け。近現代。 瀬戸・美濃
PL58 碗

高 (5.6) ③IOY8/]灰白

磁器
口 ① 

214-25 
E区旧水路 破片 底 (5 O) ② 京焼風陶器。内面鉄絵。高台脇以下無釉。 肥前

PL58 碗
吉回 (4 6) ③lOYS/1灰白

214-26 陶器
口(10.0) ① 

E区旧水路 1/6 底 ② 陶胎染付。松を含む海浜風景か。 肥前
Pし58 碗

高 (5.6) ③IOY8/]灰白

214-27 陶器
口（I1.0) ① 

E区旧水路 1/4 底 (5.4) ② 京焼風陶器。呉器手碗。 肥前
PL58 碗

高 (7.0) ③lOY8/]灰白

214-28 陶器
口 ① 

E区旧水路 1/4 底 (4 4) ② 京焼風陶器。高台内まで施釉。 肥前
PL58 碗

百回 (4 2) ③IOY8/]灰白

陶器
口 ① 

尾呂茶碗。飴釉。口緑部灰釉掛ける。高台214-29 
E区旧水路 1/5 底 (5.4) ② 瀬戸 ・美濃

Pし58 碗
高 (6.8) ③IOY8/]灰白

脇以下無釉。

陶器
口 ① 

214-30 
E区旧水路 1/4 底 (6 8) ② 内面から高台脇飴釉。内面目痕三カ所。 瀬戸 ・美浪

PL58 碗
高 (6.2) ③lOY8/l灰白

陶器
口 ① 

内面から高台脇灰釉。高台はシャープ。体214-31 
E区1B水路 1/3 底 (3.7) ② 京 ・信楽系

PL58 碗
百「叫 (4 4) ③lOY8/1灰白

部残存範囲に文様は認められない。

214-32 磁器
口 (8.2) ① 

E区旧水路 1/3 底 (3 0) ② 白磁盃。 瀬戸・美濃？
PL58 碗

高 (3.4) ③lOY8/1灰白

214-33 磁器
口(134) ① 

E区旧水路 1/2 底 (7.4)
② ③10Y8/l灰白

口錆。内面銅板転写。 製作地不詳
PL58 皿 高（28) 
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遺物観察表

挿図番号 種類
出土位置

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

214-34 磁器
口 ① 

いわゆる御深井。内面竪状工具により施文。
E区旧水路 1/2 底 (5 9) ② 瀬戸・美浪

PL58 皿
高 (2 4) ③IOYS/1灰白

高台外面以下無釉。 17世紀か。

磁器
口 ① 

いわゆる御深井。木瓜形であろう。高台脇214-35 
E区旧水路 底部1/2 底 (5.0) ② 瀬戸・美浪

PL58 皿 高 ③lOY8/]灰白
以下無釉。

214-36 磁器
口(13.2) ① 

E区旧水路 底部1/2 底 (8 O) ② 口縁部内面墨弾き。高台内界線一条。 肥前
PL58 皿

百回 (3 4) ③lOY8/]灰白

214-37 磁器
口(12I) ① 

見込み五弁花コンニャク版。高台内界線一
E区旧水路 1/4 底 (7.0) ② 波佐見系

PL58 皿
高 (3 O) ③lOY8/]灰白

条。

214-38 磁器
口 ① 

E区旧水路 1/5 底 (8 6) ② 内面無釉。 波佐見系
PL58 皿

高 (4.7) ③lOY8/1灰白

214-39 磁器
口 ① 

鉄釉。体部下位内面無釉。底部外面の釉拭
E区1B水路 底部1/2 底(14.8) ② 瀬戸・美濃

PL58 徳利
高(100) ③5Y8/2灰白

い取る。

215-40 陶器
口 ① 

E区旧水路 体部片 底(124) ② 柿釉。内面無釉。底部外面釉拭い取る。 瀬戸・美浪
PL58 徳利

高 (9.6) ③5Y8/2灰白

陶器
口 ① 

215-41 
E区旧水路 体部片 底 (8.8) ② 外面鉄釉。 肥前？

PL58 徳利
高 (4 4) ③5Y8/2灰白

215-42 陶器
口 7.6 ① 

E区旧水路 脚部片 底 54 ② 脚部内面と底部外面無釉。 京・信楽系？
Pし58 渠燭

高 4.9 ③5Y8/2灰白

215-43 陶器
口 (8.2) ① 

E区旧水路 1/3 底 (4 1) ② 内面から口緑部外面飴釉。 瀬戸 ・美浪
PL58 灯明皿

古I司 (1.8) ③5Y8/2灰白

215-44 陶器
口 ① 

灰釉。内面と高台脇以下無釉。体部外面下
E区旧水路 底部片 底 (6.2) ② 瀬戸・美濃

PL59 火入れ
百回 (5.4) ③5Y8/2灰白

位に取っ手接合痕残る。

215-45 磁器
口 104 ① 

F区旧水路 1/2 底 4 5 ② 雪輪梅樹文。高台内不明銘。 波佐見系
PL59 碗

高 54 ③5Y8/2灰白

215-46 陶器
口 ① 

F区旧水路 台部片 底 53 ② 脚部内面と底部外面無釉。 京・信楽系？
PL59 乗燭

高 (5.4) ③IOYS/1灰白

磁器
口 ① 

215-47 
H-5区 底部片 底 (2.6) ② 高台外面染め付け。 肥前

PL59 碗
高 (4 4) ③IOY8/l灰白

215-48 陶器
口 ① 

H-4区 1/5 底 (7 4) ② 灰釉。受け部無釉。 製作地不詳
PL59 蓋

百回 (1.2) ③10Y8/l灰白

215-49 磁器
口 ① 

いわゆる御深井。内面鉄絵具による型紙摺
H-2区 1/3 底 (6 8) ② 瀬戸・美濃

PL59 皿
高 (2.5) ③IOY8/l灰白

り。高台脇以下無釉。

磁器
口 ① 

215-50 l -1区 破片 底 (3.4) ② 丸碗。 肥前
PL59 碗

高 (5 4) ③lOY8/]灰白

215-51 磁器
口 ① 

I -1区 破片 底 (3 O) ② 若松文。やや焼成不良。 肥前
PL59 碗

高 (5.4) ③10Y8/l灰白

磁器
口 ① 

215-52 I -1区 底部片 底 (8.6) ② 灰釉。高台内、見込み目痕残る。 美浪
PL59 碗

高 (3 1) ③lOY8/1灰白

215-53 磁器
口(13.2) ① 

内面鉄絵。焼成不良のため釉は不明である
1-1区 底部片 底 (8.0) ② 瀬戸・美濃

PL59 皿 高 (2.6) ③lOYS/1灰白
が、おそらく長石釉であろう。

215-54 磁器
口(15.2) ① 

I -1区 口縁部片 底 ② 灰釉を薄く施す。 美浪
Pし59 皿

高 (2 7) ③5Y8/2灰白

215-55 陶器
口 (30.0) ① 

JR-25 口緑部片 底 ② 外面鉄泥。内面すり目。 丹波
PL59 揺り鉢

高 (3.3) ③5YR3/3暗赤褐

陶器
口 ① 外面胴上半部に鉄泥。外面胴部に指頭状圧

215-56 
JR-25 胴～底部片 底(15.0) ② 痕あり。胴下半部回転ヘラ削り。内面すり 丹波

PL59 播り鉢
高 (9 3) ③7.5YR6/3にぶい橙 目。

215-57 陶器
口 ① 

A区表土 胴部片 底 ② 外面自然釉が流れる。中世。 常滑
PL59 甕

百向 ③5YR4/3にぶい褐

215-58 軟質陶器
口（386) ① 

燻し焼成。耳ーカ所残存。体部外面下端箆
A区旧水路 1/5 底（34.6)

② ③黒褐色2.5Y3/l
江戸時代

Pし59 焙烙
高 5.0 削り。
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追物観察表

挿図番号 種類
出土位置

部位
計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

215-59 軟質陶器
口 294 ① 

A区旧水路 口緑部片 底 ② 燻し焼成。断面中央部黒灰色。 江戸時代かPし59 鉢か
高 7 6 ③黒褐色25Y3/l 

焼締陶器
口 ① 215-60 

D区表上 破片 底 ② 体部片。中世か。 常滑PL59 甕
高 ③5YR5/2灰褐

215-61 軟質陶器
口 (402) ① 

E区旧水路 口緑部片 底（306) ② 燻し焼成。 時期不詳PL59 内耳鍋
高 10.8 ③黒褐色25Y3/l 

216-62 軟質陶器
口 (422) ① 

E区1日水路 1/6 底（38.1) ② 燻し焼成。体部外面下端箆削り。 江戸時代Pし59 内耳鍋
百回 59 ③黒褐色25Y3/l 

軟質陶器
口 ① 

成形・調整ともに焙烙と同じであるが、器216-63 
E区旧水路 底部1/4 底（33.2) ② 江戸時代？Pし59 内耳鍋

高 (7 4) ③黒褐色25Y3/l 
壁厚く盤状の鉢であろう。

216-64 軟質陶器
口 (43.2) ① 

E区旧水路 1/4 底（38.2) ② 燻し焼成。体部外面下端箆削り。 江戸時代PL59 内耳鍋
百回 6 2 ③黒褐色2.5Y3/l

軟囲陶器
口 ① 

煉し焼成。外面回転施文具による施文。脚216-65 
E区旧水路 底部］／2 底(132) ② 江戸時代？PL59 火鉢

高 (6 4) ③黒褐色25Y3/l 
二箇所残存。

軟質陶器
口 ① 216-66 

E区旧水路 底部片 底 ② 底部片。脚ーカ所残存。酸化焼成。 江戸時代？PL59 火鉢
吉rai ③黒褐色2.5Y3/l

216-67 軟質陶器
口（274) ① 

口緑端部内面内側に張り出す。体部外面叩E区旧水路 口緑部片 底 ② 時期不詳PL59 捏ね鉢
高(112) ③黒褐色2.5Y3/l

き状の施文。

216-68 軟質陶器
口 (33.6) ① 

E区旧水路 口縁部片 底 ② 体部外面丁寧な箆削り。 堺 ・明石PL59 揺り鉢
百回 (7 6) ③黒褐色2.5Y3/l

216-69 軟質陶器 口～胴部
ロ ① 

体部外面箆削り 。底部内面使用により摩滅E区旧水路 底(149) ② 堺・明石PL59 揺り鉢 1/4 
高 (7.8) ③黒褐色2.5Y3/l

する。

軟質陶器
口 ① 216-70 

E区旧水路 破片 底(15.9) ② 体部外面下端箆削り。内面すり目。 丹波？PL59 播り鉢
高 (9 0) ③黒褐色2.5Y3/l

216-71 
口 ① 

軒先瓦 E区旧水路 破片 底 ② 十能瓦の軒先。 近現代PL59 
吉I口司 ③黒褐色25Y3/l 

216-72 
口 ① 

瓦 E区旧水路 破片 底 ② 十能瓦片。 近現代PL59 
高 ③黒褐色2.5Y3/l
ロ ① 216-73 

瓦 E区旧水路 破片 底 ② 十能瓦。 近現代PL60 
高 ③黒褐色25Y3/l 

216-7 4 土器内
口 ① 

口緑部外方に張り出す。体部外面中位接合E区1B水路 破片 底 ② 江戸時代PL60 耳焙烙？
百回 (5 4) ③黒褐色25Y3/l 

痕明瞭。

216-75 土器内
口 ① 

E区旧水路 底部片 底 ② 焙烙の底部片であろう。内面に菊花状押印。 江戸時代PL60 耳焙烙？
高 ③黒褐色2.5Y3/l
ロ ① 216-76 

土器鉢 E区旧水路 口～胴部片 底 ② 器表摩滅。酸化焔焼成。 時期不詳PL60 
高 (7 9) ③7 5YR5/l褐灰

216-77 陶器
口 ① 

E区旧水路 1/5 底（］06) ② 三島手。高台外面以下無釉。 肥前PL60 揺り鉢
百回 (5.6) ③5YR5/2灰褐

216-78 焼締陶器
口 ① 

内面に自然釉が認められ、体部下位と思わF区旧水路 破片 底 ② 常滑PL60 甕？
高 ③5YR5/2灰褐

れる。中世か。

217-79 
口 ① 胎土 ・焼成から十能瓦であろう。一端に接

瓦 F区旧水路 破片 底 ② 合部のような撫でがあり、棟端に使用する 近現代PL60 
高 ③黒褐色2.5Y3/l 瓦と考えられる。

217-80 
口 ① 

軒先瓦 F区旧水路 破片 底 ② 十能瓦の軒先。 近現代Pし60
百回 ③黒褐色25Y3/l 

217-81 焼締陶器
口 ① 

I -1区 底部片 底 ② 体部片。器壁厚く中世後半か。 常滑PL60 甕？
高 ③5YR5/2灰褐

焼締陶器
口 ① 217-82 

I -1区 底部片 底 ② 体部片。江戸以降か。 常滑PL60 甕？
高 ③5YR5/2灰褐

挿図番号 種類
出土位置

部位 計測値
①長さ②幅③厚さ④重さ 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存 (cm、g)

217-83 土製品
A区表土 完形 ①1 4②1 5③0.6④1 0 片面の型に粘土を押し付けて成形する。PL60 泥面子
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挿図番号 種類
出土位四

部位
石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

217-84 石製品 長さ 77 幅 2.8
図前小口が尖る刃付砥。使用は4面。奥小

JT-25 4/5 砥沢石 口は旧時欠損。右側部に櫛目タガネ目痕あ
PL60 砥石 厚さ 21 重歴 700 り。19世紀中～後半頃。手持砥。中砥級。

217-85 石製品
B区旧水路 緑色片岩

長さ 72 幅 68 表面に文字あり。石製板碑片を再加工し、

PL60 板碑片 厚さ 09 重旦 900 円盤形を成す。右側部に小欠あり。

石製品
自然円礫、 川原石。下方は旧時欠損。左側

217-86 長さ 159 幅 140 部は風化摩耗。面はタンブリング以上の摩

PL60 
磨き石・ c区旧水路 半欠か 石英閃緑岩

厚さ 106 重旦 3270 耗面となり、その主体は非金属で平面に対
台石 し左上がり擦痕。

217-87 石製品 長さ 78 幅 2.9
質は流紋岩。中砥級。使用は表・裏・両側

D区旧水路 半欠か 砥沢石 部の4面。小口に削り目あり。研磨面に右
PL60 砥石 厚さ 2.7 里鼠 960 

利癖あり。手持ち砥。欠損は旧時。

217-88 石製品
E区旧水路 1/3 砥沢石

長さ 4.8 幅 3.9 流紋岩。中砥級。手持ち砥。使用は奥小口

PL60 砥石 厚さ 2.5 重鼠 70.0 の旧欠部を除く 4面。左側部は使用浅い。
流紋岩。中砥級。手持ち砥。使用は表・裏

217-89 石製品
E区旧水路 半欠か 砥沢石

長さ 4.8 幅 44 ・両側部の4面。左側部は摩耗浅く、櫛目

PL60 砥石 厚さ 26 重量 7lo 整跡あり。欠損は旧時。櫛目タガネ跡から
18C後～19C前。

挿図番号 種類
出土位置

部位
計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

図版番号 器種 残存

217-90 鉄製品
長さ(149)幅 29 平造。庵棟、表・裏の先側に棟落し。茎穴 目釘穴位骰

JN-24 ほぼ完形 厚さ 08 孔径 05 1。先・茎尻旧時欠損。刃側の凹みも旧状。 ・区送位四
Pし60 腰刀 重品 70.3 棟区より］．5cm戻側茎棟に段、区送り 。 より古刀。

挿図番号
種類 出土位置 銭貨名 国名 計測値（cm、g) 書体・鋳年等 備考

図版番号

218-91 
銅銭 J K-25 一銭 日本

外輪径23 厚さ 0I 
大正5年 完形

PL60 重鼠 3.6 

218-92 
銅銭の塊 7号トレンチ 寛永通百 日本

長さ 29 幅 29
銅銭（寛永通賓） 3枚が凝着している。 完形

PL60 厚さ 1.4 重址 36.2

218-92-1 
銅銭 7号トレンチ 寛永通賓 日本

外輪径2.5 内輪径05
古寛永・ 1636年。裏面に布付沼。 完形

PL60 頂鼠 3.8 
218-92-2 

銅銭 7号トレンチ 寛永通賓 日本
外輪径2.5 内輪径06

新寛永・背面文・ 1669年。 完形
PL60 重鼠 3.3 
218-92-3 

銅銭 7号トレンチ 寛永通賓 日本
外輪径25 内輪径06

新寛永・背面文・ 1669年。 完形
PL60 重旦 3.4 
218-92-4 

銅銭 7号トレンチ 寛永通賓 日本
外輪径26 内輪径06

新寛永・背面文・ 1669年。 完形
PL60 重鑓 42 

218-92-5 
銅銭 7号トレンチ 寛永通貨 日本

外輪径2.5 内輪径05
古寛永・ 1636年。 完形

PL60 重且 4.0 
218-92-6 

銅銭 7号トレンチ 寛永通賣 日本
外輪径25 内輪径06

古寛永・ 1636年。一部欠損。 ほぼ完形
PL60 重鼠 3.2 

218-92-7 
銅銭 7号トレンチ 寛永通賓 日本

外輪径26 内輪径06
新寛永・ 1697年。 完形

PL60 重鼠 3.9 
218-92-8 

銅銭 7号トレンチ 寛永通賓 日本
外輪径26 内輪径06

新寛永 ・背面文・ 1669年。 完形
PL60 重星 3 I 
218-92-9 

銅銭 7号トレンチ 寛永通賓 日本
外輪径26 内輪径06

新寛永・背面文・ 1669年。 完形
PL60 重星 3 5 
218-92-10 

銅銭 7号トレンチ 寛永通究 日本
外輪径2.5 内輪径06

古寛永・ 1636年。 完形
PL60 重量 35 
218-92-11 

銅銭 7号トレンチ 寛永通汽 日本
外輪径2.5 内輪径0.6 新寛永・背面文・ 1669年。背面の「文」は

完形
PL60 重星 3 8 布付着により不鮮明。

218-93 
銅銭 A-1区一括 寛永通費 日本

外輪径2.3 内輪径07
新寛永・ 1697年。 完形

PL60 重揖 24 
218-94 

銅銭 A-1区表採 元豊通費 北宋
外輪径2.4 内輪径0.7

北宋・ 1078年。行書。 完形
PL60 重旦 2 6 
218-95 

銅銭 A-1区表採 元豊通費 北宋
外輪径2.5 内輪径0.6

北宋・ 1078年。行書。 完形
PL60 重量 34 
218-96 

銅銭 A-1区表採 皇宋通賓 北宋
外輪径24 内輪径0.7

北宋・ 1038年。真書。 完形
PL60 重星 2 7 
218-97 

銅銭 A-1区表採 開元通費 唐
外輪径24 内輪径07

唐 ．845年。真書。 完形
Pし60 重鼠 2.7 

218-98 
銅銭 A-1区表採 寛永通宣 日本

外輪径25 内輪径06
新寛永・ 1697年。裏面布付着。一部欠損。 ほぽ完形

PL60 重量 3 8 
218-99 

銅銭 A-2区表採 寛永通賓 日本
外輪径2.3 内輪径0.6

新寛永・ 1697年。 完形
Pし60 重量 23 
218-100 

銅銭 A-3区表採 寛永通賓 日本
外輪径2.5 内輪径0.6

古寛永・ 1636年。 完形
PL60 重旦 42 
218-101 

銅銭 A-4区表採 窪永通費 日本
外輪径25 内輪径0.6

古寛永・ 1636年。表面に布付着。 完形
PL60 重鼠 35 

218-102 
銅銭 A-5区表採 窃永通費 日本

外輪径24 内輪径0.5
古寛永・ 1636年。表面に布付着。 完形

PL60 重旦 3 7 
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遺物観察表

1号井戸遺物観察表
挿図番号 種類

出土位四
部位

計測値（cm)
①胎土 ②焼成

成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

220-1 
口 8.8 ①細砂粒

底部外面ヘラ削り 。口緑部内外面横撫で。
カワラケ 獲土 3/4 底 7 6 ②酸化焔

PL69 高 1.5 ③にぶい橙75YR6/4 
輔轄を使用していない。

220-2 銅銭
毅土上面 完形 計測値外輪径25cm、内輪径07cm、重さ2.31g。国名唐。初鋳年845年

PL69 開元通究
挿図番号 種類

出土位四
部位

石材 計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

石製品 長さ 210 幅 16.0
五輪塔風輪？の未製品か。表面・側面に金

PL70-3 四土 ほぼ完形 ニツ岳軽石 属製の竪痕が多数残る。側面を丸く整形し
五輪塔か 厚さ 8.9 重鑓 2350

ている。

PL70-4 
石製品

覆土 3/4 ニッ岳軽石
長さ 21I幅 192 五輪塔水輪？の未製品か。上面と左側面を

五輪塔か 厚さ 118 重昼 3030 欠損。表面に金属製の竪痕が多数残る。

石製品 長さ 226 幅 180 
五輪塔地輪？の未製品か。 4側面を平らに

Pし70-5 覆土 ほぽ完形 ニッ岳軽石 加工している。表面に金属製の竪痕が多数
五輪塔か 厚さ 11.8 重鼠 3680

残る。

2号土坑遺物観察表

悶悶 l: : I出土位囮 1：犀 石材 計測値(cm、g) 備考

223-1 
PL69 

石製品 濯土
砥石

ほぽ完形 デイサイト長さ ll7幅 6.4
1厚さ2.6 重鼠 250

成・整形技法の特徴

デイサイトでも目つむ。やや荒い仕上砥級。

左平面の上方から左上にかけ、 川原石面あ

り。使用は両小口を除く 4面。その4面に

多くの刃ならし様の傷あり。使用癖は手持

ち砥で右利。

2号溝遺物観察表

悶旦江Ig : 出土位質
226-l 1軟質陶器 2溝覆土
PL69 焙烙 5溝裂土

口竺竺])i①胎土日

ロ(35.0)
口～体部片底 (31.6)

高 5.1 I③黒褐色2.5Y3/2

成・整形技法の特徴 I 備考

内面から口緑部外面横撫で。 1江戸時代

6号溝遺物観察表

百は芦I: : 出土位阻
229-] 須恵器 濯土
PL69 坪 り胃言翫7焼5,:R6/4

成・整形技法の特徴 1 備考

輔櫨整形。底部右回転糸切り 。口縁部内外

面横撫で。

13号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位慨
部位

計測値(cm)①③胎色調土 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存

232-1 焼締陶器
口 ①細砂粒、緻密

渥美焼き。輔櫨整形。外面自然釉。外面平
覆土 頸～胴部片 底 ②還元焔 11世紀

Pし69 甕
吉I可 ③灰オリ ーブ5Y5/2

行叩き目。内面横撫で。

232-2 磁器
口(180) ①緻密 外面に鍋手連弁文を施し、内外面に淡青色

覆土 口緑部片 底一 言―焔 の発色の良い青磁釉を施す。割れロシャー 13世紀
PL69 青磁碗 高（50) 冗オリーブ5GY6/J プ。使用擦痕ほとんど見えず。龍泉窯。

15号溝遺物観察表

：悶芦I: : 出土位置
位
存

部
残

石材 計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考

233-1 
PL69 

石製品

砥石
溝底部 完形

角閃石 長さ 17.7幅 2.2
デイサイト厚さ 2.3 重鼠 170

流紋岩。近仕上中砥級。使用は表裏と両側
部と奥小口の5面。右側部と奥小口の使用 18C後半以

は浅い。右側部と両小口面に整形タガネ目降の規格外

あり 。使用は右利。石材中に黒色物質多くのため、そ
含む， れ以前か。

置：：位置し： 悶
計測値

(cm、)

外輪径2.4cm、内輪径0.6cm、重さ2.37g。国名日本。初鋳年1636年

国名、初鋳年 備考

326 



遺物観察表

20号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

石材 計測値（cm、g) 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

磨石か。右側部に突き込み傷と 自然を思わ 18C後半以
235-1 石製品

毅土 ほぼ完形 砂岩
長さ 129 幅 4.4 せる小凹み多数あり。それを除く面全体に 降の規格外

PL69 磨石 厚さ 25 重員 230 表・裏以上のツヤ光沢がある。非金属によ のため、そ
る摩耗。 れ以前か。

235-2 石製品 長さ(79) 幅 29 
流紋岩。中砥級。使用は表・裏 ・両側部の

毅土 1/2 砥沢石 4面。欠損は旧時。使用癖は手持ち砥で右
PL69 砥石 厚さ 26 重量 110

利。砥沢砥。
流紋岩。 中砥級。使用は表 ・裏・両側部の

235-3 石製品
四土 2/3 砥沢石

長さ(8.6) 幅 3,3 4面。奥小口に削り跡あり。部分的に浅い
PL69 砥石 厚さ3l 重星 180 刃ならし様の傷あり 。欠損は旧時。使用癖

少なく、 手持ち砥。

26号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値（cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存

242-1 土師器 口～底部片
口(12.0) ①細砂粒

底部ヘラ削り。口緑部内外面横撫で。内面四土 底 (6O) ②酸化焔
PL69 杯 1/4 高 2.8 ③にぶい黄橙lOYRS/3

横方向の撫で。

242-2 土師器
口（IIO) ①細砂粒

覆土 口縁部片 底 ②酸化焔 外面ヘラ削り。口緑部内外面横撫で。
PL69 坪

高 (2.4) ③橙5YR6/6

242-3 土師器
口(16.0) ①細砂粒

覆土 口緑部片 底 ②酸化焔 日縁部内外面横撫で。 外面荒れ
PL69 高坪

百回 ③橙5YR6/6

242-4 土師器
口(10O) ①粗砂粒

疫土 口緑部片 底 ②酸化焔 口縁部内外面横撫で。 内外面荒れ
PL69 坦

百I司 ③暗灰黄2.5Y5/2

242-5 土師器
口(150) ①細砂粒、褐色鉱物

やや外反する S字状口緑。頸部刷毛目。ロ四土 口緑部片 底 ②酸化焔 内外面荒れPL69 台付甕
百回 ③にぶい橙7.5YR6/4

緑部内外面横撫で。

242-6 土師器
口(15.0) ①細砂粒

覆土 口緑部片 底 ②酸化焔 口縁部内外面横撫で。
PL69 甕

高 ③橙7.5YR6/6
挿図番号 種頬

出土位置
部位

石材 計測値(cm、g) 成・整形技法の特徴 備考図版番号 器種 残存
242-7 石製品

覆土 完形 蛇紋岩
長さ 30 幅 11 

両面に斜位の研磨痕。光沢あり。孔径0.2Pし69 勾玉 厚さ 07 重星 441 

29号溝遺物観察表

：口： I : ： 出土位置
240-l 土師器 濯土
PL69 坪 り~YR5/31闘ぷ：：。 ロニ：撫て。 内面

備考

35号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位盟
部位

①③胎色調土 忽流成
図版番号 器種 残存

計測値(cm) 成・整形技法の特徴 備考

244-1 土師器
覆土

口～底部片
口(11.0) ①細砂粒、小礫

底部ヘラ削り。口縁部内外面横撫で。内面
PL69 坪 1/3 

底一 ②酸化焔
高 (3.1) ③橙5YR6/6

横方向の撫で。

244-2 土師器
覆土

口(110) ①細砂粒、褐色粒

PL69 坪
口縁部片 底一 ②酸化焔

体部に緩やかな稜を持ち、口唇部は外反す

高 (3I) ③にぶい黄橙IOYR6/3
る。口縁部内外面横撫で。

内面荒れ

244 3 土師器
毅土

口(13.0) ①細砂粒
外面ヘラ削り後横撫で。内面横撫で。口緑

PL69 坪
口緑部片 底ー ②酸化焔

高 (3.1)③にぶい褐7.5YR5/4
部内外面横撫で。

244-4 須恵器
口 ①細砂粒

Pし69 甕
覆土 胴部片 底 ②還元焔

轄櫨整形。外面平行叩き目。内面同心円状 5, 6と同

百向 ③灰N4/0 のアテ具痕あり。 個体か。

244-5 須恵器
口 ①細砂粒

PL69 甕
覆土 胴部片 底 ②還元焔

鞘轄整形。外面平行叩き目（やや摩滅）。内 4, 6と同

高 ③灰N5/0
面同心円状のアテ具痕あり。 個体か。

244-6 須恵器
口 ①細砂粒

PL69 甕
覆土 胴部片 底 ②還元焔

輔轄整形。外面平行叩き目。内面同心円状 4, 5と同

百回 ③灰N4/0 のアテ具痕あり。 個体か。
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追物観察表

41号溝遺物観察表
挿図番号 種類

出土位置
部位

計測値(cm)
ゆ胎土 ②焼成

成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 残存 ③色調

244-1 土師器 口～底部片
口（11.6) ①細砂粒、小礫

底部ヘラ削り。口緑部内外面横撫で。内面
覆土 底 53 ②酸化焔

PL69 坪 2/3 高 33 ③橙5YR6/6
横方向の撫で。

244-2 土師器 口～体部片
口(12.0) ①細砂粒

外面体部ヘラ削り 。内面体部ヘラ磨き。ロ
覆土 底一 言i化焔 外面荒れ

PL69 坪 1/3 高一 褐色25YR5/6 
緑部内外面横撫で。

遺構外遺物観察表
挿図番号 種類 出土位盟 部位

計測値(cm)①③胎色土調 ②焼成 成・整形技法の特徴 備考
図版番号 器種 グリッド 残存

248-1 土師器
口(19.0) ①細砂粒

660-380 口縁部片 底 ②酸化焔 口緑部内外面横撫で。内面横方向の撫で。
PL69 坪 高 ③にぶい褐7.5YR5/4

土師器
口 ①細砂粒、黒色鉱物

248-2 640-330 脚部片 底 ②酸化焔 外面ヘラ磨き。内面ヘラ削り。 内外面荒れ
PL69 高坪

百回 ③にぶい橙2.5YR4/6

248-3 土師器
口(136) ①粗砂粒

650-360 口～胴部片 底 ②酸化焔 外面頸部刷毛目。口緑部内外面横撫で。 内外面荒れ
PL69 甕 高 ③にぶい橙7.5YR6/4

248-4 須恵器
口(IO0) ①細砂粒、緻密

輔櫨整形。外面カキ目。胴部上位に自然釉

PL69 腺
640-340 胴部片 底 5.4 ②酸化焔

かかる。内面丁寧な横撫で。
5世紀中葉

百回 2 5 ③灰N5/0

焼締陶器
口 ① 

尾張陶器。逆三角形の高台貼り付け。体部 12~I 3世248-5 640-340 底部片 底（］38) ＠怠）にぶい黄橙
PL69 播り鉢 高 IOYR6/3 

下位外面回転箆削り。内面使用により摩滅。 紀

軟質陶器
口 ① 

燥し焼成。天井部から口緑部外面回転施文 江戸から近248-6 660-320 底部片 底（22.0)
② ③黒褐色25Y3/l PL69 火鉢

高一
具により施文。 代
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写真図版

高林三入遺跡





PL 1 

高林三入・八反田遺跡全景（西上空から）

高林三入 ・八反田遺跡全景（南上空から）



P L2 

A区全景（南上空から）

A-1①区全景（南から） A-2区全景（南上空から）

A-1②区全景（西から） A-3区全景（西上空から）



P L3 

B-1区全景（南上空から）

B-2区全景（南上空から）

B-3区全景（西から） B-4区全景（西から）



P L4 

C-1区全景（東から） C-2区全景（東から）

C-3区東側 （南上空から）

C-3区全景 （東から） C-4区全景 （東から）



P L5 

D-1区全景（東から） D-3区全景（東から）

D-4区全景（東から） E-1区全景（西から）



P L6 

E-2区全景（西から） E-3・4区全景（西から）

F-3区全景（東から） F-4区全景（西から）



PL 7 

A-1①区Bトレンチ全景（南から） A-1①区石器出土状況（北から）

A-2①区Hトレンチ全景（南から） A-2①区石器出土状況（南から）

A-l②区Hトレンチ全景（西から）



P L8 

A-1②区VI層石器出土状況（南から） A-l②区VI層礫群出土状況（南から）

A-1②区VII層石器出土状況（南から） A-1②区VII層石器出土状況（西から）

B-4区Aトレンチ全景（西から）



P L9 

8-4区1号ブロック石器出土状況（西から） B-4区ナイフ形石器出土状況

B-4区石核出土状況（西から） 8-4区Aトレンチセクション（南から）

C-4区Bトレンチ全景（北から） C-4区石器（石刃）出土状況（北から）

D-3区Aトレンチ全景（東から） D-3区石器出土状況（東から）



PL 10 

A区1号住居全景（西から）

A区1号住居竃セクション（北から） A区1号住居遺物出土状況（西から）

A区2号住居全景（西上空から） A区2号住居セクション（西から）



P L 11 

A区3号住居掘り方全景（西から）

B区1号住居掘り方全景（南から）



PL 12 

B区2号住居掘り方全景（南から） B区2号住居遺物出土状況（南から）

B区3号住居掘り方全景（西から） B区3号住居貯蔵穴遺物出土状況（南から）

B区4号住居掘り方全景（西から） B区4号住居遺物出土状況（南から）

B区5号住居追物出土状況（北から） B区6号住居掘り方全景（北から）



PL 13 

B区7号住居全景 B区7号住居掘り方全景 （北西から）

B区7号住居炉遺物出土状況（北から） B区］0号住居炉全景 （東から）

: 
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‘ B区10号住居掘り方全景（北から）



PL 14 

B区10丹住居貯蔵穴上層遺物出土状況（南から） B区10号住居貯蔵穴下層遺物出土状況（南から）

B区11号住居遺物出土状況全景（東から）

B区11号住居全景 （南から） B区11号住居掘り方全景（南から）



PL 15 

B区11号住居南鼈セクション（東から） B区11号住居北窟全景（南から）

B区12号住居掘り方全景（西から） B区12号住居貯蔵穴遺物出土状況（東から）

B区13号住居掘り方全景（南から） B区13号住居P3セクション（北から）

B区14号住居掘り方全景（西から） B区14号住居炉検出状況（東から）



PL 16 
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c区1号住居全景（南東から

叫こ
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c区l号住居掘り方全景（南東から） C区1号住居炉全景（北から）

c区2号住居全景（南から） c区2号住居貯蔵穴セクション （西から）



PL 17 

c区3局住居掘り方全景（北から）

c区3号住居貯蔵穴セクション（南から） c区3号住居貯蔵穴遺物出上状況（北から）

c区4号住居炉全景（北から） c区4号住居貯蔵穴全景（南から）



PL 18 

c区4号住居掘り方全景（東から）

c区5号住居掘り方全景（北から） c区5号住居炉セクション（南から）

c区6号住居調査風景（北から） C区6号住居掘り方全景（東から）



PL 19 

｀ 

c区7号住居遺物出土状況全景



P L20 

C区7号住居把手付婉出土状況（東から） C区7号住居把手付婉出土状況（北から）

c区7号住居掘り方全景（東から）

c区7号住居貯蔵穴遺物出土状況（西から） C区7号住居遺物出土状況（北から）



P L21 
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写真図版

八反田遺跡
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高林三入遺跡を望む（東から）

調査区北の風景（南から）
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I区全景（東から） II区全景（北から）

III区上面東側全景（北から） III区上面西側全景（北から）

m. N区下面全景（東から） N区上面全景（東から）

N区下面全景（北から） V区全景（南から）
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1号井戸全景（北から） 1号井戸礫出土状況（北から）
7←窯一：ー盲屯心ー？X‘化-

＜ぐー 疇

2号井戸全景（北から） 3号井戸全景（北から）

4号井戸全景（北から） 5号井戸全景（北から）

2号土坑全景（北から） 3号土坑全景（北から）
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4号土坑全景（北から） 5号土坑全景（北東から）

9号土坑全景（北から） 11号土坑全景（北から）

1号溝全景（南から） 2号溝全景（南から）

3号溝全景（北から） 4号溝全景 （東から）
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5号溝全景 （南から） 6号溝と現市道全景 （南から）

6号溝セクション（北から） 6号溝遺物出土状況（北から）

6 • 17 • 7丹溝全景（北から） 8 • 14号溝全景 （北から）
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9号溝全景 （南から） 12号溝全景 （東から）

13号溝全景 （東から） 15 • 16号溝全景 （西から）

18局溝全景 （東から） 19・20・21号溝全景（東から）

23 • 24号溝全景 （北から） 25号溝全景 （西から）



P L67 

25 • 26号溝セクション（北から） 29号溝全景（東から）

30号溝全景（北から） 31 • 32号溝全景 （北から）

33号溝全景（南から） 34号溝全景 （南から）

47号溝全景（西から） 48号溝全景（北から）
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”, c, 

26号溝全景（東から） 26号溝調査風景（東から）

35 • 41号溝全景（北から） 36 • 37 • 38 • 39号溝全景（北から）

40号溝全景（東から） 42号溝全景（北から）

43 • 44 • 45号溝全景（東から） 46号溝全景（東から）
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八反田遺跡 1号井戸出土遺物
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